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二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
転
換
期
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

―
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
関
係
を
通
し
て

山　

梨　
　
　

淳

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
一
九
〇
五
年
末
に
行
わ
れ
た
ロ
ー
マ
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
に
焦

点
を
あ
て
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
お
け
る
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
活
動

や
、
教
皇
使
節
の
訪
問
が
当
時
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
も
た
ら
し
た
一
連

の
反
響
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
十
世
紀
初
頭
に
転
換
期
を
迎
え
つ
つ

あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
教
皇
庁
の
日
本
へ
の
使
節
派
遣
は
、
教
皇
ピ
ウ
ス
十
世
（Pius X

 

在
位
期

一
九
〇
三―

一
九
一
一
）
が
、
日
露
戦
争
後
の
極
東
の
平
和
の
回
復
を
祝
し
、

戦
時
中
に
満
州
そ
の
他
の
地
域
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
日
本
に
よ
り
保
護
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
明
治
天
皇
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
教
皇
の
命
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
司
教
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
オ
コ
ン
ネ
ル
（W

illiam
 H
enry O

’Connell

）
は
、

一
九
〇
五
年
十
月
二
十
九
日
、
二
名
の
随
員
と
共
に
横
浜
に
到
着
し
、
約
三
週

間
の
滞
日
期
間
の
間
、
明
治
天
皇
や
桂
太
郎
首
相
、
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
を

は
じ
め
と
す
る
各
界
の
要
人
と
面
会
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
オ
コ
ン
ネ

ル
の
報
告
を
受
け
た
教
皇
庁
は
、
日
本
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
等
教
育
機
関
を
設

け
る
必
要
性
を
確
認
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
日
本
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
幕
末
期
に
来
日
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
が
再

開
さ
れ
て
以
降
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
フ

ラ
ン
ス
の
宣
教
会
や
修
道
会
の
指
導
下
に
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
オ
コ
ン

ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
は
、
一
九
〇
四
年
十
月
の
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の

宣
教
師
の
来
日
に
続
く
教
皇
庁
の
日
本
宣
教
政
策
の
転
換
を
象
徴
す
る
出
来
事

と
な
っ
た（

１
）。

　

こ
の
オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
は
、
教
皇
庁
が
極
東
の
新
興
国
日
本
に

お
け
る
宣
教
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
出
来
事
で
あ
り
、
ま
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た
、
こ
の
訪
問
を
機
縁
に
イ
エ
ズ
ス
会
や
聖
心
会
の
来
日
が
実
現
さ
れ
た
た

め
、
当
時
よ
り
日
本
の
教
会
関
係
者
の
間
で
は
画
期
的
な
出
来
事
と
し
て
評
価

さ
れ
て
き
た
。
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
概
説
的
記
述
で
も
こ
の
訪
問
の
歴

史
的
役
割
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が（
２
）、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
史
関
連
の
刊
行

物
で
は
、
使
節
の
訪
問
が
創
立
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
上
智
大
学
や
聖
心
女
子

学
院
の
校
史（

３
）や

、
高
木
一
雄
の
近
代
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
史
に
関
す
る
著
作（
４
）な

ど

で
、
こ
の
出
来
事
の
関
連
資
料
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
一
九
八

〇
年
に
刊
行
の
開
始
さ
れ
た
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
は
、
教
皇
庁
や
ロ
ー
マ

の
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
の
所
蔵
資
料
を
用
い
て
、
オ
コ
ン
ネ
ル
来
日
の
背
景
や
経

緯
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
点
で
研
究
史
上
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と

い
え
る（

５
）。

従
来
、
一
九
〇
八
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
再
来
日
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
が
日

本
訪
問
後
に
教
皇
庁
で
行
っ
た
意
見
具
申
に
よ
っ
て
実
現
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
日
本
派
遣
の
計
画
を
抱
い
て
い
た
教
皇
庁
が
、
オ
コ
ン
ネ
ル
を
派
遣
す

る
に
当
た
っ
て
、
彼
に
日
本
の
教
会
事
情
の
調
査
を
極
秘
に
命
じ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
文
の
研
究
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

士
テ
オ
ド
ー
ル
・
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
に
よ
る
英
文
著
作
『
草
創
期
の
上
智
大
学
』
が
、

十
九
世
紀
以
降
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
宣
教
に
向
け
た
関
心
や
二
十
世
紀
初
頭

に
お
け
る
同
会
の
来
日
を
巡
る
諸
動
向
を
明
ら
か
に
し（

６
）、
フ
ラ
ン
ス
人
の
オ
リ

ヴ
ィ
エ
・
シ
ブ
ル
が
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
中
葉
ま
で
の
教
皇
庁
の
極

東
（
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
）
外
交
を
扱
っ
た
博
士
論
文
に
お
い
て
、
教
会
関
係

資
料
や
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
資
料
を
用
い
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
背
景
や
オ
コ
ン

ネ
ル
の
日
本
訪
問
を
論
じ
て
い
る（
７
）。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
後
に

行
わ
れ
た
教
皇
使
節
の
訪
問
が
、
明
治
後
期
に
日
本
人
信
者
の
一
部
の
間
で
醸

成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対
す
る
批
判
的
動
向
と
関
わ
り
を

持
っ
て
い
た
こ
と
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教

勢
は
、
十
九
世
紀
末
に
は
停
滞
状
況
に
陥
っ
て
い
た
が
、
こ
の
現
状
に
不
満
を

覚
え
た
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
中
に
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
独
占
的

な
司
牧
体
制
や
同
会
の
宣
教
方
法
に
そ
の
原
因
を
見
出
し
て
批
判
す
る
も
の
が

あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
は
、
こ
の
よ
う
な
教
会
体
制
の
刷

新
を
願
う
日
本
人
信
者
の
期
待
に
応
え
た
一
面
が
あ
っ
た
が
、
教
皇
庁
の
権
威

に
拠
り
つ
つ
教
会
体
制
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
行
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
人

聖
職
者
の
反
感
を
招
か
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ

ト
リ
ッ
ク
者
の
間
の
関
係
の
考
察
を
通
し
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
様
相
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　

本
論
は
、
第
一
章
で
、
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
の
近
代
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
状
況
を
概
観
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
が
実
現
し
た
歴
史
的
背
景

を
振
り
返
る
な
か
、
十
九
世
紀
末
に
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
内
部
で
イ
エ
ズ
ス

会
の
来
日
を
待
望
す
る
声
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
第
二
章
で

は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
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た
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
誘
致
活
動
を
取
り
上
げ
、
教
会
体
制
の
刷
新
を
願
っ
た

彼
ら
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
現
状
認
識
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
日
露

戦
争
前
後
の
時
期
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
新
動
向
を
、
日
本
人
司
祭
の
前ま
え

田だ

長ち
ょ
う

太た

に
焦
点
を
当
て
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
で
は
、
日
露
戦
争
後
の

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
を
取
り
上
げ
、
そ
の
訪
問
が
教
会
内
で
ど

の
よ
う
な
反
響
を
呼
ん
で
い
た
の
か
を
前
田
長
太
や
彼
の
指
導
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
青
年
会
の
活
動
に
注
目
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
。
第
五
章
で
は
、
教
皇
使
節

の
訪
問
以
降
の
東
京
大
司
教
区
に
お
け
る
知
識
人
活
動
の
推
移
を
追
い
、
青
年

会
の
活
動
を
中
心
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
関
係
を
検

討
す
る
。一　

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
派
遣
の
歴
史
的
背
景

１　

パ
リ
外
国
宣
教
会
と
近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

　

近
年
、
創
立
三
五
〇
周
年
を
迎
え
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
、
十
七
世
紀
中

葉
、
海
外
宣
教
地
で
教
会
を
設
立
し
、
現
地
人
司
祭
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
会
で
あ
る
。
同
会
は
一
八
四
四

年
に
那
覇
へ
上
陸
し
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
フ
ォ
ル
カ
ー
ド

（T
héodore-A

ugustin Forcade

）
神
父
を
先
駆
け
に
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣

教
に
む
け
て
活
動
を
開
始
し
、
一
八
五
九
年
に
同
会
の
宣
教
師
は
フ
ラ
ン
ス
の

外
交
使
節
団
の
通
訳
と
し
て
日
本
本
国
に
入
国
を
果
た
し
た
。
一
八
六
五
年
の

長
崎
浦
上
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
出
会
い
以
降
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
祭

は
彼
ら
へ
の
司
牧
活
動
を
秘
密

に
開
始
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
活
動
は
同
地

の
信
徒
の
弾
圧
を
招
き
、
宣
教
師
た
ち
が
日
本
各
地
で
活
動
を
開
始
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
維
新
政
府
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
た
迫
害
が
西
洋
列

強
の
抗
議
の
後
に
終
息
し
た
一
八
七
三
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
十
六
・
十
七
世
紀
の
日
本
で
活
躍
し
た
宣

教
師
の
後
継
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
を
取

り
巻
く
環
境
は
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
彼
ら

は
、
同
じ
く
幕
末
以
降
に
来
日
し
た
英
米
系
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
や
ロ
シ

ア
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
宣
教
活
動
と
競
合
し
な
が
ら
活
動
を
行
わ
ね
ば
な

ら
ず
、
ま
た
、
彼
ら
は
西
洋
の
影
響
下
に
近
代
化
の
道
を
進
む
明
治
日
本
で
、

西
洋
社
会
と
同
様
に
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
潮
が
普
及
し
て
い
く
状
況
と
直
面

す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宣
教
地
で
「
近
代
」
に
出
会
う
こ
と
は
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

　

明
治
時
代
は
、
日
本
に
お
け
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
活
動
が
本
格
的
に
展
開

を
開
始
し
た
黄
金
時
代
と
い
っ
て
も
よ
く
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年

代
の
初
頭
に
か
け
て
、
同
会
か
ら
約
一
五
〇
名
の
若
年
の
宣
教
師
が
来
日
し
、

近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
礎
を
築
い
て
い
る
。
教
会
の
制
度
も
次
第
に

整
え
ら
れ
て
い
き
、
日
本
代
牧
区
（
一
八
四
六
年
に
設
立
）
が
一
八
七
六
年
に

南
北
に
分
割
さ
れ
て
北
緯
代
牧
区
と
南
緯
代
牧
区
が
設
立
さ
れ
、
一
八
八
八
年

に
後
者
か
ら
近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
が
分
離
し
て
、
中
緯
代
牧
区
が
新
た
に

設
け
ら
れ
た
。
一
八
九
一
年
四
月
、
北
緯
代
牧
区
か
ら
北
海
道
と
東
北
地
方
が
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分
離
し
て
函
館
代
牧
区
が
設
け
ら
れ
、
同
年
六
月
に
は
教
階
制
が
確
立
し
、
北

緯
代
牧
区
は
東
京
大
司
教
区
に
昇
格
、
残
り
の
代
牧
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
函
館
、

大
阪
、
長
崎
に
司
教
座
を
お
く
司
教
区
に
移
行
し
た
。

　

二
十
世
紀
初
頭
（
一
九
〇
二
年
）
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
信
者
の
総
数

は
、
教
会
の
統
計
に
よ
る
と
、
五
万
七
一
九
五
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
訳

は
、
東
京
大
司
教
区
で
九
五
五
一
名
、
函
館
司
教
区
で
四
六
四
三
名
、
大
阪
司

教
区
で
三
九
〇
六
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
崎
司
教
区
で
は
三
万
九
〇
九
五
名

に
及
び
、
同
教
区
の
信
者
が
日
本
の
総
信
者
の
七
割
弱
を
占
め
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
長
崎
地
方
に
お
け
る
圧
倒
的
な
信
者
の
偏
り
は
、
同
地
に
は
旧
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
の
家
系
の
信
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、当
時
、

宣
教
師
は
各
司
教
区
に
ほ
ぼ
均
等
に
分
散
し
て
い
た
が
、
邦
人
司
祭
の
数
は
長

崎
司
教
区
が
二
十
五
名
を
数
え
て
際
立
っ
て
い
た
（
東
京
大
司
教
の
邦
人
司
祭

は
四
名
、
大
阪
司
教
区
で
は
二
名
、
函
館
司
教
区
で
は
一
名（
８
））。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
は
、明
治
期
に
多
数
の
宣
教
師
を
日
本
に
派
遣
し
、ま
た
、

慈
善
・
教
育
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
男
女
の
修
道
会
を
呼

び
寄
せ
た
が
、
日
本
全
土
に
渡
っ
て
宣
教
及
び
司
牧
活
動
を
十
分
に
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
物
価
の
高
騰
は
宣
教
会
の
会
計

を
圧
迫
し
、
同
会
の
慢
性
的
な
資
金
不
足
は
教
会
建
設
や
日
本
人
伝
道
士
の
雇

用
に
支
障
を
き
た
し
が
ち
だ
っ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
再
宣
教
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
、
同
会
が
明
治
期
に
招
致
し
た
男
女
の
修
道
会
も
フ
ラ
ン
ス
系
で
あ
っ

た
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
活
動
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
事
業
と
み
な
さ
れ
、
そ

の
教
勢
は
フ
ラ
ン
ス
の
対
日
外
交
政
策
の
影
響
を
も
被
る
こ
と
に
な
っ
た（

９
）。

一

八
九
五
年
の
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
三
国
干
渉
の
後
、
日
本
人

の
対
仏
感
情
は
悪
化
し
、
日
露
戦
争
期
ま
で
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
時
に
ロ
シ

ア
方
の
ス
パ
イ
と
し
て
嫌
疑
を
受
け
る
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）
10
（

。
一

九
〇
五
年
九
月
、
日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
へ
の
不
満
を
原
因
と
し
て

起
っ
た
日
比
谷
焼
打
事
件
で
は
、
本
所
教
会
が
焼
き
討
ち
の
対
象
と
な
り
、
フ

ラ
ン
ス
人
宣
教
師
や
修
道
女
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
避
難
し
て
い
る
。
教
皇
使

節
オ
コ
ン
ネ
ル
が
来
日
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
不
穏
な
情
勢
が
過
ぎ
て
ま
も

な
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

２　
「
宣
教
地
」
日
本
を
巡
る
イ
エ
ズ
ス
会
と
パ
リ
外
国
宣
教
会

　

イ
エ
ズ
ス
会
士
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
十
六
世
紀
中
葉
に
開

始
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
日
本
宣
教
は
、
江
戸
幕
府
の
厳
し
い
禁
教
政
策

に
よ
っ
て
終
わ
り
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
再
来
日
を
果
た

し
て
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
再
宣
教
が
開
始
さ

れ
て
以
降
、
す
で
に
約
半
世
紀
を
経
た
一
九
〇
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
そ
れ
以
前
に
日
本
へ
の
再
宣
教
計
画
を
抱
い
て
い
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
七
七
三
年
に
教
皇
か
ら
解
散
命
令
を
受
け
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
一
八
一
四

年
に
復
興
後
、
次
第
に
体
制
を
整
え
て
い
き
、
一
八
二
九
年
に
二
十
一
代
目
総
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長
に
選
出
さ
れ
た
ヤ
ン
・
ロ
ー
タ
ン
（Jean-Philippe Roothaan

）
の
も
と
海

外
宣
教
に
も
力
を
入
れ
始
め
て
、
日
本
に
お
け
る
宣
教
再
開
の
機
会
を
う
か

が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父
が
、
一
八

四
四
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
先
ん
じ
て
那
覇
に
上
陸
し
た
結
果
、
日
本
全
土
の
宣

教
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
パ
リ
外
国
宣
教

会
に
よ
る
日
本
の
宣
教
活
動
へ
の
先
駆
け
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
意
想
外

の
事
態
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
海
外
宣
教
活
動
を
統
括
す
る
教
皇
庁
の
布
教
聖
省

（Sacra Congregatio de Propaganda Fide
）
に
）
11
（

抗
議
を
行
っ
た
が
、
日
本
の

再
宣
教
の
担
い
手
を
望
ん
だ
彼
ら
の
意
思
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
会
は
日
本
に
お

け
る
活
動
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た）

12
（

。
も
っ
と
も
、フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、

日
本
本
国
へ
の
入
国
を
諦
め
て
一
八
五
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
際
、
中

国
在
留
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
今
後
の
日
本
に
お
け
る
宣
教
を
委
ね
よ
う
と
試
み
て

い
る
の
で
、
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
対
抗
心
が
彼
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
た
だ
、
そ
の
彼
の
意
向
は
、
現
地
司
教
の
権
限
を
超
え
た
も
の
と
し
て
、

布
教
聖
省
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た）

13
（

。

　

そ
の
後
、
布
教
聖
省
は
日
本
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
の
再
開
に
関
し

て
関
心
を
失
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
北
緯
代
牧
区
の
ピ
エ
ー
ル
・
マ
リ
・

オ
ズ
ー
フ
（Pierre-M
arie O

souf

）
司
教
は
、
一
八
八
五
年
度
の
宣
教
報
告
（
一

八
八
六
年
三
月
二
十
日
付
）
を
布
教
聖
省
に
提
出
し
た
際
、
東
京
に
カ
ト
リ
ッ

ク
系
中
等
学
校
（collège

）
を
設
立
す
る
必
要
を
認
め
た
意
見
を
書
き
添
え
た

が
、
時
の
布
教
聖
省
長
官
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
シ
メ
オ
ニ
（Giovanni Sim

eoni

）

は
、
同
年
六
月
二
十
二
日
付
の
反
信
書
簡
で
、
こ
の
構
想
に
賛
意
を
示
し
て
、

そ
の
学
校
教
育
の
実
現
の
た
め
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
を
要
請
す
る
こ
と
を
オ

ズ
ー
フ
に
勧
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
す
で
に
パ
リ
外
国
宣

教
会
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
マ
リ
ア
会
へ
来
日
の
打
診
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
同

会
か
ら
来
日
要
請
を
受
諾
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
イ
エ
ズ
ス

会
の
来
日
の
件
は
そ
の
ま
ま
立
ち
消
え
に
な
っ
た）
14
（

。
マ
リ
ア
会
か
ら
最
初
の
派

遣
者
が
一
八
八
七
年
末
か
ら
翌
年
初
頭
に
か
け
て
来
日
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
東

京
に
暁
星
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
派
遣
さ
れ
た
マ
リ
ア
会
士
ら
が
渡
航
の
途
に
あ
っ
た
一
八
八
七
年

末
、
駐
ド
イ
ツ
兼
ベ
ル
ギ
ー
公
使
に
任
命
さ
れ
た
西
園
寺
公
望
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
到
着
の
後
に
、
教
皇
庁
を
訪
問
し
て
い
た
。
西
園
寺
は
、
教
皇
レ
オ
十
三
世

（Leo X
III

）
に
謁
見
し
た
時
（
一
八
八
七
年
十
二
月
七
日
）、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教

師
に
よ
る
日
本
の
独
占
的
宣
教
の
現
状
を
改
め
て
、
多
国
籍
の
宣
教
師
の
協
働

か
ら
な
る
宣
教
体
制
へ
の
移
行
を
要
望
す
る
日
本
政
府
（
第
一
次
伊
藤
博
文
内

閣
）
の
意
向
を
伝
え
て
い
る
。
教
皇
庁
と
日
本
と
の
間
の
外
交
関
係
は
、
一
八

八
五
年
、
レ
オ
十
三
世
が
北
緯
代
牧
区
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
を
特
派
使
節
に
任
命

し
、
明
治
天
皇
に
そ
の
治
世
を
称
え
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
保
護
を
求

め
る
親
書
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
西
園
寺
に
よ
る
教
皇
庁
訪
問
は
そ
の

答
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
団
体
に
よ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
の
日
本
宣
教
の
独
占
状
態
を
嫌
っ
た
日
本
政
府
の
意
向
は
、
一
八
八

五
年
の
清
仏
戦
争
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
が
日
本
社
会
に
衝
撃
を
与
え
、
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そ
の
後
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
植
民
地
化
政
策
を
進
め
る
フ
ラ
ン
ス
の
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
勢
力
拡
大
（
一
八
八
七
年
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
が
成
立
）
が
危
惧
さ

れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た）
15
（

。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
フ
ラ
ン

ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
侵
略
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り）
16
（

、
日
本
で
内
地
雑
居
問

題
が
喧
し
か
っ
た
当
時
、
在
日
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
が
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ
ア
侵

略
の
尖
兵
と
み
な
さ
れ
て
非
難
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
宣
教
会
の『
年
次
報
告
』

（
函
館
教
区
、
一
八
九
三
年
）
か
ら
う
か
が
え
る）
17
（

。

　

近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
を
開
始
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
資
金
と
人

員
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
盛
ん
な
宣
教
活
動
に
大
き

く
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と）
18
（

、
十
九
世
紀
末
に
は
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
一
部
か
ら
同
会
の
単
独
司
牧
体
制
に
関
し
て
批
判

的
な
声
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
時
に
来
日
が
要
望
さ
れ
た
の
が
、

イ
エ
ズ
ス
会
だ
っ
た
。

　

一
八
八
九
年
八
月
、
北
緯
代
牧
区
の
司
教
オ
ズ
ー
フ
、
中
緯
代
牧
区
の
司
教

フ
ェ
リ
ク
ス
・
ミ
ド
ン
（Félix M

idon

）、南
緯
代
牧
区
の
司
教
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・

ク
ー
ザ
ン
（A

lphonse Cousin

）
ら
の
集
ま
っ
た
宣
教
師
会
議
が
大
阪
で
開
か

れ
、
そ
の
後
、
彼
ら
司
教
の
連
名
で
、
教
皇
あ
て
の
報
告
書
簡
が
作
成
さ
れ

た
。
教
皇
庁
は
日
本
の
北
緯
代
牧
区
（
琵
琶
湖
以
北
の
日
本
を
管
轄
す
る
）
を
分

割
し
て
、
北
海
道
及
び
東
北
地
方
を
担
当
す
る
教
区
を
新
設
し
、
更
に
全
代
牧

区
を
司
教
区
に
変
更
し
て
、
教
階
制
を
日
本
に
導
入
す
る
こ
と
を
企
図
し
た

が
、
こ
の
会
議
は
そ
の
計
画
を
日
本
の
司
教
団
が
論
議
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
後
に
作
成
さ
れ
た
在
日
司
教
の
共
同
書
簡
は
、
こ

れ
ら
の
教
皇
庁
の
計
画
を
英
断
と
称
え
つ
つ
も
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
以
外
の
宣

教
団
体
を
日
本
に
招
致
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、現
状
で
は「
ま
こ
と
に
危
険
」

と
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）
19
（

。
帝
国
憲
法
の
施
行
や
国
会
開
設
を
控
え
て

人
心
が
不
安
定
で
あ
り
、
ま
た
、
近
い
将
来
に
条
約
改
正
が
実
現
し
て
、
宣
教

師
が
国
内
移
動
の
自
由
を
得
た
と
し
て
も
、
宣
教
師
は
何
ら
か
の
形
で
官
憲
の

監
視
下
に
置
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
日
本
の
文
化
や

社
会
事
情
に
通
じ
な
い
新
し
い
宣
教
団
体
の
来
日
は
時
機
を
得
て
い
な
い
と
い

う
の
が
、
そ
の
理
由
だ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
当
時
、
在
日
宣
教
師
の
中
に
は
既
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
に

よ
る
日
本
単
独
司
牧
に
限
界
を
認
め
て
い
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。
オ
ズ
ー

フ
の
個
人
書
簡
に
よ
る
と
、
こ
の
大
阪
で
行
わ
れ
た
宣
教
師
会
議
の
時
、
実
際

に
は
、
他
の
宣
教
団
の
来
日
を
必
要
と
す
る
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
も
の
が
一

名
、
ま
た
別
に
、
今
後
の
時
勢
を
見
て
他
会
へ
来
日
要
請
す
る
こ
と
を
考
慮
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
一
名
い
た
と
い
う）

20
（

。
た
だ
、
会
議
で
の
大

勢
の
意
見
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
単
独
司
牧
の
継
続
が
望
ま
し
い
と
い

う
考
え
に
落
ち
着
い
た
た
め
、
報
告
書
は
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
を
時
機
尚
早

と
す
る
と
い
う
線
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
オ
ズ
ー
フ
本
人
は
、

同
年
二
月
二
十
二
日
付
の
宣
教
会
本
部
に
あ
て
た
書
簡
で
、
宣
教
師
が
不
足
す

る
現
状
を
嘆
き
、
他
団
体
の
宣
教
師
の
来
日
を
望
ん
で
い
る
の
で）
21
（

、
本
心
で
は

こ
の
共
同
書
簡
の
内
容
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
在
日
宣
教
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師
の
長
と
し
て
大
勢
の
意
見
を
在
日
宣
教
師
の
総
意
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た

の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
そ
の
後
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
間
で
は
、
同
会
に
よ

る
単
独
司
牧
体
制
を
改
め
て
、
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
を
期
待
す
る
声
が
、
大

勢
を
占
め
な
い
ま
で
も
次
第
に
高
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
九
四
年
十

二
月
八
日
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ポ
ー
ラ
ン
・
ヴ
ィ
グ
ル
ー
（François-Paulin 

V
igroux

）
は
、
オ
ズ
ー
フ
に
宛
て
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
誘
致
の
是
非
に

つ
い
て
検
討
し
た
長
文
の
意
見
書
を
執
筆
し
て
い
る）
22
（

。
ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
当

時
、
東
京
大
司
教
区
の
副
司
教
に
し
て
、
司
教
座
で
あ
る
築
地
教
会
の
主
任
司

祭
と
い
う
要
職
に
就
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
の
体
制
が
、
宣
教
活
動
に
向
け
て
十
分
に
整
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
認
め
、
有
力
な
組
織
、
即
ち
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
要
請
を
提
言
し

た
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
再
活
動
の
開
始
に
対
す
る
教
会

内
の
反
対
意
見
に
触
れ
、
次
に
そ
れ
を
反
駁
し
て
同
会
の
来
日
が
教
会
の
発
展

に
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
。
彼
が
こ
の

よ
う
な
形
で
議
論
を
進
め
て
い
っ
た
の
は
、
宣
教
会
の
中
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
来

日
に
対
す
る
拒
否
感
情
が
強
い
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
に
対
し
て
具
体
的
に
反
論

を
す
る
必
要
を
覚
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
勿
論
、
在
日
司

教
が
一
八
八
九
年
八
月
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
単
独
司
牧
の
継
続
が

望
ま
し
い
と
い
う
見
解
を
共
同
書
簡
で
教
皇
庁
に
伝
え
た
こ
と
を
承
知
の
上

で
、
こ
の
意
見
書
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
論
の
内
容
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
教
育
・
出
版
な
ど
の
知
的
活
動
が
盛
ん
な
文
明
国
で
あ
り
、

他
の
東
洋
の
ど
の
諸
国
と
も
似
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
教
育
や
出
版
活

動
は
、
西
洋
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
近
代
思
想
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い

る
た
め
、
こ
の
国
の
若
年
層
へ
の
悪
影
響
の
可
能
性
を
憂
慮
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
危
機
的
な
状
況
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
教
育
及
び
出
版
の

分
野
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
活
発
に
事
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
現
状

で
は
、
初
等
・
中
等
教
育
や
慈
善
活
動
が
主
で
、
出
版
事
業
も
不
十
分
な

規
模
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
教
会
の
日
本
社
会
へ
の
影
響
力
は

極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
活
動
が
社
会
的
影
響
力
を
持
つ
た
め
に
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
等
教
育
機
関
を
設
立
し
、
出
版
活
動
を
盛
ん
に
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
、
日
本
で
活
動
し
て
い
る
宣
教
会
や
修
道
会

に
は
、
経
済
的
に
も
人
材
的
に
も
そ
の
余
力
が
な
い
た
め
、
他
に
資
力
と

人
材
の
恵
ま
れ
た
団
体
を
新
し
く
日
本
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　

男
子
修
道
会
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
を
要
請
す
る
の
が
理
想
的
で

あ
ろ
う
。
同
会
の
来
日
に
関
し
て
は
教
会
内
で
も
反
対
意
見
が
存
在
す
る

が
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　

①　

現
在
、
も
し
新
し
い
私
立
学
校
を
設
立
し
て
も
、
一
般
に
学
生
は
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社
会
的
権
威
の
あ
る
卒
業
証
書
を
受
領
で
き
る
官
公
立
学
校
へ
の
入
学
を

選
択
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
を
設
立
し
て
も
生
徒
が

集
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
私
立
で
も
慶
応
義
塾
や
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
同
志
社
の
よ
う
に
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
例
が

存
在
す
る
。
も
し
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
来
日
を
果
た
し
た
時
に
は
、
彼
ら
は

日
本
の
状
況
を
仔
細
に
調
査
し
た
う
え
で
、
適
切
な
学
校
経
営
を
取
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
の
で
、
問
題
は
な
い
。

　

②　

現
在
の
日
本
政
府
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
距
離
を
取
っ
て
い
る
た

め
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
忌
避
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る

が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
異
な
り
、
社
会
秩
序
を
重
ん

じ
る
宗
教
で
あ
り
、
そ
の
点
は
日
本
の
官
憲
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
イ

エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
関
し
て
は
、
特
に
社
会
の
注
目
を
受
け
る
心
配
も
な

い
だ
ろ
う
。

　

③　

在
日
宣
教
師
は
、
総
じ
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
反
対
し
て
い
る

の
で
、
敢
え
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
を
要
請
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
意

見
が
あ
る
が
、
現
在
、
そ
れ
は
宣
教
師
の
共
通
意
見
で
は
な
く
、
幾
人
か

の
宣
教
師
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
必
要
性
を
認
め
て
公
言
さ
え
し
て
い

る
。
た
だ
、
日
々
の
司
牧
に
追
わ
れ
た
宣
教
師
の
多
く
は
、
現
状
を
直
視

し
て
、
宣
教
事
業
の
問
題
点
に
気
付
く
余
𥙿
が
な
く
、
ま
た
大
都
市
に
居

住
し
な
い
宣
教
師
の
場
合
、
こ
の
国
の
知
的
活
動
の
盛
ん
な
状
況
を
知

り
、
そ
れ
に
対
す
る
教
会
の
無
力
を
自
覚
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
い
の

で
あ
る
。

　

④　

イ
エ
ズ
ス
会
が
来
日
し
て
、
教
育
や
出
版
事
業
を
開
始
す
る
と
、

既
存
の
教
会
事
業
は
、
彼
ら
の
事
業
に
圧
倒
さ
れ
て
否
定
的
な
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
来
日
は
望
ま
し
く
は
な
い
と
い
う
意

見
が
あ
る
。
し
か
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
高
等
教
育

事
業
は
、
在
来
の
教
会
に
よ
る
教
育
事
業
と
は
競
合
し
な
い
し
、
ま
た
、

今
後
、
同
会
の
事
業
が
も
た
ら
す
名
声
は
、
他
の
教
会
事
業
に
も
好
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
貧
困
で
、
無
教
養

と
い
う
評
価
の
あ
る
日
本
社
会
で
は
、
上
流
・
知
識
階
級
が
教
会
に
近
づ

こ
う
と
し
な
い
だ
け
に
、
新
た
に
高
等
教
育
を
行
う
修
道
会
の
来
日
は
大

変
望
ま
し
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
の
中
等
教
育
も
一
部
の
都
市
で
し
か

行
わ
れ
て
い
な
い
現
在
、
新
た
に
中
等
学
校
も
各
地
に
設
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
け
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
は
必
要
で
あ
る
。

　

⑤　

も
し
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
教
育
と
出
版
事
業
の
た
め
に
日
本
に
招
致

し
て
も
、
将
来
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
教
会
を
持
ち
、
我
々
と
は
異
な
っ

た
方
式
で
司
牧
を
行
う
こ
と
を
望
む
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
恐
ら

く
、
こ
の
危
惧
が
宣
教
会
内
部
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
反
対
が
唱
え
ら

れ
る
最
大
の
理
由
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
が
多
く

の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
上
流
階
級
の
貴
顕
紳
士
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
に
何
の
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
社
会
の
こ
の
階
級
は
、

貧
民
の
集
会
す
る
我
々
の
教
会
に
は
新
規
に
招
き
寄
せ
る
こ
と
が
難
し
い
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だ
け
に
、
む
し
ろ
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
他
の
修
道
会
と
の
競
合
が
教

会
内
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
過
去
の
史
実
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
共
生

を
試
み
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
不
都
合
も
生
じ
る
だ

ろ
う
が
、
利
点
は
不
都
合
を
更
に
上
回
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

⑥　

日
本
人
は
、
知
的
好
奇
心
の
強
い
国
民
で
あ
り
、
我
々
だ
け
で
は

彼
ら
を
十
分
に
導
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
学
術
方
面
に
実
績
の

あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
に
は
可
能
だ
ろ
う）
23
（

。
同
会
は
、
日
本
近
辺
の
上
海
に
滞

在
し
て
お
り
、
そ
こ
の
会
員
は
中
国
語
の
知
識
を
既
に
身
に
つ
け
て
い

る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
招
致
は
、
同
会
の
力
量
ゆ
え
に
我
々
の
中
で
危

惧
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
他
に
来
日
が
可
能
な
団
体
も
稀
で
あ
る
現
状
で

は
、
日
本
で
の
活
動
を
従
来
望
ん
で
い
る
同
会
を
招
致
す
る
こ
と
に
躊
躇

す
る
理
由
は
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
大
司
教
区
の
副
司
教
の
手
に
な
る
こ
の
意
見
書
は
、
当

時
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
間
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
是
非
に

関
し
て
意
見
の
対
立
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
部
で
は
教
会
の
発
展
の
た
め

に
イ
エ
ズ
ス
会
の
招
致
が
不
可
欠
と
す
る
意
見
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
宣
教
会
内
部
で
根
強
い
反
対
意
見
を
抑
え
る
た

め
に
か
、
教
育
と
出
版
活
動
の
両
者
の
事
業
に
限
定
す
る
こ
と
を
前
提
に
イ
エ

ズ
ス
会
を
招
致
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
同
会
へ
宣
教
地
を

移
譲
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
報
告
書
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
独
占
的
司
牧
体
制
は
、
二
十
世

紀
初
頭
に
日
本
人
信
者
の
一
部
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
こ
で
ヴ
ィ
グ
ル
ー
の
示
し
た
自
己
認
識
は
、
以
後
に
日
本
人
信
者
か
ら
同
宣

教
会
に
向
け
ら
れ
る
批
判
を
先
取
り
し
て
い
た
観
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ヴ
ィ
グ
ル
ー
の
意
見
書
が
作
成
さ
れ
た
後
、
パ
リ
外
国
宣
教
会

か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
向
け
て
積
極
的
な
働
き
か
け
が
行
わ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
で
の
活
動
再
開
に
向
け
て
意
欲
を
抱
い
て

い
る
こ
と
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
内
で
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず）

24
（

、
イ
エ

ズ
ス
会
を
招
致
す
る
動
き
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
事
情
に
は
、
恐
ら
く
宣
教
師
間

で
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
来
日
要
請
に
関
し
、
意
見
の
統
一
を
図
る
こ
と
が
不
可
能

だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

世
紀
転
換
期
に
な
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
単
独
司
牧
体
制
が
限
界
に
達

し
て
い
る
こ
と
は
外
部
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

の
駐
日
全
権
公
使
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ル
マ
ン
（Jules H

arm
and

）
は
、
一
八
九

九
年
の
本
省
宛
て
外
交
報
告
で
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
司
牧
に
は
無

理
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
別
に
ド
ミ
ニ
コ
会
や
イ
エ
ズ
ス
会
な

ど
の
修
道
会
を
日
本
に
派
遣
し
て
、
管
轄
地
域
を
一
部
移
譲
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
書
い
て
い
る）
25
（

。
彼
が
、
新
た
な
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
会
の
来
日
を
望
ん
で

い
る
の
は
、
当
時
の
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
と
っ
て
、
海
外
で
活
動
す
る
フ

ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
、
海
外
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
の
維
持
・
拡
大
に

貢
献
す
る
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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３　

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
来
日
前
夜
の
動
向

　

イ
エ
ズ
ス
会
が
来
日
に
向
け
て
再
び
本
格
的
に
動
き
始
め
た
の
は
、
二
十
世

紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
上
海
に
滞
在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス

会
士
の
東
洋
学
者
ヨ
ゼ
フ
・
ダ
ー
ル
マ
ン
（Joseph D

ahlm
ann

）
は
、
一
九

〇
三
年
十
一
月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
日
本
に
滞
在
し
た
が
、
彼
は
、
十
二
月
三

日
（
日
本
の
守
護
聖
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
祝
日
）
に
、
京
都
か

ら
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に
宛
て
て
日
本
の
教
会
の
現
状
に
関
す
る
考
察

を
記
し
た
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
報
告
で
、
知
識
活
動
が
盛
ん
な
日

本
で
は
、
知
識
階
級
に
向
け
た
宣
教
が
将
来
の
教
会
の
発
展
の
た
め
に
重
要
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
の
た
め
、
日
本
の
宣
教
活
動
に
日
本
社
会
で
多
大
な
文

化
的
影
響
力
を
も
つ
ド
イ
ツ
の
宣
教
師
が
加
わ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
意

見
を
述
べ
て
い
る）

26
（

。

　

ダ
ー
ル
マ
ン
の
来
日
目
的
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
を
視
察

し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
の
可
能
性
を
実
地
に
検
分
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の

だ
ろ
う）
27
（

。
一
九
〇
五
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
彼
は
、
日
本
の
教
会
に
関
す

る
覚
書
を
教
皇
庁
の
国
務
長
官
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
（Rafael 

M
erry del V

al

）
に
提
出
し
、
七
月
三
日
、
教
皇
ピ
ウ
ス
十
世
に
謁
見
を
果
た

し
た
際
、
彼
は
教
皇
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
で
の
活
動
の
再
開
を
期
待
す
る

言
葉
を
賜
っ
て
い
る）
28
（

。

　

こ
の
ダ
ー
ル
マ
ン
の
日
本
訪
問
が
行
わ
れ
た
頃
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
を

待
望
す
る
声
が
様
々
な
教
会
関
係
者
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
テ
オ
ド
ー

ル
・
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣

教
師
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
、
シ
ト
ー
会
の
修
道
士
エ
ル
ネ
・
シ
ェ
ギ

（Ernõ Szeghy

）
ら
の
動
向
で
あ
る）
29
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
関
し
て
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
、
鹿
児
島
在
住
の

エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ゲ
ー
（Em

ile Raguet

）
と
久
留
米
在
住
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ソ
ー

レ
（M

ichel Sauret

）
の
二
人
の
長
崎
教
区
の
神
父
が
そ
れ
ぞ
れ
イ
エ
ズ
ス
会

に
宛
て
た
個
人
書
簡
の
中
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
期
待
し
て
い
る
文
章
が

存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
両
書
簡
と
も
そ
れ
ぞ
れ
九
州
地
方

の
教
会
建
設
に
際
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
付
金
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
両
人

の
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
を
期
待
す
る
言
葉
が
社
交
辞
令
の
域
を
超
え
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い）

30
（

。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
当
時
の

長
崎
教
区
の
宣
教
師
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
将
来
の
来
日
を
歓
迎
す
る
者
が
す
で
に

複
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
前
夜
の
動
向
の
一
つ
に
、
シ

ト
ー
会
の
エ
ル
ネ
・
シ
ェ
ギ
（
駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
大
使
の

一
家
の
家
庭
教
師
を
務
め
て
い
た
）
が
、
教
皇
庁
に
赴
い
た
折
に
イ
エ
ズ
ス
会
の

来
日
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
〇
四
年
頃

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
エ
ル
ネ
・
シ
ェ
ギ
の
後
年
の
回
想
に
よ
る
と
、
当
時

の
布
教
聖
省
長
官
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
マ
リ
ア
・
ゴ
ッ
テ
ィ
（Girolam

o M
aria 

Gotti

）
に
日
本
の
教
会
の
陥
っ
て
い
る
沈
滞
状
況
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
長
官
は

そ
の
事
情
を
把
握
済
み
で
あ
る
と
答
え
、
彼
は
そ
の
時
の
会
話
を
通
し
て
、
教
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皇
庁
が
す
で
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
派
遣
を
検
討
し
て
い
る
と
の
感
触
を
え
た

と
い
う）
31
（

。

　

た
だ
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
が
実
現
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
最
も
重
き
を
な

し
た
の
は
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
の
活
動
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
何
故
な
ら
、
彼
ら
日
本
人
信
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
な
け
れ
ば
、
ダ
ー

ル
マ
ン
の
来
日
も
あ
り
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
場
合
、
イ
エ
ズ
ス
会

の
再
来
日
の
実
現
も
実
際
の
経
過
と
は
異
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

長
崎
教
区
の
日
本
人
信
者
は
、
上
海
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
接
触
す
る
の
み
な

ら
ず
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
を
批
判
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日

を
求
め
る
文
書
を
各
所
に
送
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
具
申
は
、
他
な
ら
ぬ

現
地
の
教
会
関
係
者
の
提
言
で
あ
る
だ
け
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
や
教
皇
庁
の

政
策
決
定
に
お
い
て
も
参
考
に
付
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
章
で
、
二
十
世
紀
初
頭
の
長
崎
教
区
に
お
け
る
こ
れ
ら
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

者
の
動
向
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

二　

長
崎
教
区
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
と
そ
の
教
会
改
革
の
志

向

　

カ
ト
リ
ッ
ク
再
宣
教
の
開
始
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
大
多
数
を
占
め
て

い
た
長
崎
教
区
で
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る

単
独
司
牧
の
体
制
を
問
題
視
す
る
日
本
人
信
者
の
声
が
表
面
化
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
同
教
区
の
一
部
の
日
本
人
司
祭
や
信
徒
ら
は
、
パ
リ
外
国
宣
教

会
に
よ
る
宣
教
活
動
が
近
代
化
の
進
む
日
本
の
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
旧
態
依
然

の
も
の
と
み
な
し
、
宣
教
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
な
ど
の

有
力
修
道
会
の
来
日
に
望
み
を
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

長
崎
教
区
で
教
会
改
革
を
目
指
し
た
信
者
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
平
山
牧
民

（
要
五
郎
、
一
八
五
九―

一
九
一
八
）
は
、
長
崎
県
五
島
地
方
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
家
系
の
出
身
者
で
、
長
崎
の
神
学
校
で
学
ん
だ
後
、
一
八
八
九
年
二
月
に

司
祭
に
叙
階
し
た
人
物
で
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
、
佐
賀
の
小
教
区）
32
（

を
担
当
し

て
い
た
平
山
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
独
占
的
司
牧
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
長

崎
教
区
の
他
の
二
人
の
日
本
人
司
祭
と
と
も
に
、「
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
運
動

を
計
画
、
両
者
の
競
合
司
牧
に
よ
り
現
状
の
改
善
を
意
図
し
て
、
当
時
上
海
に

来
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
会
員
に
会
い
に
行
く
と
と
も
に
、
ロ
ー
マ
に
対
し
現
状

の
告
訴
と
イ
エ
ズ
ス
会
を
長
崎
教
区
に
誘
致
す
る
請
願
書
を
送
っ
た）
33
（

」。
し
か

し
、
教
会
体
制
の
刷
新
を
願
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
実
現
に
向
け
て
働

き
か
け
た
日
本
人
司
祭
の
行
動
は
、
当
時
の
長
崎
司
教
ク
ー
ザ
ン
の
強
い
反
発

を
買
い
、
彼
ら
日
本
人
司
祭
は
司
祭
職
か
ら
放
逐
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
内
の
司
祭
の
一
人
は
後
に
教
会
と
和
解
し
た
が）
34
（

、
平
山
と
も
う
一
人
の

司
祭
は
、生
涯
、教
会
に
戻
る
機
会
が
な
く
、一
九
一
八
年
に
平
山
が
亡
く
な
っ

た
時
、
神
父
の
立
ち
会
い
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
元
の
信
者

の
間
で
は
そ
の
悲
劇
的
生
涯
が
忘
れ
さ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
の
働
き
か

け
に
よ
っ
て
平
山
が
長
崎
大
司
教
か
ら
特
赦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
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彼
の
死
後
、
半
世
紀
を
経
た
一
九
七
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
教
会
内
の
不
祥
事

と
し
て
長
ら
く
表
沙
汰
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
平
山
の
活
動
も
、
佐
賀
教

会
が
一
九
八
四
年
に
出
版
し
た
『
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
』
で
公
に
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。

　

平
山
と
彼
の
同
志
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
誘
致
計
画
を
い
つ
頃
か
ら
抱
き
始

め
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
彼
ら
が
無
思
慮
に
こ
の
よ
う
な
司
祭
の
裁
量

を
超
え
る
挙
に
出
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
恐
ら
く
相
応
の
期
間
、
教
区
内

で
上
長
に
進
言
す
る
な
り
一
定
の
改
革
の
努
力
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

内
部
か
ら
の
変
革
が
不
可
能
と
悟
っ
た
末
に
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
行
動
に
踏
み

切
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　

先
に
確
認
し
た
通
り
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
一
部
で
は
、
十

九
世
紀
末
よ
り
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
必
要
と
す
る
意
見
も
唱
え
ら
れ
て
い

た
。
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
ら
が
、
そ
の
事
実
を
承
知
し
て
い
た
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
眼
に
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
イ
エ
ズ

ス
会
の
招
致
に
熱
心
で
あ
る
と
み
え
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
当
時
、
彼
ら
日
本
人
司
祭
が
、
自
分
た
ち
の
司
教
を
批
判
し
て
ま
で

も
、
あ
え
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
に
向
け
て
捨
て
身
の
活
動
を
行
っ
た
背
景
の

一
つ
に
は
、
近
代
化
の
進
む
日
本
で
道
徳
が
退
廃
し
て
い
く
こ
と
へ
の
彼
ら
の

憂
慮
が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
平
山
は
、
一
九
〇
二
年
、
佐
賀
教
会
の

信
者
を
前
に
「
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
」
と
い
う
講
話
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

こ
で
彼
は
、
日
本
の
「
物
質
的
文
明
の
進
歩
は
、
開
国
以
来
未
曾
有
な
る
に
も

係
わ
ら
ず
、
道
徳
界
の
状
態
は
い
か
ん
、
遅
々
と
し
て
進
歩
せ
ざ
る
の
み
か
、

却
っ
て
退
歩
の
形
勢
な
り
」と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、日
本
人
カ
ト
リ
ッ

ク
者
と
し
て
そ
の
状
態
を
座
視
す
る
に
忍
び
な
い
と
い
う
彼
の
危
機
感
を
物
語

る
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
ま
た
彼
が
、「
今
日
我
邦
の
人
が
物
質
的
文
明
に
の

み
走
れ
る
の
は
、
他
日
大
い
に
霊
性
的
文
明
界
に
跳
渉
ら
ん
と
て
、
退
き
身
が

ま
え
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
い
う
考
え
を
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
将
来
の
日
本
に
お
け
る
宣
教
の
成
功
に
大
き
な
期
待
を
掛
け
て
い
た）

35
（

。
カ

ト
リ
ッ
ク
司
祭
と
し
て
退
廃
状
態
に
陥
っ
て
い
る
日
本
を
救
う
に
は
カ
ト
リ
ッ

ク
教
化
以
外
に
道
は
な
い
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
い
た
だ
け
に
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
隆
盛
と
比
較
し
て
大
き
く
後
塵
を
拝

し
、
宣
教
活
動
を
行
う
体
制
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
な
い
実
情
を
許
し
が
た

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

平
山
は
、
一
九
〇
二
年
に
行
わ
れ
た
上
海
訪
問
で
、
同
地
の
イ
エ
ズ
ス
会
士

と
接
触
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
希
望
す
る
旨
を
伝
え
て
い
た
が
、
こ
の
よ

う
な
行
動
は
間
も
な
く
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り）
36
（

、
翌
年
七

月
、
彼
は
聖
職
活
動
の
停
止
処
分
を
受
け
て
い
た）

37
（

。
し
か
し
、
平
山
の
積
極
的

な
活
動
は
功
を
奏
し
、
一
九
〇
三
年
末
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
ダ
ー
ル
マ
ン
神
父

の
日
本
訪
問
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
日
中
、
ダ
ー
ル
マ
ン
は
日
本

の
教
会
で
客
人
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
が）
38
（

、
そ
の
訪
日
が
平
山
の
上
海
訪
問
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ク
ー
ザ
ン
司
教
は
承
知
し
て
お
り
、
当
時
の
彼
の

書
簡
に
は
、
来
日
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
平
山
の
行
状
を
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
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神
父
か
ら
知
ら
さ
れ
た
時
、「
驚
い
て
少
し
困
惑
し
た
」
様
子
で
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る）
39
（

。

　

平
山
ら
は
、
一
九
〇
二
年
の
上
海
訪
問
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
の
動
き
が

み
え
な
い
こ
と
に
失
望
し
た
の
か
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
す
る
教
会
の
現

状
を
批
判
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
必
要
性
を
訴
え
る
意
見
書
を
、
教
皇

庁
を
含
め
、
国
内
外
の
教
会
関
係
者
に
送
る
と
い
う
行
動
を
取
る
に
至
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
は
、
当
然
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
反
発
を
呼
ん
だ

よ
う
で
あ
り
、
二
回
に
渡
っ
て
嘆
願
書
を
受
け
取
っ
た
オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教

は
、
一
度
目
に
は
ク
ー
ザ
ン
に
手
紙
を
宛
て
て
彼
ら
の
た
め
に
祈
る
よ
う
に
願

う
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
二
度
目
に
受
け
取
っ
た
時
に
は
、
送
付
し
て

き
た
日
本
人
信
者
に
向
け
て
、
司
教
に
服
す
る
こ
と
こ
そ
信
者
の
務
め
で
あ
る

と
た
し
な
め
る
返
事
を
送
っ
た
と
い
う）

40
（

。

　

ダ
ー
ル
マ
ン
が
日
本
に
訪
問
し
て
い
た
時
期
に
、
平
山
は
、
教
会
改
革
の
必

要
を
唱
え
た
「
具
申
書
」
を
東
京
大
司
教
や
各
地
の
司
教
に
送
る
と
い
う
行
動

に
出
て
い
た
が
、
こ
れ
は
彼
の
最
後
の
教
会
関
係
者
へ
向
け
た
訴
え
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
平
山
は
、
こ
の
「
具
申
書
」
を
、
滞
日
時
の
ダ
ー
ル
マ
ン
の
イ

エ
ズ
ス
会
本
部
宛
て
の
報
告
書
と
同
様
に
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
三
日
（
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
祝
日
の
日
）
に
執
筆
し
て
い
る
。
既
に
教
会
当
局
か
ら

処
分
を
受
け
て
い
た
平
山
は
、
聖
職
か
ら
追
放
さ
れ
る
覚
悟
の
上
で
こ
の
行
動

を
取
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

平
山
の
「
具
申
書
」
は
、
翌
年
の
六
月
頃
、
長
崎
地
方
の
信
徒
の
手
に
よ
っ

て
教
皇
庁
へ
送
付
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
一
九
〇
三
年
末
か
ら
翌

年
の
初
頭
に
か
け
て
の
間
に
、
平
山
は
長
崎
教
区
で
破
門
か
そ
れ
に
近
い
処
分

を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
信
徒
に
よ
る
教
皇
庁
へ
の
直
訴
行
為

は
、
平
山
の
考
え
を
支
持
す
る
彼
ら
が
、
平
山
の
活
動
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
事

態
を
確
認
し
た
後
に
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
平
山
の
作
成
し
た
「
具
申
書
」
と
、
長
崎
教
区
の
信
徒
ら
が
こ
の
「
具

申
書
」
を
教
皇
庁
に
送
付
す
る
際
に
添
付
し
た
「
謹
奏
書
」（
一
九
〇
四
年
六
月

十
日
付
）
は
、
現
在
、
布
教
聖
省
の
文
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る）
41
（

。
長
崎
地
方

の
日
本
人
信
者
の
訴
え
が
、
当
時
、
日
本
国
外
で
ど
れ
だ
け
関
心
を
集
め
て
い

た
の
か
わ
か
ら
な
い
が）

42
（

、
こ
れ
ら
の
文
書
が
教
皇
庁
の
許
に
ま
で
届
い
て
い
た

こ
と
は
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
内
容
は
現
在
ま
で

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
史
研
究
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
当
時

の
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
や
信
徒
ら
が
教
会
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
ま
た
そ
の
状
況
の
改
善
を
望
ん
で
い
た
の
か
を
伝
え
る
重
要
な
資
料
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
そ
の
主
張
の
内
容
を
一
通
り
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

平
山
は
、「
具
申
書
」
の
序
文
で
、
司
教
と
自
分
の
関
係
は
、
宗
教
上
、「
君

臣
父
子
」
の
関
係
に
あ
り）
43
（

、「
そ
の
思
う
所
、
そ
の
欲
す
る
所
を
意
に
介
す
る

こ
と
な
く
申
上
る
こ
そ
忠
臣
孝
子
の
本
分
な
ら
ん
か
」
と
断
り
、
パ
リ
外
国
宣

教
会
と
は
別
個
の
修
道
会
の
来
日
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
関
し
て
、
日
本
の

「
宣
教
の
当
局
者
」
た
る
司
教
ら
の
善
処
を
懇
願
し
て
い
る
。
こ
の
序
文
に
続

き
、「
具
申
書
」
の
本
文
は
、「
日
本
の
地
位
」、「
日
本
の
国
民
」、「
日
本
の
形
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勢
」、「
各
宗
の
教
勢
」、「
布
教
の
機
関
」、「
布
教
の
運
動
」、「
世
人
の
信
用
」、

「
信
徒
の
人
物
」、「
布
教
の
方
法
」、「
仏
国
の
事
情
」
の
全
十
条
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

一
条
、
日
本
の
地
位

　

平
山
は
ま
ず
、
東
洋
の
要
衝
を
占
め
る
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の

成
否
は
、
た
だ
日
本
の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
お
け
る
ア
ジ
ア
全
体
の
宣
教
の
成

否
に
関
わ
る
重
要
性
を
も
つ
こ
と
を
確
認
す
る
。

二
条
、
日
本
の
国
民

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
日
本
で
は
、
人
口
比
に
し
て
五
万
人
に
一

人
し
か
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
が
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
黙

視
せ
ざ
る
を
え
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
状
況
は
如
何
と
問
う
て
、
次
の
よ
う

な
強
烈
な
批
判
の
言
葉
を
書
き
連
ね
て
い
る
。

長
崎
教
区
の
教
会
は
霊
父
と
云
わ
ず
、
信
者
と
云
わ
ず
、
上
下
合
い
通
じ

て
腐
敗
せ
り
。
之
を
形
容
し
て
例
立
て
て
云
わ
ん
か
。
新
約
に
立
て
ば
羅

馬
書
第
一
章
二
六
、
二
七
、
コ
リ
ン
ト
書
第
五
章
一
に
於
け
る
醜
態
と
で

も
評
す
べ
き
か
。
旧
約
に
立
て
ば
創
世
記
に
於
け
る
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の

淫
行
と
で
も
云
う
べ
き
か
。
今
や
長
崎
教
区
の
教
会
は
「
瞽ご

女ぜ

が
瞽
女
手

引
き
せ
ば
二
人
な
が
ら
溝
に
落
つ
べ
し
」
と
い
う
あ
わ
れ
な
不
幸
の
境
遇

に
際
し
つ
つ
あ
り
、
豈
憐
れ
む
べ
き
状
態
な
ら
ず
や
。

　

そ
し
て
、
長
崎
地
方
に
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
先
祖
の
教
え
を
守

り
続
け
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
戻
ら
な
い
ま
ま
の
人
々
が
多
数
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
彼
ら
は
先
祖
が
教
え
を
受
け
た
イ
エ
ズ
ス
会
が
再
び
来

日
す
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
再

来
日
を
果
た
せ
ば
、
多
く
の
「
離
れ
」
キ
リ
シ
タ
ン
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
正
す

る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
社
会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
化
の
進
展
、
及
び
、
教
会
内
部
に

お
け
る
腐
敗
の
洗
浄
が
期
待
で
き
る
と
論
を
進
め
て
い
る
。

三
条
、
日
本
の
形
勢

　

第
三
条
で
、
平
山
は
、
ま
ず
、
日
本
が
憲
法
に
よ
り
信
教
の
自
由
が
認
め
ら

れ
て
い
る
先
進
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
教
会
内
に
は
他
の
宣
教

会
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
る
者
が
存
在
す
る

が
、
そ
の
よ
う
な
意
見
は
「
時
勢
観
察
眼
を
失
し
た
る
者
の
言
」
と
批
判
を
加

え
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
中
に
こ
の
よ
う

な
考
え
を
持
つ
も
の
が
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
批
判
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
彼
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
が
合
同
し
て
行
っ

た
二
十
世
紀
大
挙
伝
道
を
取
り
上
げ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
の
宣
教
に
対

す
る
熱
意
を
指
摘
し
、
各
派
に
分
裂
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
す
ら
、
こ
の
よ

う
な
協
力
体
制
が
可
能
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
裂
の
存
在
し
な
い
カ
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ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
、
他
会
派
が
来
日
し
て
宣
教
に
協
力
す
る
こ
と
を
拒

む
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
訴
え
る
。

　

続
い
て
、平
山
は
、当
時
、キ
リ
ス
ト
教
青
年
運
動
の
世
界
的
指
導
者
で
あ
っ

た
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
（John R. M

ott

）
が
一
九
〇
〇
年
に
来

日
し
た
際
、
彼
が
東
洋
の
伝
統
的
諸
宗
教
が
衰
え
つ
つ
あ
る
現
在
こ
そ
が
キ
リ

ス
ト
教
の
宣
教
に
お
い
て
最
適
の
時
期
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
そ
の
発
言
を
至

言
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
モ
ッ
ト
が
、「
宣
教
師
を
派
遣
す
る
に
は

無
能
な
る
多
く
の
人
を
送
ら
む
よ
り
は
二
三
の
非
凡
な
る
人
物
を
選
み
て
送
る

を
可
と
す
る
」と
い
う
意
見
を
述
べ
た
こ
と
に
共
感
を
示
し
、日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
も「
非
凡
な
る
」イ
エ
ズ
ス
会
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
是
と
し
て
い
る
。

四
条
、
各
宗
の
教
勢

　

第
四
条
で
、
平
山
は
、
一
九
〇
二
年
度
の
各
キ
リ
ス
ト
教
派
の
教
勢
の
現
状

を
取
り
上
げ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
数
（
五
万
七
一
九
五
）
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
諸
派（
五
万
五
一
二
）、正
教（
二
万
七
二
四
五
）の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
い
る
。

信
者
総
数
か
ら
み
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
そ
れ
が
最
も
多
い
が
、
そ
の
内
実
は

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
孫
（
約
三
万
三
千
）
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
た
め
、

新
た
に
獲
得
し
た
信
者
の
数
（
二
万
四
千
）
の
み
を
比
較
す
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
そ
れ
が
最
も
少
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
が
低
調
な
原
因
を
、「
教
役
者
と
い

い
、
布
教
費
と
云
い
、
万
事
が
整
備
せ
ざ
る
」
こ
と
に
求
め
、
新
し
く
他
の
修

道
会
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
る
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

五
条
、
布
教
の
機
関

　

第
五
条
で
、
平
山
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
で
、
宣
教
従
事
者
の
数
や
宣

教
資
金
、
ま
た
教
育
や
慈
善
事
業
の
規
模
に
お
い
て
、
最
も
優
位
に
立
っ
て
い

る
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
教
会
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
こ
の
現

実
を
認
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
彼
は
、「
何
の
社
会
と
い
い
、

何
の
事
業
と
い
い
、
時
運
の
進
歩
に
伴
い
其
の
機
関
も
生
長
発
達
即
ち
拡
張
せ

ら
る
る
こ
そ
通
則
な
る
に
独
り
我
が
公
教
会
の
み
之
に
反
し
て
漸
々
退
歩
し
つ

つ
あ
り
」
と
慨
嘆
し
て
い
る
。

　

平
山
は
、
長
崎
教
区
に
お
け
る
神
学
校
教
育
が
旧
弊
で
問
題
点
が
多
く
、
同

校
の
神
学
生
が
改
革
を
願
っ
て
も
司
教
に
聞
き
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
こ
の
神
学
校
が
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
発
見
」
者
と
し

て
名
高
い
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
プ
チ
ジ
ャ
ン
（Bernard Petitjean

）
前
司
教
の
遺

産
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、「
ク
ー
ザ
ン
司
教
た
る
も
の

故
プ
チ
ジ
ア
ン
司
教
に
対
し
て
何
の
面
目
か
あ
ら
ん
」
と
批
判
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
長
崎
の
学
校
が
、「
大
神
学
校
」
で
あ
る
の
は
名
ば
か
り
で
、
且
つ
、

長
崎
、
仙
台
、
東
京
の
各
神
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
が
併
せ
て
四
十
七
名
し
か

い
な
い
現
状
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
途
に
と
っ
て
大
変
心
細
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
る
。

　

そ
し
て
、
彼
は
、
一
般
の
学
校
に
関
し
て
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
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は
、
学
校
を
「
全
国
至
る
所
、
枢
要
の
地
」
に
設
け
て
、
そ
れ
ら
の
学
校
出
身

者
が
各
地
の
中
学
校
に
赴
任
し
て
教
え
て
い
る
た
め
、
た
と
え
そ
の
教
師
が
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
で
な
く
と
も
、
生
徒
は
自
然
に
「
新
教
的
臭
味
」
に
染

ま
っ
て
し
ま
う
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
優
位
を
指
摘
す
る
。

　

次
に
、
平
山
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
、
資
産
家
、
実
業
家
、
政
治
家
、

学
者
、
官
吏
な
ど
「
中
等
以
上
の
人
」
が
多
い
の
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
、
世
間
一
般
で
は
「
島
人
山
人
無
学
文
盲
多
く
は
田
野
生
の
愚
夫
愚
婦
の
信

徒
の
み
」
と
思
わ
れ
て
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
宣
教
成
果
と
大
き
な
差
が
生
ま
れ
る
の
も
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
宣
教
当
事
者
が
宣
教
方
法
の
あ
り
方
を
十
分
に
反
省
し
な
い
か
ら
で

あ
る
と
批
判
す
る
。

　

平
山
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
声
』
の
記
事
を
引
き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

信
者
の
献
金
総
額
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
そ
れ
に
比
べ
て
相
当
劣
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る）

44
（

。
こ
の
『
声
』
の
社
説
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
献
金
額
の
少

な
さ
を
信
徒
の
不
熱
心
に
帰
し
て
い
る
が
、
平
山
は
、
む
し
ろ
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
信
者
は
資
産
家
の
社
会
的
有
力
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
自
然
に
多
額
の
献
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
可
能
な
の

で
あ
る
と
指
摘
し
、「
声
誌
の
観
察
こ
こ
に
至
ら
ざ
る
を
惜
し
む
」
と
い
う
意

見
を
付
け
加
え
る
。

六
条
、
布
教
の
運
動

　

第
六
条
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
二
十
世
紀
大
挙
伝
道
な
ど
多
額
の
活

動
資
金
を
投
じ
て
時
勢
に
応
じ
た
活
発
な
宣
教
活
動
を
行
い
、
活
動
地
域
を
拡

げ
て
、
信
者
数
も
増
や
し
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
は
、

「
年
々
布
教
費
を
削
減
し
、
時
運
の
進
歩
社
会
の
発
達
と
伴
わ
ず
」
と
慨
嘆
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

七
条
、
世
人
の
信
用

　

第
七
条
で
、
平
山
は
、
世
間
一
般
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

と
ほ
ぼ
同
義
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

が
、「
社
会
の
時
運
に
伴
わ
な
ざ
る
を
以
て
社
会
外
の
も
の
」
と
み
な
さ
れ
、

歯
牙
に
か
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
彼
は
、
世
間
の
カ
ト
リ
ッ

ク
観
の
一
例
と
し
て
、「
天
主
教
は
陰
れ
て
世
に
陽
れ
ざ
る
を
以
て
社
会
に
知

る
者
少
な
し
」
と
い
う
故
星
亨
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。

八
条
、
信
徒
の
人
物

　

第
八
条
で
、
平
山
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
は
、
教
育
事
業
や
、
実
業

界
、
政
界
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
は

村
長
を
つ
と
め
る
人
さ
え
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
嘆
じ
て
い
る
。
教
育
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
青
年
層
に
影
響
力
を
も
つ
が
ゆ

え
に
、
そ
の
前
途
は
明
る
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
、
将
来
に
お
け
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る
成
功
が
、
現
在
の
青
年
層
の
獲
得
に
掛
か
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
日
本
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、「
教
育
的
布
教
を
以
っ
て
基
督
教
社
会
に
冠
た
る
」
イ
エ

ズ
ス
会
を
呼
ぶ
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

九
条
、
布
教
の
方
法

　

第
九
条
で
、
平
山
は
、
宣
教
方
法
に
は
、
は
じ
め
に
上
流
階
級
の
信
者
を
獲

得
し
て
、
そ
れ
か
ら
下
層
階
級
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
方
法
と
、
逆
に
、
下

層
階
級
へ
の
宣
教
を
最
初
に
行
っ
た
後
に
、
上
流
階
級
へ
向
け
て
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
く
方
法
と
の
二
通
り
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、

「
我
が
邦
の
如
く
忠
君
奉
公
の
念
に
富
み
天
皇
陛
下
を
神
の
子
孫
な
ど
と
信
じ

て
い
る
国
民
」
に
は
、「
上
よ
り
下
へ
宣
伝
す
る
」
宣
教
会
こ
そ
が
必
要
と
な

る
た
め
、
こ
の
方
法
を
活
動
方
針
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
こ
そ
「
日
本
の
国
情
に

適
合
す
る
宣
教
会
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
今
日
の
日
本
人
は
、
奇
よ
り
も

智
を
好
む
が
故
に
「
智
育
的
布
教
を
な
す
宣
教
会
に
あ
ら
ざ
れ
ば
到
底
智
を
好

む
日
本
人
の
意
気
に
投
ず
る
こ
と
能
は
ず
」
と
し
、
多
数
あ
る
修
道
会
の
中
で

も
、
最
も
「
智
育
的
の
方
針
」
を
も
っ
た
宣
教
会
と
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
若

く
も
の
は
な
い
と
す
る
。

十
条
、
仏
国
の
事
情

第
十
条
で
、
平
山
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
共
和
政
政
府
に
よ
っ
て
反
教

権
政
策
が
採
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
会
が
、
今
後
、
日
本
に

宣
教
師
を
派
遣
す
る
上
で
は
支
障
が
う
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
展
望
を
述

べ）
45
（

、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
は
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
で
あ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教

会
が
日
本
で
宣
教
を
行
う
こ
と
は
国
民
感
情
的
に
も
好
ま
し
く
な
く
、「
各
国

人
の
雑
集
せ
る
」
イ
エ
ズ
ス
会
こ
そ
が
、
現
在
の
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の

担
当
者
に
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
平
山
の
「
具
申
書
」
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
教
勢
の
不
振
を
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
活
動
が
近
代
化
を
進
め
る
日
本

の
現
状
に
対
応
し
て
い
な
い
事
情
に
原
因
を
求
め
、
そ
の
閉
塞
状
態
を
打
開
す

る
た
め
に
、
教
育
・
研
究
活
動
を
重
視
し
、
成
員
が
国
籍
を
超
え
て
構
成
さ
れ

て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
必
要
性
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た）
46
（

。
こ
の
よ

う
な
彼
の
意
見
は
、
幕
末
の
再
宣
教
開
始
以
降
、
日
本
の
教
会
体
制
を
築
き
上

げ
て
き
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
営
為
を
強
烈
に
批
判
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

当
時
の
日
本
人
司
祭
が
す
べ
て
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
下
に
育
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
宣
教
活
動
の
不
振
と
教
会
の
堕
落
を
導
い
た
の
が
パ
リ

外
国
宣
教
会
で
あ
る
こ
と
を
指
弾
す
る
平
山
の
主
張
は
、
宣
教
会
の
側
か
ら
す

れ
ば
忘
恩
的
行
為
と
み
な
し
て
も
致
し
方
の
な
い
面
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ク
ー
ザ
ン
長
崎
司
教
は
、
当
時
の
書
簡
で
、
日
本
人
信
者
が
宣
教
師
に
関
し

て
「
行
状
が
ひ
ど
く
、
信
者
を
欺
き
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
中
傷
を
振
り
ま
い
て
い
る
」
存
在
と
み
な
し
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
取
り

上
げ
、
そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
活
動
を
「
虚
言
、
中
傷
、
虚
偽
」
に
満
ち
た
も
の
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で
あ
る
と
非
難
し
て
い
た）
47
（

。
ク
ー
ザ
ン
は
、
無
論
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
個
人
的
敵

意
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
教
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は

イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
を
必
要
と
す
る
と
い
う
考
え
は
、
賛
否
を
別
に
し
て
彼
に

と
っ
て
も
理
解
可
能
な
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る）
48
（

。
た
だ
、
日
本
人
信
者
の
イ

エ
ズ
ス
会
に
対
す
る
期
待
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対
す
る
低
評
価
と
不
可
分
で

あ
り
、
彼
ら
が
長
上
の
立
場
に
あ
る
司
教
に
対
し
て
直
接
的
な
批
判
活
動
を
行

う
以
上
、
ク
ー
ザ
ン
は
彼
ら
の
要
望
を
不
正
な
も
の
と
み
な
し
て
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う）
49
（

。

　

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
長
崎
地
方
の
信
徒
ら
が
、
一
九
〇
四
年
六
月
、
平

山
の
「
具
申
書
」
を
教
皇
庁
に
宛
て
て
送
付
を
試
み
た
の
は
、
平
山
の
意
見
具

申
が
最
終
的
に
成
功
を
み
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
日
本
の
教
会
内
部
か
ら

の
自
己
変
革
が
不
可
能
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
に

平
山
の
「
具
申
書
」
に
添
付
し
て
同
送
さ
れ
た
信
徒
の
手
に
な
る
「
謹
奏
書
」

も
、
平
山
の
主
張
と
同
趣
旨
の
意
見
が
披
瀝
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
、
こ
の
文

書
で
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
活
発
な
宣
教
と
比
較
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
活
動
が
沈
滞
状
況
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、「
日
本
救
霊
上
に
於
い
て
日
本

に
縁
あ
る
会
」
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
訴
え
て
い
る
。

　

ク
ー
ザ
ン
は
、
日
本
人
信
者
ら
の
批
判
活
動
の
責
任
を
平
山
な
ど
の
司
祭
の

み
に
帰
し
て
お
り
、
彼
ら
を
支
持
し
て
い
た
一
般
信
徒
に
関
し
て
は
、
た
だ
こ

れ
ら
の
聖
職
者
の
甘
言
に
釣
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
平
山
が
次
第
に
周
囲
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
彼
を
支
持
し
続

け
る
少
数
の
信
徒
だ
け
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
期
待
し
て
無
益
に
待
ち
疲
れ

て
い
る
状
態
で
あ
る
と
彼
は
書
簡
に
記
し
て
い
る）
50
（

。
し
か
し
、
平
山
が
教
会
か

ら
排
斥
さ
れ
て
か
ら
後
も
、
司
教
や
宣
教
会
を
批
判
す
る
文
書
を
作
成
し
て
い

た
日
本
人
信
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
み
る
な
ら
ば
、
平
山
を
支
持
す
る
日
本
人

信
徒
を
彼
の
扇
動
に
乗
せ
ら
れ
た
だ
け
の
受
動
的
存
在
と
み
な
し
た
ク
ー
ザ
ン

の
観
察
は
皮
相
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
長
崎
の
信
者
の
教
会
改
革
を
目
指
し
た
動
き
が
、
当
時
、
日
本
各
地
の

教
会
関
係
者
の
間
で
ど
れ
だ
け
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら

な
い
。
た
だ
、
後
に
み
る
よ
う
に
（
第
四
章
第
五
節
Ⅱ
）、
東
京
で
発
行
さ
れ
て

い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
声
』に
は
、
平
山
ら
の
教
会
批
判
の
主
張
に
対
し
て
、

批
判
対
象
を
明
示
し
て
は
い
な
い
が
、
反
論
を
加
え
て
い
る
論
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
教
会
が
こ
の
よ
う
な
動
向
の
拡
が
る
こ
と
に
対
し
警
戒
を
し
て
い

た
こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
平
山
の
支
持
者
と
思
わ
れ
る
長
崎
教
区
の
信
徒
ら
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル

教
皇
使
節
の
来
日
時
に
、
日
本
の
教
会
の
改
革
を
訴
え
た
「
請
願
書
」（
一
九

〇
五
年
十
一
月
十
日
付
）
を
作
成
し
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
手
段
で
彼
に
届
け
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
る）

51
（

。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
教
皇
庁
へ
報
告
に
向
う
途
次
に
長

崎
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
彼
ら
の
文
書
を
受
け
取
る
機
会
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
請
願
書
」
は
、
一
九
〇
四
年
に
実
現
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の
来
日
を
評

価
し
、「
教
皇
陛
下
の
大
使
が
今
回
来
朝
せ
ら
れ
し
は
日
本
に
於
け
る
布
教
の
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刷
新
に
就
い
て
も
使
命
の
帯
ぶ
る
処
あ
ら
ん
と
信
ず
」
と
い
う
一
文
が
存
在
す

る
よ
う
に
、
長
崎
地
方
の
一
部
信
徒
が
教
皇
庁
に
よ
る
日
本
宣
教
政
策
の
変
化

に
期
待
を
寄
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
文
書
も
、
過
去
の
長
崎
教
区
の
信
者
の

請
願
書
と
同
様
に
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
勢
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と

比
較
し
て
大
き
く
劣
る
こ
と
を
認
め
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
を
求
め
た
も

の
で
あ
り
、
依
然
、
日
本
人
信
徒
の
間
で
平
山
の
計
画
へ
の
支
持
が
失
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
事
実
、
そ
の
文
面
に
は
、
司
教
が
「
信
徒

を
圧
抑
し
、
安
逸
を
計
り
、
姑
息
の
主
義
を
執
り
、
布
教
に
熱
誠
な
ら
ず
、
而

も
伝
道
宣
教
に
熱
誠
な
る
神
父
の
伝
道
等
は
忽
ち
排
斥
し
、
教
会
内
部
一
致
せ

ず
」
と
い
う
文
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
教
会
当
局
に
よ
る
平
山
神
父
ら
へ
の
処

遇
を
暗
に
批
判
し
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
。

　

こ
の
「
請
願
書
」
の
内
容
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
が
訪
日
後
に
教
皇
庁
へ
提
出
し

た
「
報
告
書
」
に
紹
介
さ
れ
た
た
め
、
長
崎
教
区
の
信
者
の
イ
エ
ズ
ス
会
来
日

に
対
す
る
願
望
が
関
係
者
の
間
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

52
（

。
教
皇
庁
の
国
務

長
官
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
は
、
ゴ
ッ
テ
ィ
布
教
聖
省
長
官
に
宛
て
た
書
簡

（
一
九
〇
六
年
三
月
三
十
日
）
で
、
こ
の
「
請
願
書
」
に
言
及
し
、「「
慎
ん
で
特

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
古
い
時
代
か
ら
私
ど
も
と
関
係
の
あ
る
イ
エ
ズ
ス

会
士
を
私
ど
も
に
お
送
り
く
だ
さ
い
」
と
い
う
何
人
か
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
の
願
い
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
見
を
記
し
て
い

る）
53
（

。

　

二
十
世
紀
初
頭
に
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
や
信
徒
が
作
成
し
た
こ
れ
ら
の

文
書
の
存
在
は
、
同
地
方
の
信
者
の
一
部
の
間
で
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対
す
る

批
判
感
情
が
相
当
根
の
深
い
も
の
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
恐
ら
く
そ
の
彼
ら
の
同
宣
教
会
に
対
す
る
失
望
に
は
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

の
子
孫
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
長
崎
地
方
の
信
者
の
間
に
お
い
て
、
キ
リ
シ

タ
ン
時
代
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
大
き
く
発
展
し
た
歴
史
が
輝
か
し
い
過
去
と

し
て
脳
裏
に
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
関
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
に

は
、
信
仰
を
守
っ
て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
孫
と
し
て
の
誇
り
が
あ
っ
た
だ
け

に
、
再
宣
教
後
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
発
展
が
芳
し
く
な
い
現
実
を
前
に
し

て
、
宣
教
責
任
者
で
あ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
力
量
を
よ
り
深
く
問
わ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
当
時
の
長
崎
地
方
の
日
本
人
信
者
に
と
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
時

代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
隆
盛
の
「
記
憶
」
は
、
直
接
、
先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
再
宣
教
以
降
に
改
め
て
彼
ら
が
「
学
習
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
実
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
日
本
の
宣
教
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
な
ど
遅
れ
て
来
日
し
た
ス
ペ
イ
ン
系
托
鉢
修
道
会
の
活
動
が
、
先
発
の
イ

エ
ズ
ス
会
と
の
間
で
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
な
ど
必
ず
し
も
理
想
通
り
に
行
わ
れ

た
と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、
信
者
に
と
っ
て
は
遠
い
過
去
で
あ
る
だ
け
に
当
時

の
教
会
の
状
態
が
理
想
化
さ
れ
て
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
長
崎
教
区
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
が
強
い
危
機

感
を
抱
い
て
い
た
教
会
の
現
状
に
対
し
、
同
教
区
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教

師
ら
は
、
当
時
、
そ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
を
み
て
も
、
教
会
の
資
金
不
足
や
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
側
の
教
勢
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
劣
勢
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
宣
教
師
が
、
知
識
階
級
や
中
・
上
流
階
級
へ
の
宣
教
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る）
54
（

。

　

平
山
が
、「
具
申
書
」
で
、
長
崎
の
神
学
校
の
現
状
を
旧
態
依
然
と
批
判
し

て
い
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
ク
ー
ザ
ン

長
崎
司
教
も
、
宣
教
会
の
パ
リ
本
部
へ
送
ら
れ
た
一
九
〇
三
年
度
の
『
年
次
報

告
』
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

皆
さ
ん
も
お
気
付
き
の
よ
う
に
、
数
年
前
か
ら
我
ら
の
神
学
校
の
生
徒

の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
我
ら
の
日
本
人
司
祭
の
だ
れ
も

資
産
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
宣
教
会
は
神
学
校
に
滞
在
中
の
神
学
生
の

す
べ
て
の
必
要
を
み
た
し
、
ま
た
、
叙
階
後
も
司
祭
た
ち
の
必
要
を
み
た

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
。
数
多
い
聖
職
者
た
ち
の
生

活
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
我
ら
に
資
産
が
必
要
な
の
だ
が
、
ま
さ

に
そ
れ
が
我
ら
に
欠
け
て
い
る）

55
（

。

　

事
実
、
長
崎
公
教
神
学
校
は
、
一
九
〇
〇
年
度
に
卒
業
生
を
出
し
て
以
降
、

一
九
〇
五
年
ま
で
司
祭
叙
階
者
を
出
し
て
い
な
い）
56
（

。
十
九
世
紀
末
に
、
同
校
の

教
師
を
務
め
て
い
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ル
セ
ル
（A

lfred Roussel

）
は
一
九
〇

〇
年
に
ク
ー
ザ
ン
司
教
に
辞
任
を
申
し
出
て
い
る
が
、
そ
の
手
紙
で
自
分
に
は

そ
の
任
を
負
う
力
量
の
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る）
57
（

。
た
だ
、
ル
セ
ル
は
、
宣
教

会
を
退
会
し
た
後
、
東
京
大
司
教
区
に
移
っ
て
、
同
地
で
パ
リ
外
国
宣
教
会
の

発
行
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
学
術
誌
『
メ
ラ
ン
ジ
ュM

élanges

』
の
編
集
や
、
学

生
向
け
寄
宿
舎
（
育
英
塾
）
の
運
営
事
業
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
は

知
的
活
動
に
関
心
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
辞
任
理
由

は
建
前
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
平
山
の
「
具
申
書
」
の
記

述
内
容
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
期
、
長
崎
の
神
学
校
は
、
資
金
不
足
に

加
え
て
、運
営
面
に
お
い
て
も
混
乱
が
生
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

当
時
の
長
崎
教
区
の
司
祭
で
、
高
等
教
育
の
関
連
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ス
・
フ
ェ
ラ
ン
（Claudius Ferrand

）
も
一
八
九
九
年
に
東
京

大
司
教
区
に
移
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
同
地
で
学
生
向
け
事
業
に
携
わ
っ
て

い
る
が）

58
（

、
こ
れ
ら
ル
セ
ル
と
フ
ェ
ラ
ン
の
二
人
の
司
祭
の
事
例
か
ら
み
て
、
当

時
の
長
崎
教
区
に
は
知
識
人
活
動
に
関
心
を
持
つ
宣
教
師
の
希
望
を
も
受
け
い

れ
る
環
境
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

世
紀
転
換
期
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
新
動
向―

日
本

人
司
祭
前
田
長
太
と
そ
の
知
識
人
活
動
を
中
心
に

　

前
章
で
わ
れ
わ
れ
は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

者
の
間
で
教
会
の
変
革
へ
の
期
待
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
東
京
大

司
教
区
に
お
い
て
も
世
紀
転
換
期
に
は
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
。
た

だ
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
活
動
を
計
画
し
て
、
教
会
関
係
者
へ
の
直
訴
行
為
に
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ま
で
及
ん
だ
長
崎
教
区
の
神
父
や
信
者
と
は
異
な
り
、
東
京
大
司
教
区
の
日
本

人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
は
、
一
部
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
と
協
力
し
な
が
ら
、
様
々

な
知
識
人
活
動
の
試
み
に
着
手
し
つ
つ
、
時
代
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
両
司
教
区
に
お
け
る
状
況
の
相
違）

59
（

の
背
景
に
は
、
多
数
の
信
徒
の
司
牧
が

中
心
的
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
長
崎
教
区
と
は
異
な
り
、
東
京
大
司
教
区
で

は
、
新
信
者
の
獲
得
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
教
会
は
時
代
の
波
に
直
面
し
な
が

ら
新
し
い
試
み
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
も
っ
と

も
、
東
京
大
司
教
区
に
お
い
て
も
、
日
本
人
信
者
の
「
改
革
」
志
向
は
、
必
ず

し
も
当
時
の
宣
教
師
の
間
で
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。

　

本
章
で
は
、
以
下
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
新
動
向
を

日
本
人
神
父
の
前
田
長
太
に
焦
点
を
合
せ
て
論
じ
る
が
、
新
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌

の
刊
行
、
青
年
会
運
動
の
育
成
な
ど
そ
れ
ら
の
動
き
は
彼
を
中
心
の
一
つ
に
し

て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
は
日
本
人
信

者
の
孤
立
し
た
営
み
で
は
な
く
、
彼
と
志
向
を
共
有
す
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の

宣
教
師
と
の
協
働
の
上
で
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
、
日
本
人
の
若
手
カ

ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
る
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
も
存
在
し
て
い

た
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
「
進
歩
」
的
な
考
え
方
を
も
つ
宣
教
師
は
、
当
時

少
数
派
で
あ
っ
た
。
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
潮
流
は
一

九
〇
〇
年
代
後
半
に
挫
折
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
活
動
が

宣
教
会
の
主
流
と
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
本
章

で
は
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
状
況
を
確
認
し
、
次
に
日
本

人
神
父
の
前
田
と
そ
の
協
力
者
ら
の
活
動
を
見
て
い
こ
う
。

１　

二
十
世
紀
初
頭
の
東
京
大
司
教
区
の
状
況

　

二
十
世
紀
初
頭
、
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民
や
一
部
信
徒
ら
は
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
劣
勢
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
活
発
な
活
動
と
比
較
し
て
、

教
育
活
動
や
知
識
人
に
対
す
る
働
き
か
け
の
弱
さ
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、
中
・

上
流
階
級
を
主
要
対
象
に
し
た
宣
教
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
一
方
、
東

京
大
司
教
区
で
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
や
日
本
人
信
者
は
、
既
に
十
九
世
紀
末

よ
り
こ
の
よ
う
な
活
動
の
必
要
性
を
認
識
し
て
、
様
々
な
試
み
の
実
行
に
移
っ

て
い
た
。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
定
期
刊
行
物
の
出
版
事
業
は
、一
八
八
〇
年
に『
公

教
万
報
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
以
来
、
様
々
の
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
き

た
が
、
短
命
に
終
わ
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
、
発
行
部
数
も
少
な
い
た
め
、
教

会
外
へ
の
十
分
な
影
響
力
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
は
、
教
会
関
係
者
に
も
認
め

ら
れ
て
い
た）

60
（

。
た
だ
、
そ
の
中
で
も
、
一
八
九
一
年
に
京
都
で
発
刊
さ
れ
た

『
声
』
が
、
例
外
的
に
長
命
を
保
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。
こ
の『
声
』は
、

一
八
九
九
年
に
東
京
大
司
教
区
に
移
管
さ
れ
た
後
、
ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ

（Clém
ent Lem

oine

）神
父
の
経
営
す
る
書
店
の
三
才
社
か
ら
発
行
が
行
わ
れ
、

そ
れ
以
降
、
こ
の
雑
誌
は
発
行
責
任
者
の
変
更
や
一
時
の
休
刊
を
経
な
が
ら

も
、
教
会
の
機
関
雑
誌
と
し
て
長
ら
く
刊
行
（
二
〇
〇
二
年
に
廃
刊
）
さ
れ
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た）
61
（

。

　

二
十
世
紀
初
頭
、『
声
』
は
、
主
筆
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
も
と
に
数
人
の
日
本

人
伝
道
士
が
集
ま
っ
て
、
編
集
が
行
わ
れ
て
い
た）
62
（

。
日
露
戦
争
前
の
時
期
の
同

誌
の
記
事
で
は
、
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民）
63
（

の
現
状
認
識
と
同
様
に
、
日
本
を
近

代
化
し
た
国
と
認
め
て
教
育
手
段
に
拠
っ
た
宣
教
方
法
を
と
る
べ
き
こ
と
が
主

張
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
一
九
〇
三
年
の
あ
る
文
章
で
は
、「
吾
徒
は
信
ず
、

我
が
国
伝
道
の
方
法
は
宜
し
く
注
入
的
な
ら
ず
し
て
、
開
発
的
、
啓
導
的
な
ら

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
、
少
な
く
と
も
未
開
半
開
の
国
々
に
比
し
て
こ
の
方
法
の

必
要
更
に
数
倍
な
る
べ
き
を
」
と
い
う
意
見
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る）

64
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
招
致
に
応
え
て
来
日
し
た
サ
ン
・
モ
ー
ル
修
道
会
（
一

八
七
二
年
に
来
日
）、
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
（
一
八
七
八
年
に
来
日
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
に
現
在
の
雙
葉
学
園
や
白
百
合
学
園
の
前
身
と
な
る
学
校

を
創
立
し
た
が
、
初
期
に
は
貧
民
向
け
の
慈
善
事
業
と
不
可
分
の
形
で
進
め
ら

れ
て
い
た
こ
れ
ら
女
子
修
道
会
の
教
育
事
業
は
、
十
九
世
紀
末
頃
か
ら
、
中
・

上
流
階
級
の
子
弟
を
対
象
に
し
た
教
育
を
行
う
べ
く
経
営
方
針
を
転
換
し
つ
つ

あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
、
北
緯
代
牧
区
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
は
、
サ
ン
・
モ
ー
ル

修
道
会
本
部
に
あ
て
た
書
簡
で
、
慈
善
事
業
の
み
な
ら
ず
、
上
流
階
級
に
向
け

た
学
校
教
育
を
行
う
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
が）

65
（

、
こ
の
時
期
の
彼
の
男
子
修
道

会
の
招
致
活
動
と
併
せ
て
み
れ
ば
、「
上
か
ら
下
へ
」
の
宣
教
の
重
要
性
が
、

当
時
、
首
都
圏
の
宣
教
師
の
間
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る）
66
（

。

　

た
だ
、
教
会
が
神
の
前
に
貴
賎
貧
富
の
差
を
問
わ
ず
、
人
の
平
等
を
説
い
て

い
た
以
上
、
当
時
の
教
会
関
係
者
の
間
で
は
、
貧
民
階
級
に
対
す
る
宣
教
事
業

か
ら
、
上
流
階
級
を
対
象
に
し
た
宣
教
に
関
心
を
移
す
こ
と
に
関
し
て
、
こ
れ

を
公
言
す
る
こ
と
に
憚
れ
る
空
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
に

『
声
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
我
国
に
於
け
る
伝
道
事
業
と
上
流
社
会
の
関
係
」
と

い
う
論
説
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
改
宗
の
隆
盛
の
原
因
を
当
時
の
宣
教
師

が
主
に
上
流
階
級
を
対
象
に
宣
教
を
行
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
が
、
興
味
深

い
こ
と
に
こ
の
論
の
筆
者
は
上
流
階
級
に
向
け
た
宣
教
の
重
要
性
を
主
張
し
な

が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
長
文
に
亘
っ
て
弁
解
の
言
葉
を
連
ね
て
い
る
。

　

勿
論
神
の
教
え
は
、
決
し
て
社
会
の
上
流
に
立
つ
少
数
権
貴
者
の
専
有

物
に
非
ら
ず
し
て
、
吾
人
は
只
無
暗
に
教
会
内
に
、
権
力
と
富
と
を
有
す

る
者
の
多
か
ら
ん
と
を
希
う
程
愚
か
な
り
と
は
自
ら
信
ぜ
ず
。
且
つ
単
に

主
観
的
に
観
た
る
上
流
者
流
の
信
仰
が
、
普
通
人
の
そ
れ
に
比
し
て
い
く

ば
く
の
差
あ
る
か
は
大
い
に
疑
う
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
吾
人
は
か
の
、「
貧

賤
な
る
者
は
幸
い
哉
」
と
の
主
の
御
詞
の
如
く
、
飽
く
ま
で
平
民
の
友
に

し
て
、
百
の
倨
傲
な
る
肉
食
者
流
よ
り
も
、
一
の
誠
実
な
る
労
働
者
を
喜

ぶ
も
の
、
只
上
流
社
会
に
勢
力
を
占
む
る
に
汲
々
た
る
者
に
非
ず
、
吾
人

は
或
い
は
世
の
誤
解
を
招
か
ん
事
を
恐
れ
て
こ
こ
に
一
言
弁
じ
置
く
所
以

な
り）

67
（

。
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世
紀
転
換
期
の
東
京
大
司
教
区
が
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
と
資
金
難
に
苦
し

ん
で
い
た
こ
と
は
、
他
の
教
区
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
大
司
教
区
で
は
、
教
会

事
業
の
沈
滞
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
信
者
に
積
極
的
な
教
会

事
業
へ
の
献
身
を
求
め
、
各
教
会
の
信
者
間
の
交
流
を
通
し
て
相
互
啓
発
を
期

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
公
教
教
友
会
が
、
一
九
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た）

68
（

。
教

会
の
望
む
信
徒
活
動
は
、
司
祭
の
補
助
的
業
務
を
行
う
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
と
は
い
え）
69
（

、
同
会
で
は
有
効
な
宣
教
方
法
を
議
題
に
す
る
な
ど
活
発
な
議
論

も
闘
わ
さ
れ
て
い
た）
70
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
小
教
区
を
横
断
す
る
信
徒
団

体
の
活
動
は
、当
時
、す
べ
て
の
宣
教
師
か
ら
好
意
あ
る
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
り
、
同
会
は
、「
時
期
未
だ
熟
せ
ず
、
地
方
教
区
内
信
者
の
入
会

は
種
々
の
事
情
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
」
た
た
め
、
そ
の
「
活
動
は
概
ね
東
京
市
内

に
限
ら
れ
」、「
其
の
後
目
覚
ま
し
い
活
動
を
見
る
に
至
ら
ず
挫
折
」
す
る
こ
と

に
な
っ
た）
71
（

。

　

こ
の
当
時
の
信
徒
活
動
を
巡
る
事
情
に
関
し
て
は
、
優
れ
た
教
会
史
家
で
あ

る
青
山
玄
氏
の
指
摘
が
参
考
に
な
る
が
、
氏
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
リ
ギ
ョ
ー
ル

（A
lphonse Ligneul

）
神
父
の
公
教
教
友
会
に
お
け
る
活
動
を
取
り
上
げ
て
、

彼
の
教
会
横
断
的
な
活
動
が
、
教
会
の
内
部
で
信
徒
と
親
子
関
係
の
よ
う
な
心

情
で
結
ば
れ
る
小
教
区
司
祭
と
の
間
に
「
果
た
し
て
波
風
が
立
た
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
か
」
と
問
い
、「
若
い
建
設
的
意
欲
に
燃
え
、
新
し
い
理
想
を
歓
迎
す

る
多
く
の
教
友
会
会
員
は
、
見
聞
の
広
い
リ
ギ
ョ
ー
ル
神
父
の
講
話
や
指
導
に

喜
ん
で
耳
を
傾
け
た
で
あ
ろ
う
。
で
も
、
主
任
神
父
に
と
り
、
同
じ
教
会
の
信

者
団
体
の
中
に
、
自
分
の
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
い
研
究
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ

れ
、他
地
方
か
ら
巡
回
し
て
来
る
有
能
な
神
父
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
こ
と
は
、

迷
惑
千
万
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る）

72
（

。

　

こ
の
よ
う
に
小
教
区
に
お
け
る
司
牧
を
重
視
す
る
司
祭
と
、
小
教
区
間
を
横

断
し
て
活
動
す
る
信
徒
団
体
と
の
間
に
は
潜
在
的
な
緊
張
関
係
が
存
在
し
て
い

た
が
、
信
徒
団
体
に
は
安
定
し
た
基
盤
が
な
い
だ
け
に
、
当
初
か
ら
そ
の
活
動

は
不
安
定
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
教
会
内
に
潜
在

し
て
い
た
両
者
の
対
立
関
係
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
学
生
信
徒
を
主
要
成
員

と
し
た
青
年
会
の
活
動
に
お
い
て
、
さ
ら
に
尖
鋭
化
し
て
顕
れ
る
こ
と
に
な

る
。２　

前
田
長
太
と
雑
誌
『
通
俗
宗
教
談
』

　

前
田
長
太
（
越
嶺
、
一
八
六
七―

一
九
三
九
）
は
、
東
京
大
司
教
区
で
最
初
に

日
本
人
と
し
て
司
祭
職
に
つ
い
た
神
父
の
一
人
で
あ
る
。
新
潟
の
神
官
の
家
庭

に
生
ま
れ
た
前
田
は
、
十
一
才
の
時
、
父
親
が
リ
ュ
リ
シ
ヤ
ン
・
ド
ル
ワ
ー

ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
（Lucien D

rouart de Lézey

）
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
時
に

同
じ
く
受
洗
し
て
い
る）
73
（

。
こ
の
後
、
彼
は
、
築
地
神
学
校
で
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・

リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
学
び
、
一
八
九
四
年
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
彼
は
、
そ
の

後
、
師
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
事
業
を
助
け
て
、
そ
の
多
数
の
著
述
を
翻
訳
す

る
一
方
、
自
身
も
各
種
の
雑
誌
に
寄
稿
し
、
東
京
大
司
教
区
を
代
表
す
る
日
本

人
神
父
と
し
て
活
躍
し
た）

74
（

。
彼
は
、
一
九
〇
七
年
に
還
俗
し
た
が
、
そ
の
後
、
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外
務
省
翻
訳
官
な
ど
を
経
て
、
一
九
一
六
年
に
慶
應
義
塾
の
教
師
と
な
り
、
没

年
に
至
る
ま
で
同
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
や
ラ
テ
ン
語
の
教
鞭
を
執
っ
て
い
た）
75
（

。

彼
は
、
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
の
邦
訳
書
（『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
洛
陽
堂
、

一
九
一
四
年
）
を
最
初
に
刊
行
し
た
人
物
で
あ
り）
76
（

、
ま
た
、
西
洋
武
勲
詩
を
日

本
で
初
め
て
紹
介
し
た
人
物
と
し
て
、
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
史
に
足
跡

を
残
し
て
い
る）

77
（

。

　

教
会
人
と
し
て
の
前
田
長
太
の
活
動
は
、
今
ま
で
研
究
対
象
と
し
て
主
題
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
代
表
的

論
客
で
あ
っ
た
こ
の
日
本
人
司
祭
の
活
動
は
、
当
時
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者

の
先
端
的
な
動
向
を
う
か
が
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
点
で
興
味
深
い
も
の
が
あ

る
。
十
九
世
紀
末
か
ら
、
文
筆
活
動
を
開
始
し
た
前
田
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
日

本
の
国
体
と
教
育
勅
語
の
精
神
と
相
容
れ
な
い
と
す
る
井
上
哲
次
郎
の
談
話
が

引
き
起
こ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
の
際
に
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
論
者
と
し
て
、「
井
上
博
士
の
教
育
と
宗
教
の
衝
突
論
を
読
む
」

『
日
本
公
教
雑
誌
』（
第
九
十
二
号
、
一
八
九
三
年
三
月
二
十
五
日
、
第
九
十
三
号
、

同
年
四
月
五
日
）
を
発
表
し
、
論
争
に
関
わ
っ
て
い
る）

78
（

。

　

彼
は
、
そ
の
後
、
様
々
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
雑
誌
や
一
般
誌
に
健
筆
を

揮
っ
て
い
る
が
、
一
九
〇
三
年
六
月
よ
り
、『
通
俗
宗
教
談
』
と
い
う
雑
誌
の

発
行
を
開
始
し
た
。
す
で
に
東
京
大
司
教
区
に
は
、『
声
』
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
機
関
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
て
お
り
、
前
田
も
一
時
期
同
誌
の
編
集
に
協
力

し
て
記
事
を
寄
稿
し
て
い
た
が
、
あ
る
「
事
情
の
下
に
「
声
」
と
全
く
絶
縁
し

て
」、『
通
俗
宗
教
談
』
の
刊
行
を
決
意
し
た
と
い
わ
れ
る）
79
（

。
そ
の
事
情
は
詳
ら

か
で
は
な
い
が
、『
声
』
主
幹
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
神
父
と
前
田
と
の
間
で
、
編
集

方
針
を
巡
っ
て
何
ら
か
の
意
見
の
衝
突
が
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、『
声
』

（
第
二
八
八
号
、
一
九
〇
三
年
六
月
十
日
）
に
は
、
前
田
長
太
に
よ
る
『
通
俗
宗

教
談
』
の
発
刊
予
告
の
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、『
声
』
編
集
部
は
、
前
田

の
個
人
雑
誌
の
刊
行
を
表
向
き
に
は
祝
す
る
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、『
声
』
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
刊
行
中
、
こ
の
雑
誌
に
関
し
て
一
切
言
及

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

前
田
が
、『
通
俗
宗
教
談
』
を
「
個
人
誌
」
で
、「
教
会
と
は
な
ん
ら
関
係
が

な
い
」
と
強
調
す
る
の
も
、
教
会
内
で
正
統
的
位
置
を
占
め
る
『
声
』
と
の
軋

轢
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
本
誌
発
刊
一
周
年
」（『
通
俗
宗

教
談
』
第
十
二
号
、
一
九
〇
四
年
五
月
）
の
挨
拶
で
も
、
彼
は
、「
本
邦
の
『
教

界
だ
よ
り
』
は
故
あ
り
て
わ
ざ
と
掲
げ
ま
せ
ん
」
と
書
き
、
教
会
事
情
を
伝
え

て
い
た
『
声
』
に
対
し
て
配
慮
を
示
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る）
80
（

。
も
っ
と

も
、
前
田
は
、『
声
』
を
い
た
ず
ら
に
ラ
イ
バ
ル
視
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、

「
余
輩
が
退
社
し
て
か
ら
は
、
有
力
能
文
の
記
者
が
入
社
し
て
、
近
頃
は
時
々

名
文
章
が
見
受
け
ら
れ
る
」
と
同
誌
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
、
様
々

な
個
性
を
も
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
が
並
存
す
る
状
態
を
理
想
と
考
え
て
い
た
の

だ
ろ
う）
81
（

。
東
京
大
司
教
区
か
ら
パ
リ
の
宣
教
会
本
部
に
送
ら
れ
た『
年
次
報
告
』

で
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
が
『
声
』
と
並
ん
で
好
意
的
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
前
田
の
雑
誌
が
、
当
時
の
教
会
で
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
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か
で
あ
る）
82
（

。

　

前
田
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
発
刊
目
的
に
関
し
て
、
創
刊
号
（
一
九
〇
三
年

六
月
）
の
趣
意
文
（「
本
誌
発
刊
の
趣
意
」）
で
、
今
ま
で
の
教
会
雑
誌
が
、「
教

学
を
通
俗
に
説
き
、
平
易
に
語
り
て
、
婦
女
幼
童
に
も
解
り
易
か
ら
し
む
る
も

の
な
き
」
こ
と
を
遺
憾
と
し
て
い
た
た
め
、「
本
誌
の
期
す
る
所
、
少
し
く
分

に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
専
ら
神
学
と
聖
書
と
教
会
史
と
聖
人
伝
と
を

主
眼
と
い
た
し
、
傍
ら
修
得
の
一
助
と
し
て
黙
想
資
料
を
供
し
、
心
霊
上
の
娯

楽
と
し
て
宗
教
講
談
を
掲
げ
、
成
る
べ
く
旨
味
を
附
け
て
、
教
え
の
真
理
を
知

ら
し
む
る
に
在
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
た
だ
、
誌
名
と
発
刊
趣

旨
の
み
を
見
る
と
、
こ
の
雑
誌
は
一
般
家
庭
向
け
の
平
易
な
宗
教
雑
誌
と
い
う

印
象
を
受
け
る
が
、
実
際
に
は
当
時
の
一
般
信
徒
の
理
解
に
は
届
か
な
い
知
識

階
層
向
け
の
雑
誌
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
通
俗
宗
教
談
』
の
「
新
刊
寄
贈
書
目
」
欄
に
は
、『
六
合
雑
誌
』、『
新
人
』、

『
護
教
』、『
基
督
教
週
報
』、『
と
き
の
こ
え
』
な
ど
の
誌
名
が
見
え
る
が
、
こ

れ
ら
の
寄
贈
雑
誌
の
受
領
は
、
恐
ら
く
前
田
の
方
か
ら
、『
通
俗
宗
教
談
』
を

各
社
に
寄
贈
し
た
そ
の
応
答
の
結
果
だ
ろ
う
。『
帝
国
文
学
』
の
「
新
刊
寄
贈

書
目
」
欄
に
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
名
前
が
見
え
る
が
、
同
誌
は
、『
通
俗
宗

教
談
』
に
関
し
て
、「
前
田
長
太
氏
主
筆
の
月
刊
雑
誌
に
て
、
基
督
旧
教
の
思

想
を
鼓
吹
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
健
筆
な
る
氏
の
主
管
す
れ
ば
に
や
、
論
叢

講
述
等
に
統
一
せ
る
趣
味
の
あ
ら
わ
れ
た
る
は
う
れ
し
」
と
好
意
的
に
紹
介
し

て
い
る）

83
（

。『
通
俗
宗
教
談
』第
二
十
三
号（
一
九
〇
四
年
十
二
月
）の「
雑
誌
瞥
見
」

欄
で
は
、
前
田
は
、『
聖
書
の
研
究
』、『
新
人
』、『
六
合
雑
誌
』
な
ど
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
の
雑
誌
に
対
し
て
も
好
意
的
な
批
評
を
掲
載
し
て
お
り
、
彼
に

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
外
の
知
識
人
と
も
知
的
交
流
を
図
る
企
図
の
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
編
集
志
向
を
も
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
出
版
は
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
一
部
の
宣
教
師
に
は
警
戒
心
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
当
時
、『
声
』
の
編
集
に
従
事
し
て
い
た
あ
る
日
本
人
伝
道
士
は
、
後
の

回
想
記
事
で
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
他
宗

教
の
教
界
事
情
を
『
声
』
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、「
一
部
の
読
者
に
は
頗
る
歓

迎
さ
れ
た
」
が
、
一
方
で
、「
枢
要
部
の
方
々
か
ら
」、
す
な
わ
ち
パ
リ
外
国
宣

教
会
の
宣
教
師
達
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
で
、
神
道
や
仏
教
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
宣
伝
を
す
る
と
は
何
事
か
と
、「
し
ば
し
ば
煩
さ
い
非
難
と
苦
い
悪
罵

と
を
浴
び
せ
ら
れ
」
た
と
回
想
し
て
い
る）

84
（

。
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ

ク
以
外
の
宗
教
を
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
ら
の
排
他
的
な
敵
意
は
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
雑
誌
に
対
し
て
も
好
意
的
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い『
通
俗
宗
教
談
』

に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

刊
行
一
周
年
を
迎
え
た
『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
二
号
（
一
九
〇
四
年
五
月
）

の
巻
頭
挨
拶
（「
本
誌
発
刊
一
周
年
」）
に
、
同
誌
が
予
想
外
に
購
読
者
に
恵
ま

れ
、「
一
人
で
二
十
部
乃
至
三
十
部
以
上
の
購
読
を
周
旋
せ
ら
る
る
霊
父
教
友

諸
氏
が
あ
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
雑
誌
は
教
会
内

の
一
部
で
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
上
海
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に
滞
在
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
の
土つ
ち

橋は
し

八や

千ち

太た

は
、
欧
文
雑
誌
の
既
刊
を

記
事
の
参
考
資
料
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
前
田
に
寄
贈
し
て
い
た）
85
（

。
土
橋
は
、

一
八
八
八
年
、
上
海
に
赴
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
、
後
に
帰
国
後
、
上
智

大
学
の
第
三
代
学
長（
一
九
四
〇―

一
九
四
六
）と
な
っ
た
人
物
で
あ
る）
86
（

。
ま
た
、

後
に
日
本
人
初
の
司
教
（
一
九
二
七
年
に
長
崎
司
教
に
叙
階
）
と
な
る
早
坂
久き
ゅ
う
の之

助す
け

は
、
留
学
先
の
ロ
ー
マ
に
向
か
う
ま
で
の
渡
航
記
な
ど
を
寄
せ
て
お
り
、
同

誌
が
次
代
を
担
う
若
手
の
神
父
や
神
学
生
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る）
87
（

。

　

前
田
の
雑
誌
は
、
教
会
内
の
検
閲
を
免
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
の
個
人

的
意
見
が
直
裁
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
時
の
日
本
人
の
知
識
人

信
者
の
意
見
を
知
る
上
で
、
好
個
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。『
声
』
と
『
通

俗
宗
教
談
』
は
、
状
況
認
識
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
点
も
多
い
が
、
仔
細
に

み
る
と
主
張
の
力
点
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
両
誌
の

記
事
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
教
会
内
で
併
存
し

て
い
た
様
々
な
意
見
の
存
在
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

３　

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
お
け
る
前
田
長
太
の
協
力
者

　

こ
の
前
田
長
太
の
個
人
誌
『
通
俗
宗
教
談
』
に
は
、
前
田
の
師
で
あ
る
リ

ギ
ョ
ー
ル
を
は
じ
め
、
フ
ェ
ラ
ン
や
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ツ
ル
パ
ン
（A

uguste 

T
ulpin

）、
レ
オ
ン
・
バ
レ
（Léon Balet

）
な
ど
当
時
の
東
京
大
司
教
区
に
所

属
す
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
神
父
が
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
人

神
父
は
、
知
的
志
向
の
強
い
学
生
信
者
の
気
持
ち
に
理
解
を
も
ち
、
日
本
の
教

会
の
発
展
に
彼
ら
の
成
長
が
不
可
欠
だ
と
判
断
す
る
、
教
会
内
の
い
わ
ば
進
歩

派
に
位
置
し
て
い
た
者
達
だ
っ
た
。
特
に
前
田
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
、
彼
と
同

世
代
に
あ
た
る
フ
ェ
ラ
ン
と
深
い
協
力
関
係
に
あ
り
、
彼
ら
と
協
働
し
な
が
ら

学
生
・
知
識
人
層
を
主
対
象
に
し
た
宣
教
活
動
を
試
み
て
い
る
。

　

フ
ェ
ラ
ン
は
、
一
八
九
九
年
に
長
崎
教
区
か
ら
東
京
大
司
教
区
に
移
っ
た

後
、
知
識
人
向
け
の
宣
教
事
業
に
着
手
し
た
。
フ
ェ
ラ
ン
の
日
本
宣
教
観
は
、

彼
が
、
西
洋
諸
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
向
け
て
、
日
本
の
教
会
事
業
へ
の
寄

付
を
募
る
た
め
に
出
版
し
た
仏
文
の
小
冊
子
類
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
日
露
戦
争
末
期
に
出
版
さ
れ
た
そ
の
一
冊
『
日
本
の
宣
教
に
関
す
る
一
宣

教
師
の
考
察 Idées d

’un m
issionnaire sur l

’evangélization du Japon

』

で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
今
後
の
発
展
に
あ
た
っ
て
、
教
育
と
出
版
活
動
が

持
つ
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る）
88
（

。
こ
の
小
冊
子
の
末
尾
に
フ
ェ
ラ
ン
に
宛
て

ら
れ
た
前
田
長
太
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
が
附
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
田
は
こ
こ

で
フ
ェ
ラ
ン
が
従
事
し
て
き
た
青
年
向
け
教
育
事
業
に
敬
意
を
表
し
、
従
来
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
慈
善
事
業
や
教
会
建
設
に
力
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
反
面
、
知
識
人
向
け
の
事
業
が
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
点
に
遺
憾
の
意

を
述
べ
て
い
る）
89
（

。
こ
こ
に
明
ら
か
な
通
り
、
フ
ェ
ラ
ン
は
、
近
代
日
本
に
お
い

て
、
知
識
人
向
け
の
宣
教
が
不
可
欠
と
す
る
点
に
お
い
て
、
前
田
と
意
見
を
同

じ
く
し
て
い
た
。

　

フ
ェ
ラ
ン
は
、
一
九
〇
〇
年
、
育
英
塾
と
い
う
学
生
向
け
の
寄
宿
舎
を
茗
荷
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谷
に
設
立
し
て
い
る）
90
（

。
こ
の
施
設
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
及
び
一
般
の
学
生
を

安
価
な
寄
宿
料
で
受
け
入
れ
、
信
者
の
学
生
を
カ
ト
リ
ッ
ク
的
環
境
で
過
ご
さ

せ
る
と
同
時
に
、
非
信
者
の
学
生
を
自
然
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
親
し
ま
せ
て
改
宗

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ラ
ン
は
、
一
九
〇
二
年
に
出

版
し
た
小
冊
子
『
日
本
の
教
育―

あ
る
学
生
の
物
語 L

’Education au Japon: 

H
istoire d

’un Collégien
』
の
中
で
、
有
為
の
学
生
を
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
が
各
界
で
高
い
社
会
的
地
位
に
つ
い
た
将
来
に

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
日
本
社
会
の
各
層
に
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
論
じ
て
い
る
が）

91
（

、
育
英
塾
も
こ
の
よ
う
な
将
来
に
お
け
る
「
上
か
ら

下
へ
」
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
普
及
を
目
指
し
て
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ラ

ン
と
前
田
は
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
一
九
〇
四
年
二
月
十
四
日

に
、
公
教
青
年
会
（
前
者
が
総
裁
、
後
者
が
会
長
に
就
任
）
を
創
立
し
た
が
、
こ

の
青
年
会
に
は
育
英
塾
に
所
属
す
る
学
生
信
者
も
参
加
し
て
い
る）
92
（

。

　

ま
た
、
出
版
事
業
の
重
要
性
を
認
め
て
い
た
フ
ェ
ラ
ン
は
、
彼
の
仏
文
の
小

冊
子
で
、
既
刊
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
で
あ
る
『
声
』
と
『
通
俗
宗
教
談
』
に
加

え
て
、
学
生
層
を
読
者
対
象
と
す
る
雑
誌
の
刊
行
の
必
要
性
を
謳
っ
て
い
た

が）
93
（

、
こ
の
彼
の
望
ん
で
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
は
、『
新
理
想
』
と
い
う
誌
名

で
、
一
九
〇
五
年
八
月
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
月
刊
誌
に
論

文
を
寄
稿
し
て
い
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
に
寄

稿
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
寄
稿
予
定
者
と
し
て
、

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
る
マ
リ
ア
会
士
の
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク

（Em
ile H

eck

）
と
）
94
（

、ロ
シ
ア
正
教
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
（Raphael von K

oeber

）
が
）
95
（

名
を
連
ね
て
い
る）
96
（

。

　

前
田
長
太
の
出
版
事
業
の
多
く
は
、
彼
の
師
で
あ
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
の
共
同

作
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
多
数
の
著
書
を
出
版
し
、
戦
前
の
教
会
に
お
け
る
出
版
物
宣
教
の
功
労
者
の

一
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る）
97
（

。

　

前
田
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
に
お
い
て
「
リ
ギ
ョ
ル
師
は
本
邦
在
留
の
宣
教

師
中
最
も
日
本
の
思
想
界
を
洞
察
す
る
の
明
あ
る
学
者）
98
（

」
で
あ
り
、「
教
会
で

は
未
だ
其
価
値
を
認
め
ら
れ
て
居
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
世
間
で
は
至
る
処
博

士
と
し
て
之
を
歓
迎
し
、
日
本
の
公
教
会
は
リ
ギ
ョ
ル
博
士
独
力
で
背
負
っ
て

居
る
と
評
し
て
居
る
、
成
程
知
識
界
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
、
公
教
会
の
世
間
に

知
ら
れ
た
る
は
、
主
と
し
て
リ
ギ
ョ
ル
博
士
の
手
柄
で
あ
る）
99
（

」
と
彼
を
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
例
外
的
に
学
殖
の
深
い
神
父
と
し
て
、
し
ば
し
ば

特
権
的
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
周
囲
の
宣
教
師
に
は
、
こ
の
よ
う
に
自

分
の
師
を
殊
更
に
持
ち
上
げ
て
賞
賛
す
る
前
田
の
態
度
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た

も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
こ
の
よ
う
な
言

説
は
リ
ギ
ョ
ー
ル
を
教
会
内
で
微
妙
な
立
場
に
置
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
前
田
は
、
昭
和
初
年
に
な
さ
れ
た
回
想
で
、
彼

と
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
事
業
が
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
間
で
不

興
を
買
っ
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
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（
…
…
）
三
四
十
年
前
の
昔
の
事
で
は
あ
る
が
、
先
生
（
リ
ギ
ョ
ー
ル―

引
用
者
注
）
は
宗
教
家
で
あ
っ
た
こ
と
と
て
、
そ
の
当
時
日
本
の
長
足
の

進
歩
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
、
日
本
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
方
法
と
し
て

は
、
書
籍
伝
道
と
知
識
階
級
に
対
す
る
宣
伝
法
と
の
重
要
性
を
看
取
せ
ら

れ
て
、
専
ら
其
の
方
面
に
努
力
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
他
の
宣
教
師
等
の
賛

成
を
得
る
こ
と
が
却
々
困
難
で
あ
っ
た
、
の
み
な
ら
ず
幹
部
の
忌
諱
に
触

れ
、
宣
教
会
の
本
部
か
ら
は
剣
突
を
食
は
さ
れ
て
、『
日
本
に
於
て
宣
教

す
る
の
に
、
書
籍
伝
道
な
ど
を
云
々
す
る
の
は
間
違
で
あ
る
、
地
方
を
巡

回
し
て
愚
夫
愚
婦
に
説
教
し
て
洗
礼
を
授
け
さ
え
す
れ
ば
沢
山
だ
』
と
云

わ
れ
た
こ
と
を
私
は
記
憶
し
て
い
る
が
、
私
は
其
の
当
時
日
本
人
と
し
て

愚
夫
愚
婦
扱
に
さ
れ
た
の
を
如
何
に
も
心
外
に
思
い
、
先
生
と
共
に
相
計

り
、
細
々
な
が
ら
自
費
出
版
を
な
す
と
同
時
に
、
帝
国
教
育
会
と
か
、
帝

国
大
学
な
ど
に
お
い
て
教
育
学
、
心
理
学
、
哲
学
な
ど
の
科
外
講
演
を
な

し
つ
つ
、
吾
々
両
人
の
主
義
を
宣
伝
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
益
々
他
の
宣

教
師
達
の
反
感
を
買
い
、
或
時
の
如
き
、
吾
々
よ
り
謹
ん
で
新
刊
書
を
呈

上
し
た
の
に
、
そ
れ
を
受
取
ら
ず
に
、
故
さ
ら
応
接
室
の
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
遺
し
て
行
く
と
云
う
よ
う
な
皮
肉
な
目
に
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）

100
（

。

　

た
だ
、
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
に
は
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
前

田
に
よ
る
出
版
事
業
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
、
オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教
が
彼

ら
の
出
版
事
業
に
相
応
の
理
解
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る）

101
（

。
ま

た
、
当
時
、
東
京
大
司
教
区
で
出
版
事
業
に
従
事
し
て
い
た
の
も
彼
ら
だ
け
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
前
田
の
回
想
は
幾
分
割
り
引
い
て
み
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
の
出
版
活
動
が
、
同
時
代
の
す
べ
て
の
在
日
宣
教
師
か
ら

好
意
的
に
見
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

東
京
大
司
教
区
で
は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
大
司
教
の
公
認
下
で
知
識
人
活
動

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
教
会
事
業
の

主
流
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
小
教
会
内
の
司
牧
や
そ
こ
を
起
点
に
し
た
宣
教

が
、
宣
教
師
の
中
心
活
動
で
あ
っ
た
。
当
時
の
東
京
大
司
教
区
が
、
宣
教
師
の

知
識
人
活
動
を
十
分
に
許
容
で
き
る
状
況
に
な
か
っ
た
こ
と
は
、
後
年
、
能
の

研
究
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
ノ
エ
ル
・
ぺ
リ
（N

oël Péri

）
が
一
九
〇
二
年

に
宣
教
会
か
ら
退
会
し）

102
（

、
Ｊ
・
Ｃ
・
バ
レ
（Jean-Cyprien Ballet

）
の
よ
う
な

雑
誌
編
集
に
携
わ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
宣
教
師
が
、
そ
の
要
望
が
受
け
容
れ

ら
れ
な
い
た
め
に
、
一
九
〇
〇
年
に
宣
教
会
を
飛
び
出
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
道
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る）

103
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
当

時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
知
識
人
活
動
の
置
か
れ
て
い
た
不
安
定
な
立
場
を
示

し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
大
司
教
区
の
状
況
で
、
個
人
雑
誌
を
刊
行
し
て
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
事
業
を
宣
揚
し
た
前
田
の
振
る
舞
い
は
、
宣
教
会
の
主
流

に
対
す
る
意
図
的
な
態
度
表
明
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い）

104
（

。
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４　

日
露
戦
争
と
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

　

日
露
戦
争
の
勃
発
は
、
正
教
会
を
は
じ
め
、
日
本
の
宗
教
界
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る）

105
（

。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
指
導
下
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
活

動
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
中
立
国
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
た

め
、
影
響
を
受
け
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
同
会
の
『
年
次
報
告
』
に
は
、
戦
争

当
時
、
各
地
で
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
が
ロ
シ
ア
側
の
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
受
け
た

こ
と
や
、
日
本
人
司
祭
や
伝
道
師
が
徴
兵
に
と
ら
れ
て
司
牧
活
動
に
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

日
露
戦
争
時
、
ロ
シ
ア
は
黄
禍
論
を
利
用
し
て
、
戦
争
を
白
色
人
種
と
黄
色

人
種
の
間
の
「
人
種
間
戦
争
」、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
国
と
異
教
国
の
間
の
「
宗

教
間
戦
争
」
と
位
置
付
け
て
、
自
己
の
正
統
性
を
宣
伝
し
て
い
た
の
に
対
し
、

日
本
政
府
は
、
こ
の
戦
争
を
「
文
明
国
」
日
本
と
「
非
文
明
国
」
ロ
シ
ア
と
の

闘
争
と
位
置
付
け
て
、
国
際
的
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
情
報
戦

争
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
首
相
の
桂
太
郎）

106
（

は
、
正
教
会
の
保
護
を
徹
底
し

て
日
本
が
信
教
の
自
由
を
認
め
る
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
、
ま

た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
関
係
者
に
協
力
を
仰
い
で
、
日
本
側
に
戦
争
の

正
統
性
の
あ
る
こ
と
を
西
洋
諸
国
に
宣
伝
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

一
九
〇
四
年
五
月
十
六
日
に
、
東
京
の
芝
公
園
で
行
わ
れ
た
大
日
本
宗
教
家

大
会
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
政
府
の
意
向
に
沿
っ
て
、
日
本
の
各
宗
派
が
一
致

し
て
、
日
露
戦
争
が
東
洋
の
平
和
の
回
復
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
大
会
は
、
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
界
か
ら
総

勢
約
一
五
〇
〇
名
の
出
席
者
を
集
め
た
盛
大
な
も
の
だ
っ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
関
係
者
の
名
は
発
起
人
に
も
賛
成
人
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
少
数
な

が
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
も
参
加
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
が）

107
（

、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
恐
ら
く
正
式
の
参
加
を
慎
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。『
声
』
は
、
大
日
本
宗
教

家
大
会
や
そ
の
後
の
懇
親
会
に
触
れ
て
、「
常
に
は
睨
合
い
の
間
柄
で
も
一
朝

有
事
の
日
と
な
る
と
忽
ち
呉
越
相
親
む
我
が
国
民
の
性
情
を
遺
憾
な
く
発
露
し

た
も
の
で
あ
る
」
と
批
判
的
な
文
章
を
掲
載
し
て
い
る）

108
（

。

　

日
露
戦
争
時
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
日
本
を
支
持
し
、
神
父
や
信

者
は
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
た
が）

109
（

、
こ
の
大
日
本
宗
教
家
大
会
へ
の
対
応
に
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
他
の
宗
派
に
比
較
す
る
と
、
教
団
と
し
て
積
極
的
な
戦
争

協
力
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
一
部
の
宗
教
者
の
よ
う
に
非
戦
論
を

唱
え
た
わ
け
で
も
な
く
、
社
会
的
に
特
に
目
立
た
な
い
形
で
過
ご
し
て
い
た
と

い
え
る
。
た
だ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
に
お
い
て
は
、
戦
時
中
、
こ
の
よ
う
な
日

本
政
府
や
宗
教
界
の
動
向
と
共
同
歩
調
を
取
る
主
張
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る）

110
（

。
と
り
わ
け
、
前
田
長
太
は
、
日
露
戦
争
の
勃
発
に
愛
国
心
を
刺

激
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
者
と
し
て
、
戦
争
を
支
持
す
る
言
論
活

動
を
展
開
し
て
い
た
。
彼
は
、『
読
売
新
聞
』（
一
九
〇
四
年
九
月
四
日
、十
一
日
）

に
寄
せ
た
「
露
国
教
会
の
真
相
」
と
い
う
文
章
で
は
、
ロ
シ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
同
国
政
府
か
ら
迫
害
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
正
教
会

が
圧
政
的
な
帝
政
ロ
シ
ア
の
専
制
政
体
と
深
く
結
び
つ
い
て
、
同
国
に
信
仰
の

自
由
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
論
じ
、「
吾
人
が
宗
教
上
よ
り
も
観
察
し
て
も
あ
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く
ま
で
露
国
と
戦
か
は
ざ
る
べ
か
ら
ず）

111
（

」
と
宗
教
者
の
立
場
か
ら
ロ
シ
ア
を
批

判
し
て
い
る
。

　

一
九
〇
四
年
の
八
月
と
九
月
、
前
田
は
、「
日
露
戦
争
の
理
由
」
と
「
戦
争

と
日
本
国
民
」
と
い
う
二
つ
の
仏
語
の
論
説
を
『
通
俗
宗
教
談
』
に
掲
載
し
、

そ
れ
ら
は
同
年
末
に
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
知
的
総
合
雑
誌
『
フ
ラ

ン
ス
聖
職
者
雑
誌 Revue du clergé français

』
に
）
112
（

転
載
さ
れ
た）

113
（

。
こ
の
論

説
は
そ
れ
ぞ
れ
外
国
人
読
者
に
向
け
て
日
本
を
擁
護
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前

者
で
は
日
露
戦
争
が
領
土
拡
張
目
的
で
南
下
政
策
を
採
る
ロ
シ
ア
に
対
し
て
の

正
統
的
な
自
衛
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
日
本
が
領
土
的
野
心
を
持
た
な

い
こ
と
を
述
べ）

114
（

、
後
者
で
は
、
唯
物
主
義
的
風
潮
の
影
響
に
よ
っ
て
戦
前
の
日

本
社
会
で
認
め
ら
れ
た
道
徳
の
退
廃
現
象
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
た
こ

と
を
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
前
田
は
日
露
戦
争
に
お
い
て
日
本
の
大
義
を
認
め
て
い
た
が
、

ま
た
い
た
ず
ら
に
好
戦
の
風
を
煽
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
一

九
〇
四
年
末
、
軍
人
や
遺
族
に
向
け
て
心
の
平
安
を
説
く
べ
く
『
戦
と
死
』
と

い
う
著
書
を
出
版
し
た
が
、
こ
こ
で
彼
は
主
戦
論
と
非
戦
論
を
と
も
に
一
長
一

短
あ
り
と
し
、「
主
戦
論
者
は
又
須
ら
く
非
戦
論
に
於
て
取
る
べ
き
と
こ
ろ
所

を
と
り
、
な
る
べ
く
戦
争
熱
を
冷
却
せ
し
め
、
戦
争
は
萬
や
む
る
得
ざ
る
よ
り

で
る
道
理
を
覚
識
し
、
一
た
び
開
始
し
た
る
義
戦
に
は
出
来
う
る
だ
け
兵
士
の

義
勇
を
鼓
舞
奨
励
す
る
は
結
構
な
れ
ど
も
、
戦
争
の
為
に
戦
争
す
と
い
う
が
如

き
好
戦
の
譏
を
招
か
ぬ
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

115
（

。

　

こ
の
よ
う
に
前
田
は
戦
時
中
も
活
発
な
文
筆
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
宣
教
に
関
し
て
も
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
五
号
（
一
九
〇
四
年
七
月
）

の
巻
頭
に
、「
戦
時
の
伝
道
私
議
」、「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
と
い
う
二
つ
の
連

続
し
た
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
前
者
の
論
文
「
戦
時
の
伝
道
私
議
」
は
、
後

者
の
前
置
き
の
性
格
を
持
つ
も
の
だ
が
、
戦
争
の
渦
中
で
は
、
表
立
っ
た
宣
教

活
動
を
行
う
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
り
、
祈
祷
や
慈
善
事
業
に
励
む
こ
と
が
時

世
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
前
田
は
、『
戦
と
死
』
で
も
、「
宗
教

家
が
大
会
を
開
く
の
も
、
平
和
を
祈
る
の
も
、
戦
捷
を
願
う
の
も
、
従
軍
す
る

の
も
、
洵
に
結
構
で
あ
る
。
但
だ
戦
争
以
外
に
殆
ど
働
く
余
地
な
き
に
至
れ
る

の
は
、
余
程
奇
妙
で
は
あ
る
ま
い
か
。
心
霊
界
の
先
生
方
も
矢
張
り
戦
争
に
束

縛
さ
れ
る
も
の
と
見
え
る
」
と
書
い
て
お
り
、
一
部
の
宗
派
が
戦
時
に
か
こ
つ

け
て
対
外
活
動
を
熱
心
に
行
う
こ
と
に
不
純
な
も
の
を
み
て
い
た
の
だ
ろ
う）

116
（

。

　

後
者
の
「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
は
、
将
来
、
日
本
が
戦
争
に
勝
利
す
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
、
来
る
べ
き
戦
後
社
会
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教

の
あ
り
方
に
関
し
て
提
言
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
前
田
は
、
こ
の
宣
教
方
法

に
関
す
る
考
察
に
関
し
て
、
未
来
の
戦
勝
国
日
本
を
舞
台
に
、
日
本
人
伝
道
者

に
与
え
る
改
革
的
私
案
と
断
っ
て
い
る
が
、
こ
の
論
は
明
ら
か
に
パ
リ
外
国
宣

教
会
の
従
来
の
宣
教
方
法
に
向
け
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
隠
れ
な
が
ら
批
判
を
加

え
た
文
書
で
あ
り
、
彼
の
当
時
の
宣
教
観
を
知
る
上
で
大
変
注
目
に
値
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
「
日
露
戦
争
は
布
教
伝
道
の
上
に
一
大
変
動
、
一
大
革
命
を
来
た
す
で
あ
ろ
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う
」
と
い
う
末
尾
の
文
章
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
田
は
、
日
本
が
西
洋
に
伍

す
文
明
国
に
な
っ
た
現
在
、
教
会
は
従
来
と
は
異
な
る
宣
教
方
法
を
採
用
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
、
日
本
の
よ
う
に
近
代

化
を
果
た
し
た
国
の
宣
教
活
動
は
、
文
明
的
に
劣
っ
た
諸
国
と
同
様
の
方
法
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
も
は
や
許
さ
れ
な
い
と
し
、
日
本
で
宣
教
活
動
を
行
う
人
物

の
資
格
と
し
て
学
殖
と
人
格
の
二
つ
を
高
く
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
要
求
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
彼
が
来
日
し
た
宣
教
師
の
大
部
分
に
学

問
の
造
詣
が
足
り
な
い
と
い
う
不
満
を
い
だ
き
、
ま
た
、
宣
教
師
の
日
頃
の
振

る
舞
い
に
時
と
し
て
日
本
人
を
見
下
す
よ
う
な
差
別
的
態
度
が
存
在
す
る
こ
と

を
敏
感
に
感
じ
と
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る）

117
（

。

伝
道
者
た
る
者
は
、
露
国
を
打
撃
し
来
た
れ
る
戦
勝
国
民
に
布
教
伝
道
す

と
云
う
こ
と
を
造
次
に
も
顛
肺
に
も
忘
れ
て
は
い
か
ぬ
、
又
正
義
人
道
の

為
に
行
動
し
来
れ
る
文
明
国
民
に
布
教
伝
道
す
る
の
で
あ
る
と
云
う
事
を

も
深
く
脳
裡
に
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
使
役
主
義
の
伝
道
は

断
じ
て
不
可
、『
由
ら
し
む
べ
し
主
義
』
の
伝
道
も
断
じ
て
不
可
、
即
ち

弟
子
の
足
を
洗
う
ほ
ど
の
謙
遜
と
一
世
の
敬
服
に
値
す
る
ほ
ど
の
学
殖
を

以
て
布
教
伝
道
に
従
事
し
な
け
れ
ば
、
日
本
国
民
は
明
ら
か
に
布
教
者
伝

道
者
の
腹
の
中
を
看
透
か
し
て
決
し
て
頭
を
下
げ
な
い
、
心
服
は
し
な

い
、
蓋
し
出
来
ぬ
の
で
あ
る
…
…

　

前
田
は
、
恐
ら
く
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
言
動
に
自
尊
心
を
傷
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
同
会
の
神
父
の
行
動

は
、
日
本
の
文
化
や
風
習
に
関
す
る
理
解
の
不
足
も
あ
っ
て
、
日
本
人
信
者
の

目
に
は
常
識
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
映
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い）

118
（

。
長
崎
教

区
の
日
本
人
司
祭
の
島
田
喜よ

し

蔵ぞ
う（

一
八
五
六―

一
九
四
八
）の
晩
年
の
回
想
に
は
、

宣
教
師
の
日
本
人
の
心
情
や
慣
習
に
対
す
る
理
解
の
欠
如
や
、
宣
教
の
見
込
み

の
あ
る
地
域
に
は
日
本
人
神
父
を
差
し
置
い
て
ま
で
自
身
で
司
牧
を
行
お
う
と

し
た
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
の
利
己
的
振
る
舞
い
な
ど
が
率
直
に
描
写
さ
れ
て
い

る）
119
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
指
導
下
に
あ
る
教
会
で
、
直
接
、
同
会
の
宣
教
師
に
対

し
て
批
判
を
展
開
す
る
こ
と
が
困
難
を
極
め
る
こ
と
は
、
長
崎
教
区
に
お
け
る

平
山
牧
民
の
先
例
に
認
め
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
失
敗
を
避
け
る

た
め
に
か
、
前
田
は
、
自
身
の
宣
教
担
当
者
に
関
す
る
提
言
が
日
本
人
神
父
や

伝
道
士
の
み
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
外
国
人
宣
教
師
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い

と
わ
ざ
わ
ざ
念
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
外
国
人
宣
教
師
こ
そ
が
真
の
批

判
対
象
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
悟
ら
せ
る
と
い
う
筆
法
を
取
っ
て
い
る
。

　

吾
人
は
幸
い
に
し
て
外
国
よ
り
渡
来
せ
る
宣
教
師
方
が
何
れ
も
皆
謙
遜

深
く
し
て
、
人
を
事つ
か

う
よ
り
も
人
に
事つ
か

え
ら
れ
る
る
心こ
こ
ろ事
あ
る
を
見
て
日

頃
感
嘆
敬
服
し
て
居
る
者
で
あ
る
か
ら
、
外
国
宣
教
師
方
に
就
い
て
は
、

こ
の
私
議
は
殆
ど
、
無
用
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
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こ
の
外
国
人
宣
教
師
を
是
と
す
る
前
田
の
見
解
が
議
論
の
上
で
の
一
時
的
方

便
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
昭
和
初
期
に
な
さ
れ
た
回
想
で
、
同
時
代
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
触
れ
て
、「
外
国
宣
教
師
は
徐
々
と
引
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
渡
来
す
る
も
の
は
、
科
学
的
知
識
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ど
と

云
っ
て
い
る
」
と
書
き
、
約
三
十
年
前
の
自
ら
の
主
張
の
先
見
の
明
を
誇
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る）

120
（

。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
は
、
知
識
人
向
け

の
宣
教
の
重
要
性
を
説
い
て
、
外
国
人
宣
教
師
に
そ
の
方
面
に
お
け
る
資
質
を

求
め
る
と
同
時
に
、
彼
ら
に
日
本
人
に
対
し
て
文
明
国
の
国
民
と
し
て
敬
意
を

持
つ
こ
と
を
暗
に
求
め
た
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
前
田
の
外
国
人
宣
教
師

に
対
す
る
注
文
は
、
戦
時
中
に
彼
が
愛
国
心
を
高
揚
さ
せ
、
日
本
が
西
洋
列
強

と
並
び
つ
つ
あ
る
と
い
う
一
流
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
え
て
い
た
か
ら
だ

ろ
う
。「
我
等
は
、
基
督
者
で
あ
る
、
然
れ
ど
も
之
と
同
時
に
日
本
人
で
あ
る
、

基
督
教
者
な
る
日
本
人
、
日
本
人
な
る
基
督
教
者
た
る
観
念
を
一
日
も
遺
失
し

て
は
い
け
な
い）

121
（

」と
い
う
前
田
の
言
葉
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
幕
末
以
来
、

フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
会
の
指
導
下
に
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
考
え
る
と
、
現
地
人

神
父
と
し
て
の
決
然
た
る
自
恃
の
表
情
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
覚
を
持
っ
て
い
た
前
田
は
、
日
露
戦
争
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

み
ら
れ
た
日
本
蔑
視
の
風
潮
に
関
し
て
極
め
て
批
判
的
だ
っ
た
。
次
章
で
み
る

よ
う
に
、
彼
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
時
、
彼
と
頻
繁
に
接
し

て
い
た
が
、
公
教
青
年
会
の
主
催
し
た
使
節
歓
迎
会
の
折
に
、
講
演
で
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

　

日
露
の
戦
将
に
酣
な
ら
ん
と
せ
る
時
、
彼
の
欧
州
の
人
々
、
然
り
、
欧

州
の
教
育
あ
る
人
々
、
而
も
社
会
の
耳
目
と
云
わ
る
べ
き
人
々
は
何
と

曰
っ
た
か
、
日
本
が
彼
ら
の
予
想
に
反
し
て
着
々
戦
捷
を
占
む
る
や
、
彼

ら
は
曰
く
、「
日
本
は
実
に
恐
ろ
し
い
国
で
あ
る
、
若
も
日
本
が
戦
捷
の

勢
に
乗
じ
て
支
那
を
も
取
り
、
安
南
、
印
度
ま
で
も
押
寄
せ
て
来
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ら
ば
、
果
た
し
て
如
何
に
す
べ
き
」、
曰
く
「
仏
領
真
に
危

し
」、曰
く「
欧
州
各
国
手
を
拱
し
て
対
岸
の
火
災
視
す
べ
か
ら
ず
」と
て
、

遂
に
昔
の
昔
そ
の
又
昔
の
蒙
古
の
成
吉
斯
汗
を
聯
想
し
、
疑
心
暗
鬼
、
誠

に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
と
云
う
の
で
、
か
の
有
名
な
る
黄
禍
説
ま
で
唱

え
出
し
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、（
拍
手
）、
文
明
先
進
国
を
以
て
威
張
っ

て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
而
も
操
觚
者
ま
で
が
此
の
如
き
「
日
本
観
」
を

な
し
て
、
設
令
一
時
に
し
た
と
こ
ろ
が
黄
色
の
民
が
恐
ろ
し
い
と
云
う
よ

う
な
説
を
唱
え
だ
し
た）
122
（

（
…
…
）

　

そ
れ
で
は
、
日
露
戦
争
の
間
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
こ
の
戦
争

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
時
中
、
フ
ラ
ン
ス

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
大
方
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
様
に
ロ
シ
ア
寄
り
の
姿
勢
で

い
た
の
に
対
し）

123
（

、
日
本
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
、
日
本
側
に
立
っ
て
、
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そ
の
勝
利
を
願
っ
て
い
た）

124
（

。

　

東
京
大
司
教
区
の
補
佐
司
教
ピ
エ
ー
ル
・
ム
ガ
ブ
ル
（Pierre M

ugabure

）

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
中
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
に
日
本
を
擁
護
す
る
意
見
の
談

話
を
寄
せ
て
い
る）

125
（

。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
の
御
雇
外
国
人
教
師
の
ド
イ
ツ
人

医
師
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ（Erw

in von Bälz

）の
日
記
に
よ
る
と
、

彼
が
、
一
九
〇
五
年
二
月
二
十
四
日
に
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
歓
談
す
る
機
会
を

も
っ
た
時
、
他
の
大
方
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
異
な
っ
て
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
日
本
の

勝
利
を
確
信
し
て
い
た
と
い
う）

126
（

。
こ
の
時
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
挙
げ
た
理
由
は
、

日
本
の
軍
隊
の
上
下
間
の
関
係
に
は
、
西
洋
の
軍
隊
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、

親
身
な
信
頼
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
出
身
の
宣
教
師
ミ
カ
エ
ル
・
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
（M

ichael Steichen

）
は
、
日

露
戦
争
中
、
宣
教
資
金
の
寄
付
を
募
る
た
め
に
欧
米
諸
国
を
旅
行
し
、
各
所
で

日
本
に
関
す
る
講
演
を
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
日
露
戦
争
に
関
し
て
聴
衆
か

ら
質
問
を
受
け
た
際
、
彼
は
、
日
本
国
民
の
忠
孝
心
が
厚
い
と
い
う
理
由
で
、

日
本
軍
が
勝
利
す
る
だ
ろ
う
と
答
え
て
い
る）

127
（

。

　

た
だ
、
近
代
日
本
の
文
明
化
、
大
国
化
へ
向
け
た
歩
み
に
対
し
て
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
宣
教
師
が
日
本
人
と
同
様
に
誇
り
を
覚
え
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
過
去
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
派
遣
し
た
宣
教
師
の
中
か
ら

多
く
の
殉
教
者
を
生
ん
で
い
た
宣
教
会
で
あ
り
、
十
九
世
紀
に
同
会
に
入
会
を

希
望
し
た
神
学
生
に
は
、
宣
教
地
で
の
殉
教
に
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
者
が
多

か
っ
た
と
い
わ
れ
る）

128
（

。
一
八
九
四
年
に
来
日
し
た
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
晩
年
の
著

作
の
中
の
回
想
で
、
日
清
戦
争
前
夜
の
時
期
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
神
学
校
で

は
、
日
本
は
既
に
近
代
化
の
道
を
歩
ん
で
い
た
と
い
う
理
由
で
、
派
遣
先
と
し

て
人
気
が
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る）

129
（

。
こ
の
よ
う
な
心
性
を
大
方
抱
い
て
い
た

思
わ
れ
る
当
時
の
在
日
宣
教
師
は
、西
洋
文
明
の
影
響
下
に
近
代
化
を
進
め
て
、

純
朴
な
気
風
を
次
第
に
失
い
ゆ
く
日
本
に
し
ば
し
ば
落
胆
の
念
を
漏
ら
し
て
い

る）
130
（

。
こ
の
反
近
代
的
な
心
性
は
、
前
田
の
師
で
あ
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
も
共
有
し
て

い
た
も
の
だ
っ
た）

131
（

。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
大
方
の
宣
教
師
の
性
向
は
、
日
本
の

「
一
流
大
国
」
化
を
評
価
し
が
ち
な
日
本
人
の
自
己
認
識
と
は
齟
齬
が
あ
り
、

そ
の
た
め
宣
教
師
は
後
者
の
自
負
心
を
し
ば
し
ば
見
失
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四　

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問

１　

教
皇
庁
と
近
代
日
本

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
教
皇
庁
と
日
本
と
の
間
の
外
交
関
係
は
、
一
八
八
五

年
、
教
皇
レ
オ
十
三
世
が
、
北
緯
代
牧
区
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
を
特
派
使
節
に
任

命
し
て
、
親
書
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る）

132
（

。
日
露
戦
争
後
に
行
わ
れ
た

ピ
ウ
ス
十
世
に
よ
る
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
日
本
派
遣
は
、
そ
の
二
十
年
後
に
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
回
と
は
異
な
っ
て
第
三
国
の
ア
メ
リ
カ
の
司
教
が

教
皇
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
大
き
な
社

会
的
脚
光
を
浴
び
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
。

　

一
九
〇
三
年
、
レ
オ
十
三
世
を
継
い
で
教
皇
の
座
に
つ
い
た
ピ
ウ
ス
十
世
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は
、
極
東
で
勢
力
を
拡
大
す
る
日
本
に
お
け
る
宣
教
の
成
功
が
ア
ジ
ア
の
宣
教

の
将
来
に
も
た
ら
す
影
響
の
大
き
さ
を
見
越
し
て
、
日
本
に
お
け
る
従
来
の
宣

教
政
策
の
変
革
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
一
九
〇
四
年
六
月
二
十
二
日
、
東
京

大
司
教
区
の
補
佐
司
教
ム
ガ
ブ
ル
は
、
教
皇
庁
で
教
皇
に
謁
見
を
し
た
際
、
日

本
に
お
け
る
宣
教
の
状
況
を
伝
え
た
が
、
そ
の
時
、
彼
は
、
日
本
に
お
け
る
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
進
歩
は
遅
々
た
る
も
の
と
は
い
え
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
報

告
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
教
皇
は
ム
ガ
ブ
ル
に
、
日
本
人
は
宗
教
心
を
欠
く
と

聞
い
て
い
る
が
そ
れ
は
事
実
か
と
尋
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
は
教
皇
が
日
本
に
お

け
る
宣
教
の
不
振
の
原
因
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
問
い
に
対
し
、
ム
ガ
ブ
ル
は
、
日
本
人
は
宗
教
に
深
い
関
心
を
も
つ
国
民

で
あ
る
こ
と
を
様
々
な
例
証
を
あ
げ
て
答
え
て
い
る）

133
（

。

　

一
九
〇
四
年
二
月
に
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
教
皇
庁
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

教
皇
庁
付
大
使
を
経
由
し
て
、
日
本
政
府
に
戦
時
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
保
護
を
求
め
て
お
り）

134
（

、
当
初
よ
り
日
本
政
府
に
信
頼
を
置
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
当
時
、
在
墺
特
命
全
権
公
使
で
あ
っ
た
牧
野
伸
顕
は
、
一
九
〇
四
年
十

一
月
二
十
二
日
、
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
宛
て
の
外
交
報
告
で
、
現
地
の
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
教
皇
の
謁
見
記
録
を
紹
介
し
、
教
皇
が
日
露
戦
争
に
対
し
て
戦

争
の
悲
惨
を
説
く
一
方
で
、
ロ
シ
ア
側
が
戦
勝
を
神
助
に
祈
願
す
る
こ
と
を
批

判
し
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
隣
人
愛
の
立
場
の
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
反

す
る
と
い
う
談
話
を
発
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
牧
野
は
、
ロ
シ
ア
が
今
回

の
戦
争
を
「
耶
蘇
教
者
」
と
「
邪
教
者
」
と
の
間
の
決
戦
と
み
な
し
て
他
の
キ

リ
ス
ト
教
国
の
同
情
を
惹
こ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
教
皇
の
考
え
は
日
本
に

と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
附
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
牧
野
は
、
翌
年
、「
法
皇
廷
ノ
日
本
ニ
対
ス
ル
同
情
及
日
本
ト
外
交

関
係
開
設
ノ
希
望
ア
ル
コ
ト
」
と
い
う
外
交
報
告
（
一
九
〇
五
年
三
月
十
七
日
）

を
小
村
外
務
大
臣
に
送
っ
て
い
る
が
、
牧
野
は
こ
こ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン

ガ
リ
ー
帝
国
の
教
皇
庁
付
外
交
官
か
ら
の
話
と
し
て
、
教
皇
が
日
露
戦
争
当
初

か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
理
解
の
あ
る
日
本
に
好
意
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
教
皇
が
日
本
と
国
交
関
係
を
樹
立
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
牧
野
は
、
日
本
と
の
外
交
関
係
に
関
心
を
持
つ
教
皇
の
意

向
に
、
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
教
皇
庁
の
外
交

力
維
持
に
向
け
た
思
惑
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
み
て
お
り
、
こ
の
件
に
関
し
て
日

本
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
外
交
関
係
の
悪
化
を
避
け
る
た
め
に
も
十
分
の
配
慮
が
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る）

135
（

。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
報
告
を
通
し

て
、
日
露
戦
争
時
の
教
皇
の
日
本
に
対
す
る
好
意
は
当
時
の
日
本
政
府
の
上
層

部
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
〇
五
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
ヨ
ゼ
フ
・
ダ
ー
ル
マ

ン
は
、
同
年
七
月
三
日
、
ピ
ウ
ス
十
世
と
単
独
謁
見
を
果
た
し
た
が
、
こ
の

時
、
教
皇
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
再
派
遣
の
意
思
を
彼
に
伝
え
て
い
る
。
教
皇

が
、日
露
戦
争
後
、ア
メ
リ
カ
人
の
教
皇
使
節
を
派
遣
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
、

第
三
者
の
立
場
に
あ
る
オ
コ
ン
ネ
ル
司
教
に
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
実

情
を
客
観
的
に
把
握
さ
せ
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
の
実
現
と
、
日
本
に
お
け
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る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
高
等
教
育
機
関
の
設
立
と
い
う
、
教
皇
庁
が
か
ね
て
か
ら
計

画
し
て
い
た
構
想
の
妥
当
性
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
に
含
ま
れ
て
い
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
教
皇
庁
の
国
務
長
官
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
は
、
オ

コ
ン
ネ
ル
に
日
本
訪
問
を
命
じ
た
際
、「
日
本
帝
国
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
が

お
か
れ
て
い
る
状
況
、
将
来
に
期
待
し
う
る
こ
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
特

に
指
導
者
階
級
の
間
で
培
わ
れ
て
い
る
態
度
な
ど
に
つ
い
て
、
し
か
る
べ
き
用

心
を
も
っ
て
慎
重
に
で
は
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
正
確
に
調
べ
る
こ
と
」
と
い

う
指
令
（
一
九
〇
五
年
七
月
二
十
二
日
付
）
を
彼
に
内
密
に
発
し
て
い
た）

136
（

。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
は
、
そ
の
目
的
に
関
し
て
国
際
的
に
様
々
な
憶
測

を
呼
ん
で
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
駐
米
領
事
館
か
ら
、
一
九
〇
五
年
九
月
十
四

日
、
本
国
外
務
省
に
宛
て
て
オ
コ
ン
ネ
ル
の
訪
日
予
定
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
当
地
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
は
、
教
皇
庁
の
使
節
派
遣

の
目
的
が
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス

の
宣
教
会
の
管
轄
下
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
陥
っ
て
い
る
不
利
な
状
況
を
打
開

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
報
じ
て
い
た）

137
（

。

　

オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教
は
、
教
皇
庁
か
ら
も
パ
リ
の
宣
教
会
本
部
か
ら
も
、

事
前
に
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
に
関
し
て
正
式
の
連
絡
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
オ
コ
ン
ネ
ル
一
行
が
十
月
三
十
日
に
横
浜
港
に
到
着
し
た
時
、
日
本
の

教
会
関
係
者
が
彼
ら
を
出
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う）

138
（

。
教
皇
使
節
の
訪

問
は
、
外
交
上
の
も
の
と
は
い
え
、
日
本
の
教
会
を
管
轄
し
て
き
た
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
神
父
に
と
っ
て
、
唐
突
な
訪
問
と
し
て
戸
惑
い
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

当
時
、
反
教
権
政
策
を
進
め
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
一
九
〇
四
年
七
月

に
教
皇
庁
と
間
の
外
交
関
係
を
断
絶
し
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
か
つ
て

の
よ
う
に
自
国
の
教
皇
庁
付
大
使
を
通
じ
て
、
教
皇
庁
の
動
向
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
自
国
の
宣
教
会
や
修
道
会
の
利
害
の
た
め
に
教
皇
庁
へ
働
き
か

け
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
駐
日
公
使
ジ
ュ
ー
ル
・

ア
ル
マ
ン
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
中
、
彼
と
一
度
面
会
し
て
い
る
が
社
交
儀

礼
的
な
挨
拶
に
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
離
日
後
、
彼
が

本
省
に
送
っ
た
外
交
報
告
で
も
、
教
皇
使
節
の
訪
日
目
的
に
関
し
て
十
分
把
握

が
で
き
て
い
な
い
と
書
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）

139
（

。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
滞
日
中
、

ア
メ
リ
カ
公
使
や
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
公
使
と
は
親
し
く
接
し

て
い
た
が
、
ア
ル
マ
ン
に
対
し
て
は
嫌
悪
を
抱
い
た
模
様
で
、
自
伝
の
中
で
、

共
和
主
義
者
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
が
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
に
向
け
る
関
心
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
更
な
る
発
展
を
願
う
が
ゆ
え
の
も
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス

人
で
あ
る
彼
ら
の
存
在
が
日
本
に
お
け
る
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
の
拡
大

に
貢
献
し
う
る
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
的
な
感
想
を
記
し

て
い
る）

140
（

。

　

教
皇
使
節
の
来
日
は
、
日
本
社
会
で
も
関
心
を
呼
び
、
そ
の
訪
問
目
的
に
関

し
て
、
様
々
な
憶
測
が
な
さ
れ
て
い
た
。『
読
売
新
聞
』
の
記
事
「
羅
馬
法
王

使
節
の
使
命
」（
一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日
）
で
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
の
管
轄
下
に
な
っ
て
い
る
ゆ
え
に
宣
教
面
で
不
利
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な
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
教
皇
庁
が
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
こ
と
が
訪
問
の
理

由
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
横
浜
貿
易
新
報
』（
一
九

〇
五
年
十
一
月
二
十
八
日
）
の
記
事
「
法
王
使
節
の
使
命
」
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル

の
訪
日
に
は
、
教
皇
庁
に
よ
る
日
本
公
使
館
の
設
置
と
、
英
語
教
育
を
行
う
カ

ト
リ
ッ
ク
系
中
学
の
設
立
な
ど
英
語
に
よ
る
宣
教
の
準
備
と
の
二
つ
の
計
画
が

関
わ
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る）

141
（

。

　

こ
の
よ
う
な
教
皇
使
節
関
連
の
記
事
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
注
目
さ
れ
て

お
り
、
当
時
、『
声）

142
（

』
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
日
本
研
究
雑
誌
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ

M
élange

』）
143
（

で
は
、
評
言
と
と
も
に
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
。
後
者
の
『
メ
ラ

ン
ジ
ュ
』
は
、
ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ
が
、
東
京
大
司
教
区
の
宣
教
師
と
協

力
し
て
、
一
九
〇
四
年
に
季
刊
で
刊
行
し
た
雑
誌
（
一
九
〇
六
年
以
降
は
『
メ

ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ M

élange Japonais

』
に
誌
名
を
変
更
）
で
、
日
本
の
時

事
関
連
の
記
事
に
関
し
て
翻
訳
紹
介
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
教
皇
使
節
の
訪

問
目
的
を
様
々
に
憶
測
す
る
こ
れ
ら
の
報
道
の
内
容
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣

教
師
の
関
心
を
惹
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
ま
た
こ
の
事
実
は
宣
教

師
が
日
本
人
信
者
の
間
に
も
こ
の
よ
う
な
記
事
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
認
識

し
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

２　

滞
日
中
の
オ
コ
ン
ネ
ル

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
一
八
五
九
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

移
民
の
家
系
に
生
ま
れ
、
後
に
ボ
ス
ト
ン
大
司
教
や
枢
機
卿
の
地
位
に
就
き
、

ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
重
き
を
な
し
た
高
位
聖
職
者
で
あ
る
。
彼

は
、
一
九
三
一
年
に
『
回
想
七
十
年 Recollections of seventy years

』
と

い
う
自
伝
を
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
教
皇
使
節
と
し
て
の
日
本
訪
問
に
関

し
て
も
一
章
を
設
け
て
い
る
。
日
本
訪
問
は
彼
に
と
っ
て
後
年
ま
で
思
い
出
に

残
っ
た
出
来
事
の
一
つ
で
あ
り
、
後
年
ま
で
彼
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
と
上

智
大
学
の
創
立
に
貢
献
し
た
こ
と
に
誇
り
を
抱
い
て
い
た）

144
（

。
こ
の
彼
の
自
伝

は
、『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
で
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
以
下
、
本
論
で

も
こ
の
自
伝
を
参
照
し
つ
つ
、
彼
の
日
本
訪
問
時
の
行
動
を
見
て
い
き
た
い
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
教
皇
庁
か
ら
日
本
訪
問
を
命
じ
ら
れ
る
ま
で
、
日
本
に
関

し
て
特
に
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横

断
し
て
、
太
平
洋
を
航
行
す
る
途
次
に
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
本
な
ど

を
読
ん
で
日
本
訪
問
に
備
え
て
い
た）

145
（

。
約
三
週
間
の
日
本
訪
問
中
、
彼
は
、
皇

居
で
の
明
治
天
皇
へ
の
拝
謁）

146
（

、
政
府
高
官
へ
の
訪
問
、
帝
国
教
育
会
で
の
講
演

な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
が）

147
（

、
こ
の
自
伝
で
、
日
本
の
各
方
面
の
人
々

か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
等
教
育
機
関
の
設
立
や
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
か
ら
の

宣
教
団
体
の
来
日
を
期
待
す
る
声
を
聞
い
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

　

幾
多
の
方
面
か
ら
、
そ
の
な
か
に
は
最
高
の
地
位
に
い
る
日
本
人
も
ま

じ
っ
て
い
た
の
だ
が
、
私
は
次
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
た―

カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
、
そ
の
普
遍
的
教
会
と
し
て
の
国
際
的
特
徴
を
示
す
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
司
教
・
司
祭
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
な
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ぜ
た
だ
一
国
の
司
教
・
司
祭
の
手
に
全
面
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
か

と）
148
（

。
そ
こ
で
当
然
、
私
は
こ
の
こ
と
を
記
憶
に
と
ど
め
、
教
皇
庁
へ
の
報

告
の
な
か
に
も
然
る
べ
く
書
き
記
し
た
の
で
あ
る
。

　

首
相
の
桂
公
と
何
回
か
会
談
し
た
際
、
私
は
東
京
に
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

を
創
設
す
る
考
え
の
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
。
首
相
は
た
だ
ち
に
熱

心
な
態
度
で
こ
の
提
案
に
賛
意
を
示
し
、
た
だ
教
授
陣
・
経
営
陣
が
フ
ラ

ン
ス
人
だ
け
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
い
う
条
件
を
つ
け
た
。
こ
の
大
学
創
設

の
考
え
を
推
し
進
め
る
に
あ
た
っ
て
私
は
、
日
本
国
民
は
も
と
も
と
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
対
し
て
深
い
崇
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、

聖
人
が
属
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
そ
の
組
織
に
お
い
て
際
立
っ
て
国
際

的
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
こ
の
大
学
の
計
画
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
委
託

す
る
の
が
得
策
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
桂

公
は
、
き
わ
め
て
熱
心
に
、
全
面
的
な
同
意
を
表
明
し
た
の
で
あ
る）

149
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
桂
太
郎
と
の
面
会
時
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
の
設
立
計
画
案
を
持
ち
出
し
て
彼
の
意
見
を
伺
い
、
賛
同
を
得
た
こ
と
を

自
伝
に
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
桂
が
将
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
運
営
が

フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
独
占
で
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
の
注
文
を
伝
え
て
い
た

事
実
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
会
に
よ
っ
て
長
年
司
牧
が
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
き
た

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
体
制
を
彼
が
問
題
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、『
回
想
七
十
年
』
で
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
宣
教
師
や
修

道
士
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
観
察
を
記
し
て
い
る
。

　

日
本
滞
在
中
、
私
は
そ
の
地
の
事
情
を
調
べ
る
機
会
に
十
分
恵
ま
れ
、

そ
の
結
果
、
司
教
や
司
祭
は
す
べ
て
リ
ヨ
ン
信
仰
弘
布
会）

150
（

に
属
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
き
わ
め
て
熱
心
な
模
範
的
聖
職
者
で

あ
り
、
と
く
に
東
京
大
司
教
の
オ
ズ
ー
フ
猊
下
は
素
晴
ら
し
い
老
聖
職
者

の
風
格
を
た
た
え
て
い
た
。

　

司
祭
た
ち
が
全
員
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
は
一
種
国
家
的
な
色
彩
が
ま
つ
わ
り
つ
か
ず
に
は
い
な
か
っ

た
。
司
教
座
聖
堂
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
は
呼
ば
れ
ず
フ
ラ
ン
ス
教
会
と

呼
ば
れ
、
司
教
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
神
父
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
で
は
ど
う
し

て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
の
日
本
人
に
あ
や
ま
っ
た
印
象
を
与
え
た
だ

ろ
う
し
、
実
際
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
性
格
に
お
い
て
も
使
命
に
お
い
て

も
フ
ラ
ン
ス
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
善
良
な

宣
教
師
た
ち
の
な
か
に
少
な
く
と
も
数
人
、
物
の
見
方
や
言
動
に
あ
ま
り

に
も
フ
ラ
ン
ス
的
な
人
が
い
た
た
め
、
こ
の
考
え
が
か
な
り
強
調
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
が
経
営
す
る
学
校
や
学
院
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
第
一
に
据
え
ら

れ
、
説
教
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
教
鞭
を
取
っ
て
い
る

す
ぐ
れ
た
司
祭
や
修
道
者
の
り
っ
ぱ
な
精
神
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
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に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
、
そ
れ
も
多
数
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

人
た
ち
が
異
口
同
音
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
的
な
も

の
が
い
さ
さ
か
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
結
果
、
入
信
者
の
数
が
い
ち
じ
る

し
く
減
少
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
最
近
の
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
で
日
本
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ロ
シ

ア
の
親
密
な
同
盟
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
当
然
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
以
外
の
日
本
人
の
心
の
中
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
対
す
る

不
信
の
念
を
植
え
つ
け
る
い
っ
そ
う
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

せ
っ
か
く
す
ぐ
れ
た
司
祭
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
一
種
の
不
信
感
に

わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
は
、
そ
の
宗
教
的
感
化
の
力
は
ど
う
し
て
も
強
ま
り
よ

う
が
な
い
の
で
あ
っ
た）

151
（

。

　

こ
れ
は
後
年
の
回
想
で
あ
る
だ
け
に
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
当
時
の
心
象
が
そ
の

ま
ま
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
は
こ
こ
で
フ
ラ
ン
ス

人
の
聖
職
者
の
資
性
と
献
身
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
の
国
籍
ゆ
え
に
彼

ら
の
営
為
が
十
分
に
実
ら
ず
、
教
会
の
発
展
に
阻
害
を
き
た
し
て
い
る
と
い
う

判
断
を
下
し
て
い
る）

152
（

。
彼
が
短
期
間
の
滞
在
と
日
本
に
関
す
る
不
十
分
な
予
備

知
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
教
会
の
問
題
点
に
関
し
て
確
信

的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
彼
が
す
で
に
来
日
前
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
聖
職

者
の
指
導
下
に
あ
る
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
に
対
し
て
否
定
的
な
先

入
見
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

　

た
だ
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
滞
日
中
、
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
か
ら
教
会
の

実
状
に
関
し
て
様
々
な
意
見
を
得
て
い
た
。
オ
コ
ン
ネ
ル
の
訪
問
時
、
日
本
人

の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
示
し
た
行
動
に
は
積
極
的
な
も
の
が
あ
り
、
オ
コ
ン
ネ

ル
の
日
本
教
会
観
が
彼
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
来
日
時
の
オ
コ
ン
ネ
ル
と
日
本
人
信
者
の
関
係
を
う
か
が
っ
て
い
こ

う
。３　

『
日
本
』
の
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」

　

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
時
、
彼
と
接
す
る
機
会
を
も
っ
た
日
本
人
信

者
の
一
人
に
、
当
時
、『
声
』
記
者
で
あ
っ
た
山
口
鹿し

か

三ぞ
う

（
一
八
七
〇―

一
九
五

三
）
が
い
る）

153
（

。
山
口
は
、
築
地
の
神
学
校
で
前
田
長
太
と
と
も
に
リ
ギ
ョ
ー
ル

か
ら
学
ん
だ
が
、
神
父
に
な
る
道
を
選
ば
ず
、
伝
道
士
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の

出
版
物
宣
教
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
教
皇
使
節
の

滞
日
中
、
オ
コ
ン
ネ
ル
と
東
京
大
司
教
区
の
教
会
幹
部
と
の
間
の
中
継
役
を
務

め
て
い
た
ら
し
く
、
教
皇
使
節
の
秘
書
か
ら
山
口
に
送
ら
れ
た
書
簡
が
残
さ
れ

て
い
る）

154
（

。

　
『
声
』
に
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
オ
コ
ン
ネ
ル
と
面
会
を
し
た

記
者
の
訪
問
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
無
署
名
の
記
事
の
筆
者
は
山

口
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
そ
の
時
、
彼
に
「
日
本
の
信
者
に
悦
び

て
面
会
す
べ
し
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
日
本
の
教
会
事
情
を
正
確
に
把
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握
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
た

た
め
だ
ろ
う
。

　

山
口
は
、
十
一
月
十
二
日
、
使
節
の
許
へ
二
度
目
の
訪
問
を
行
っ
た
が
、
そ

の
時
、当
日
発
刊
さ
れ
た
日
刊
新
聞
『
日
本
』
の
巻
頭
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」

を
仏
訳
し
て
持
参
し
た）

155
（

。
教
皇
使
節
の
来
日
時
、
様
々
な
新
聞
が
こ
の
出
来
事

に
関
し
て
記
事
を
書
い
て
い
た
が
、
こ
の
『
日
本
』
の
社
説
は
、
以
下
に
見
る

よ
う
に
当
時
最
も
教
会
内
で
反
響
を
呼
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
社
説
は
、
現

在
、『
陸
羯
南
全
集
』（
み
す
ず
書
房
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の『
日
本
』

の
社
説
は
全
て
が
陸
羯
南
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
彼
の
執
筆
し
た

も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い）

156
（

。

　

山
口
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
訪
日
か
ら
三
十
数
年
を
経
た
一
九
四
二
年
一

月
、
こ
の
出
来
事
に
関
す
る
手
記
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
「
羅
馬
法
王
使

僧
」
に
つ
い
て
触
れ
、「
当
時
、
最
も
有
力
な
る
日
刊
新
聞
『
日
本
』
は
、
其

社
説
（
主
筆
三
宅
雄
二
郎
博
士
の
筆
を
覚
え
て
い
ま
す
）
に
長
文
の
使
節
歓
迎
文

を
掲
げ
、
其
中
に
羅
馬
教
皇
が
日
本
に
天
主
公
教
を
有
効
に
弘
め
た
い
と
思
う

な
ら
ば
、
高
等
教
育
の
学
校
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
き
ま
し
た
。

私
は
、
早
速
、
其
の
社
説
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
使
節
を

訪
問
し
て
之
を
御
覧
に
入
れ
ま
し
た
。
使
節
は
私
の
訳
文
を
高
い
声
で
読
ん

で
、
種
々
御
下
問
に
な
り
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る）

157
（

。
こ
の
山
口
の
回
想
は
、

『
日
本
』
の
社
説
が
オ
コ
ン
ネ
ル
の
関
心
を
惹
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ

り
、
事
実
、
教
皇
庁
に
提
出
さ
れ
た
オ
コ
ン
ネ
ル
の
「
報
告
書
」
に
も
そ
の
仏

訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

158
（

。

　

た
だ
、
山
口
は
、
こ
の
手
記
の
一
文
で
こ
の
社
説
の
内
容
を
誤
っ
て
紹
介
し

て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
は
、「
長
文
の
使
節
歓
迎
文
」

と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
も
、
ま
た
教
皇
使
節
に
「
高
等
教
育
の
学
校
を
設
立

す
る
必
要
」
を
説
い
た
も
の
で
も
な
く
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
社
会
的

に
目
立
た
な
い
現
況
を
批
判
的
に
記
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る）

159
（

。

　

こ
の
社
説
は
、
冒
頭
で
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
と
明
治
天
皇
へ
の
ロ
ー
マ
教
皇

の
親
書
捧
呈
に
触
れ
、
そ
れ
が
「
各
国
人
士
の
揣
摩
憶
測
を
免
か
れ
ざ
る
所
、

我
が
国
人
は
比
較
的
宗
教
に
淡
泊
な
る
丈
け
、
此
に
重
き
を
置
か
ざ
ら
ん
も
、

幾
許
か
該
教
の
現
状
に
注
意
し
始
め
し
跡
あ
り
、
又
注
意
す
べ
き
価
値
あ
る
に

相
違
な
し
」
と
述
べ
、
次
に
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
宣
教
の
歴
史
的
事
実
に
言
及

し
て
い
る
。
続
い
て
、
こ
の
社
説
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
に
触
れ
、
信
者

数
で
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
中
で
最
大
の
規
模
を
誇
り
な
が
ら
も
、
信
者

が
長
崎
地
方
に
集
中
し
て
下
層
階
級
の
者
が
多
い
が
た
め
、
一
般
社
会
で
は
そ

の
活
動
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
の
一
端
を
有
能

な
外
国
人
宣
教
師
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
。

　

羅
馬
旧
教
は
日
本
を
東
京
、
大
阪
、
函
館
、
長
崎
の
四
教
区
に
分
ち
、

信
徒
総
じ
て
約
六
万
、
而
し
て
長
崎
教
区
其
の
三
分
の
二
を
占
め
る
は
、

即
ち
由
来
せ
る
の
遠
く
、
か
の
天
草
騒
動
に
も
関
係
あ
り
し
所
以
な
り
。

随
っ
て
二
事
の
記
す
べ
き
あ
り
。
一
は
其
の
地
方
に
偏
し
、
数
の
多
き
割
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合
に
世
の
耳
目
に
触
れ
ざ
る
事
、
一
は
其
の
下
層
に
偏
し
、
数
の
多
き
割

合
に
勢
力
と
し
て
顕
わ
れ
ざ
る
事
、
是
な
り
。
信
徒
の
数
の
実
に
全
国
基

督
教
派
の
第
一
に
居
り
な
が
ら
、
其
の
何
を
為
し
つ
つ
あ
る
か
の
知
ら
れ

ず
、
如
何
な
る
宣
教
師
が
如
何
な
る
処
に
布
教
す
る
か
の
聞
こ
え
ざ
る
、

不
思
議
な
程
な
り
。
水
の
深
き
は
音
な
し
、
該
教
の
多
く
噂
に
登
ら
ず
し

て
、
信
徒
の
最
も
多
き
は
、
一
種
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
性
質
を
帯
ぶ
と
す
べ

き
も
、
過
去
の
状
態
を
維
持
す
る
に
こ
そ
充
分
な
れ
、
将
来
の
発
展
を
期

す
る
に
於
て
如
何
に
あ
る
べ
き
か
。
九
州
の
一
方
に
数
万
の
賤
民
を
味
方

と
す
る
こ
と
、
究
極
何
程
の
効
力
あ
る
べ
き
か
。

　

外
国
よ
り
来
た
る
宣
教
師
は
、
我
が
住
居
の
陋
、
着
服
の
粗
を
看
、
未

開
の
蕃
民
と
大
同
小
異
と
し
、
時
計
を
示
し
て
天
地
に
造
物
主
あ
る
を
説

く
な
ど
、
ひ
た
す
ら
卑
近
を
事
と
し
、
内
地
の
伝
道
士
亦
た
之
を
受
売
り

す
る
が
、
斯
か
る
類
は
或
る
僻
地
を
除
き
、
大
抵
冷
嘲
に
終
わ
る
が
常
な

り
。
我
が
国
人
は
外
見
と
不
釣
合
に
理
会
力
に
富
み
、
中
学
生
徒
以
上
の

者
は
一
と
通
り
の
説
明
に
て
感
服
せ
ず
、
時
務
を
論
ず
る
徒
は
概
し
て
智

識
に
於
て
彼
等
宣
教
師
の
上
に
出
ず
と
看
做
す
べ
し
。
仏
教
衰
頽
、
僧
侶

堕
落
の
声
高
く
、
稍
々
教
育
あ
る
者
に
し
て
真
面
目
に
之
を
信
ず
る
の
多

か
ら
ざ
る
に
、
基
督
教
の
其
の
虚
を
衝
か
ん
と
し
て
得
ざ
る
は
、
種
々
の

事
情
あ
る
も
、
有
力
な
る
宣
教
師
な
き
こ
と
与
り
て
失
な
し
と
せ
ず
。
自

由
討
究
の
準
備
に
怠
ら
ざ
る
新
教
教
師
さ
え
、
尚
知
識
を
練
磨
し
得
た
る

は
極
め
て
少
し
。
旧
式
に
拘
泥
す
る
旧
教
に
於
い
て
、
新
た
に
勃
興
せ
る

日
本
の
社
会
に
順
応
す
る
こ
と
、
寧
ろ
難
か
ら
ず
や
。
布
教
は
行
に
在

り
、
言
に
在
ら
ず
と
い
う
も
、
言
も
亦
た
忽
に
す
べ
か
ら
ず
、
況
ん
や
行

の
特
に
称
す
る
に
足
ら
ざ
る
、
何
を
以
て
教
法
の
弘
ま
る
を
期
す
べ
け
ん

や）
160
（

。

　

こ
の
『
日
本
』
の
社
説
は
、
教
会
関
係
者
の
間
で
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
お

り
、『
声
』（
第
三
四
七
号
、一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）
は
、「
教
会
思
潮
欄
」

で
全
文
に
わ
た
っ
て
転
載
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
紹
介
文
の
タ
イ

ト
ル
が
「
局
外
者
の
苦
言
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
物
語
る
よ
う
に
、
こ
の
社
説
が

注
目
を
受
け
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
言
及
に
お
い
て
誤
解
を
含
み
な

が
ら
も
、
そ
の
批
判
が
「
世
に
稀
に
見
る
真
摯
の
忠
言
な
り
、
ひ
と
り
宣
教
師

の
み
な
ら
ず
、
伝
道
師
の
み
な
ら
ず
、
一
般
吾
教
信
徒
の
猛
然
と
し
て
自
省
す

べ
き
有
益
の
苦
言
な
り
」
と
し
て
、
教
会
の
現
状
の
問
題
点
へ
の
指
摘
に
お
い

て
傾
聴
に
値
す
る
意
見
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
の
論
説
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
認
知
が
低
い
こ
と
を
認
め
、
来
日
外
国
人
宣
教
師
の
資
質
に
注

文
を
付
け
て
い
る
点
に
お
い
て
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民

ら
の
主
張
と
共
通
す
る
面
の
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
内

容
に
批
判
を
加
え
る
必
要
を
認
め
た
の
だ
ろ
う
か
、
同
誌
の
次
号
（
第
三
四
八

号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
十
日
）
に
は
、
主
筆
ル
モ
ア
ー
ヌ
に
よ
る
論
説
「『
日

本
』
新
聞
の
「
羅
馬
法
皇マ
マ

使
僧
」
を
読
む
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、そ
こ
で
、



二十世紀初頭における転換期の日本カトリック教会

261

彼
は
そ
の
内
容
に
関
し
「
当
否
ほ
と
ん
ど
相
半
ば
す
」
と
留
保
を
つ
け
な
が
ら

も
、
議
論
に
不
備
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
社
説
が
日
本

に
お
け
る
宣
教
の
成
功
に
は
優
れ
た
学
識
を
も
つ
宣
教
師
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、「
記
者
知
ら
ず
や
、
宗
教
を
宣
布
せ
ん
に
は
、

其
の
説
教
が
徒
ら
に
深
遠
高
尚
な
る
を
感
嘆
せ
ら
れ
ん
よ
り
も
、
寧
ろ
一
般
の

聴
衆
に
あ
た
う
べ
き
だ
け
用
意
に
了
解
せ
ら
る
る
を
要
す
る
も
の
な
る
を
」
と

反
論
し
、
宣
教
の
成
果
は
、
宣
教
師
の
学
識
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。
そ
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
事
業
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

そ
の
批
判
に
対
し
て
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、「
然
り
。
遺
憾
な
が
ら
資
力
の
足
ら

ざ
る
が
為
に
大
規
模
を
以
て
布
教
す
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
妨
げ
ら
る
る
は
蔽
う

べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
」
と
認
め
な
が
ら
も
、
静
岡
の
神
山
復
生
病
院
や
熊

本
の
琵
琶
崎
待
労
院
な
ど
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
が
創
立
し
た
ハ
ン
セ

ン
病
病
院
の
存
在
を
あ
げ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
優
れ
た
事
業
を
行
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
社
会
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
の
だ

と
論
を
進
め
て
い
る
。

　

最
後
に
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
活
動
が
一
般
に
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
信
者
個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ
日
々
の
生
活
の
充
実

を
も
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
社
会
に
拡
が
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
論
じ
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
知

名
度
の
不
足
に
関
し
て
、在
日
宣
教
師
の
資
質
に
結
び
付
け
て
論
じ
た『
日
本
』

の
社
説
の
論
旨
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

実
に
吾
が
公
教
が
今
日
ま
で
我
国
に
多
く
知
ら
れ
ざ
り
し
は
『
日
本
』

記
者
の
言
え
る
が
如
し
。
是
れ
須
ら
く
吾
人
の
一
考
す
べ
き
事
な
ら
ず

や
。（
中
略
）
過
日
の
青
年
会
大
使
歓
迎
の
如
き
大
集
会
は
吾
が
公
教
の

光
輝
を
発
揚
す
る
良
法
な
り
。
機
会
を
求
め
て
時
時
都
鄙
の
至
る
処
に
開

催
す
る
は
世
に
普
く
吾
教
の
光
輝
を
認
め
し
む
る
に
必
要
な
り
。
ひ
と
り

集
会
の
み
な
ら
ず
、
或
い
は
筆
に
或
い
は
口
に
、
殊
に
は
実
践
躬
行
を
以

て
、
家
に
あ
る
一
切
の
物
を
照
ら
す
が
為
に
、
燈
火
を
燈
台
の
上
に
置
か

ん
こ
と
は
、
吾
人
の
宜
し
く
努
べ
き
所
な
り
。
此
の
点
に
於
い
て
、
記
者

の
所
言
は
正
に
吾
人
が
頂
門
の
一
針
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず）

161
（

。

　

前
田
長
太
も
、
山
口
鹿
三
と
同
様
に
、
教
皇
使
節
の
訪
問
時
に
彼
と
関
わ
り

を
も
っ
た
日
本
人
信
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
彼
が
雑
誌
『
通
俗
宗
教

談
』
で
、
こ
の
『
日
本
』
の
社
説
を
取
り
上
げ
た
論
説
は
、
教
会
内
で
大
き
な

否
定
的
反
響
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
教
皇
使
節
訪
問
時
に
お

け
る
前
田
長
太
や
彼
の
指
導
す
る
青
年
会
の
活
動
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。４　

教
皇
使
節
訪
問
時
の
前
田
長
太
と
公
教
青
年
会

　

オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
訪
日
中
、
前
田
長
太
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
滞
在
中
の
彼

に
単
身
で
面
会
を
求
め
て
知
遇
を
得
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
訪
問
し
て
い
た）

162
（

。

前
田
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
通
じ
た
教
会
知
識
人
と
し
て
、
反
教
権
政
策
を
強
め
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る
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
同
国
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
対
立
や
、
そ
れ
に
伴
う
フ

ラ
ン
ス
政
府
と
教
皇
庁
の
外
交
関
係
の
悪
化
な
ど
、
当
時
の
海
外
教
会
事
情
に

明
る
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が）

163
（

、
そ
れ
だ
け
に
教
皇
使
節
の
訪
問
に

日
本
の
教
会
情
勢
の
視
察
と
い
う
目
的
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
た
や
す
く
察

し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
オ
コ
ン
ネ
ル
に
と
っ
て
も
、
前
田
は
、

日
本
の
教
会
の
内
情
に
精
通
し
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
と
利
害
を
同
じ

く
し
な
い
現
地
人
神
父
と
い
う
資
格
に
お
い
て
格
好
の
情
報
提
供
者
に
思
え
た

は
ず
で
あ
る
。

　

前
田
は
、
帝
国
教
育
会
で
行
わ
れ
た
オ
コ
ン
ネ
ル
の
記
念
講
演
（
十
一
月
二

十
二
日
）
で
通
訳
を
務
め
て
い
る
が
、
同
会
に
お
け
る
講
演
の
実
現
の
根
回
し

を
し
た
の
は
彼
で
あ
ろ
う）

164
（

。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
こ
の
講
演
を
ラ
テ
ン
語
で
行
っ
て

い
る
が
、
帝
国
教
育
会
の
大
方
の
会
員
に
縁
遠
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
言
語
で
講

演
が
実
施
さ
れ
た
の
も
、
通
訳
者
を
務
め
た
前
田
の
意
向
が
反
映
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

165
（

。
ラ
テ
ン
語
の
講
演
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
に
と
っ
て
初

の
試
み
で
あ
り
、
不
慣
れ
な
古
典
語
に
よ
る
講
演
を
彼
自
ら
望
ん
で
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る）

166
（

。

　

教
皇
使
節
の
来
日
は
、
日
本
の
教
会
関
係
者
に
と
っ
て
、
教
皇
庁
が
自
国
に

強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
出
来
事
で
あ
り
、
ま
た
使
節
の
訪
問

を
機
に
自
ら
の
宗
教
が
社
会
一
般
の
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ

の
訪
問
の
意
義
を
知
る
者
に
は
歓
迎
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
訪
問

中
に
教
皇
使
節
を
歓
迎
す
る
一
般
向
け
の
講
演
会
が
東
京
で
催
さ
れ
た
が
、
こ

れ
を
企
画
し
た
の
は
前
田
と
フ
ェ
ラ
ン
の
指
導
す
る
公
教
青
年
会
の
学
生
信
徒

達
だ
っ
た
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
時
、『
時
事
新
報
』（
一
九
〇
五
年
十
一
月
十
一
日
）
は
、

日
本
の
宗
教
家
に
向
け
て
、
宗
派
を
問
わ
ず
、「
現
世
界
に
お
け
る
精
神
界
の

大
王
」
た
る
ロ
ー
マ
教
皇
に
敬
意
を
表
す
べ
く
、
使
節
を
大
い
に
歓
迎
す
べ
し

と
説
く
記
事
（「
羅
馬
法
王
の
使
節
」）
を
掲
載
し
た
が
、
そ
れ
を
読
ん
だ
公
教

青
年
会
の
学
生
達
が
そ
の
歓
迎
会
を
仏
教
徒
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
手
で
行
わ

れ
た
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
名
折
れ
で
あ
る
と
立
ち
上
が
り
、
自
身
の
手
で
講

演
会
を
実
現
さ
せ
た
の
が
事
の
成
り
行
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
る）

167
（

。
日
露
戦
争
の

勃
発
間
も
な
い
時
期
に
設
立
さ
れ
た
公
教
青
年
会
は
、
神
父
の
指
導
下
に
研

究
・
修
養
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
り）

168
（

、
戦
争
中
に
も
対
外

的
な
組
織
活
動
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
教
皇
使
節
の

歓
迎
講
演
会
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
最
初
の
大
規
模
な
対
外
活
動
と
な
っ
た）

169
（

。

彼
ら
学
生
信
徒
に
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
幹
部
に
こ
の
機
を
利
用
し
て
対
外

向
け
の
一
般
歓
迎
会
を
行
な
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
伝
を
行
う
と
い
う
よ

う
な
積
極
性
を
持
ち
合
せ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う）

170
（

。

　

な
お
、
公
教
青
年
会
の
学
生
ら
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
滞
在
中
の
オ
コ
ン
ネ
ル

の
も
と
に
出
向
い
て
面
会
を
果
た
し
た
時
、
彼
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
、
英
語

又
は
ド
イ
ツ
語
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
を
設
立
す
る
よ
う
に
進
言
し
た
と
い
わ

れ
る）

171
（

。
明
治
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
系
修
道
会
の
教
育
事
業
は
、
初
等
・
中
等

教
育
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
初
期
よ
り
多
数
の
高
等
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教
育
機
関
を
設
立
し
て
い
た
の
で
、
青
年
会
の
会
員
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
立

ち
遅
れ
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
東

京
大
司
教
区
の
日
本
人
信
徒
が
、
教
皇
使
節
と
い
う
日
本
の
大
司
教
よ
り
も
上

位
に
た
つ
高
位
聖
職
者
と
出
会
う
機
会
を
用
い
て
、
間
接
的
に
で
は
あ
れ
、
教

皇
庁
へ
の
意
見
具
申
と
い
う
形
で
日
本
の
教
会
の
内
部
変
革
を
図
ろ
う
と
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
教
皇
使
節
の
歓
迎
講
演
会
は
、
十
一
月
十
八
日
、
神
田
の
基
督
教
青
年

会
館
で
行
わ
れ
た
。
東
京
市
長
の
尾
崎
行
雄
が
祝
辞
を
寄
せ
、
宗
教
学
者
の
姉

崎
正
治
、
衆
議
院
議
員
の
島
田
三
郎
や
、
東
京
帝
国
大
学
の
英
語
講
師
で
聖
公

会
信
者
の
ア
ー
サ
ー
・
ロ
イ
ド
（A

rthur Lloyd

）
ら
が
講
演
者
に
招
か
れ
て
、

前
田
長
太
と
と
も
に
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
朝
を
歓
迎
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る）

172
（

。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
施
設
を
教
皇
使
節
の
歓
迎
会
場
と
し
て
選
び
、
島
田

三
郎
の
よ
う
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
知
名
人
ま
で
講
演
者
に
呼
び
よ
せ
た
日
本

人
の
若
手
信
徒
の
行
動
力
に
対
し
て
、
戸
惑
い
を
覚
え
て
い
た
者
が
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
神
父
に
少
な
か
ら
ず
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、
教
皇
使
節
が

歓
迎
講
演
会
の
実
施
を
承
諾
し
た
以
上
、
大
目
に
み
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

公
教
青
年
会
の
学
生
代
表
が
述
べ
た
開
会
の
辞
は
、「
今
や
吾
国
は
戦
勝
の

結
果
に
よ
り
、
世
界
第
一
等
の
国
に
列
し
た
り
と
い
う
意
義
は
、
単
に
武
力
の

点
よ
り
の
い
う
に
あ
ら
ず
し
て
文
明
の
点
よ
り
観
察
し
て
亦
一
等
国
の
地
位
に

あ
り
し
事
を
世
界
に
示
し
た
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た）
173
（

。
こ
の
講
演
会
は
、
約
千
二
、
三
百
名
の
満
員
の
聴
衆
を
集
め
て
成
功
裡
に

終
わ
り
、
教
会
の
社
会
的
認
知
の
少
な
さ
に
劣
等
感
を
抱
い
て
い
た
学
生
信
徒

に
自
信
と
満
足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
そ
れ
が
信
徒

の
主
体
的
な
活
動
に
よ
っ
て
教
会
の
対
外
事
業
が
実
現
さ
れ
た
と
い
う
点
に
お

い
て
も
、
近
代
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
史
の
上
で
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
青
年
知
識
人
の
信
徒
活
動
の
発
展
に

期
待
を
寄
せ
て
い
た
フ
ェ
ラ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
信
仰
公
布
会
の
機
関
紙
に
、

「
こ
の
よ
う
な
前
例
の
な
い
大
成
功
は
、
私
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
生
ら
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
献
身
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
の
で
す
」と
報
告
し
て
い
る）

174
（

。
ま
た
、

オ
コ
ン
ネ
ル
の
「
報
告
書
」
に
は
、
こ
の
講
演
会
の
様
子
を
伝
え
る
リ
ギ
ョ
ー

ル
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
彼
は
若
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の

行
動
に
よ
り
こ
の
催
し
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
冒
頭
に
記
し
て
い
る）

175
（

。『
声
』

の
記
事
も
、「
之
に
よ
っ
て
我
が
公
教
の
名
を
広
く
世
に
示
し
た
る
は
蓋
し
十

年
隠
微
の
布
教
に
優
り
た
る
も
の
之
あ
り
し
な
ら
む
」
と
好
意
的
に
報
じ
て
い

た）
176
（

。

　

も
っ
と
も
、
東
京
大
司
教
区
の
一
般
信
徒
の
間
で
は
、
教
皇
使
節
の
来
訪
は

さ
し
て
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
模
様
で
あ
り
、
十
一
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
東

京
の
六
教
会
（
築
地
、
関
口
、
麻
布
、
本
所
、
神
田
、
本
郷
）
連
合
に
よ
る
歓
迎

会
で
は
来
会
者
も
多
く
な
か
っ
た
う
え
に
、
教
皇
使
節
の
歓
迎
会
で
あ
る
こ
と

も
知
ら
ず
、
普
段
着
で
参
加
し
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
い
う）

177
（

。
わ
れ
わ
れ
は
、

先
に
長
崎
教
区
の
信
徒
ら
が
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
に
教
皇
庁
に
よ
る
日
本
の
教
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会
事
情
の
視
察
の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鋭
敏
に
察
し
て
、
使
節
に
向

け
た
「
請
願
書
」
を
作
成
し
て
届
け
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
東
京
大
司
教
区
の
信
徒
の
状
況
は
、
当
時
の
日
本
人
信
徒
の
中
で
教
皇
使
節

の
来
訪
に
積
極
的
に
反
応
し
た
も
の
が
決
し
て
多
半
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

５　

前
田
事
件―

論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
の
波
紋

Ⅰ　
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
同
月
二
十
五
日
に
横
浜
港
を
立
ち
、
神
戸
と
長
崎
の
寄
港

を
経
て
、
教
皇
庁
へ
報
告
の
途
に
つ
い
た
。
こ
の
使
節
の
訪
問
は
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
、
記
念
碑
的
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
帰
国
後
、
前

田
長
太
が
教
皇
使
節
の
来
日
に
関
し
て
論
じ
た
論
説
は
、
教
会
内
で
大
き
な
否

定
的
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
後
、
前
田
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
（
一

九
〇
五
年
十
二
月
）
に
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
と
い
う
論
説
を
掲
載
し
た
。

そ
の
冒
頭
で
、
彼
は
、『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
を

取
り
上
げ
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
事
業
が
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
優
れ
た
知
識
を
持
つ
宣
教
師
の
不
在
に
原
因
を
求
め
た
そ
の
論
に
対
し

て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
す
で
に
少
数
な
が
ら
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
に

よ
っ
て
知
識
人
向
け
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
慈
善
事
業
で
は

神
山
復
生
病
院
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
の
論
説
の
筆
者
の
観
察
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
、
こ
の
『
日
本
』
の
社
説
の
論
旨
に

内
心
で
は
賛
同
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
前
田
は
、
続
い
て
、
自
分
の
持
論
に

引
き
寄
せ
て
議
論
を
展
開
し
、
従
来
の
下
層
階
級
を
対
象
に
し
た
慈
善
事
業
を

中
心
と
す
る
宣
教
事
業
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
知
識
人
や
上
流
階
級
を
主

要
対
象
と
す
る
宣
教
を
行
う
こ
と
も
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
を
公
然
と
主
張
し

て
い
る
。

　

宗
教
は
学
問
に
あ
ら
ず
、
布
教
は
灌
学
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
学
界
の

方
面
は
ど
う
で
も
よ
い
よ
う
な
訳
で
は
あ
る
が
、
然
し
老
幼
婦
女
を
済
度

す
る
ば
か
り
が
布
教
の
主
意
で
も
な
け
れ
ば
、
不
幸
薄
命
者
を
救
う
許
り

が
宣
教
者
の
能
事
で
も
あ
ら
ざ
る
べ
け
れ
ば
、
今
後
は
日
本
の
学
者
社

会
、
上
流
社
会
の
方
に
も
手
を
出
し
た
な
ら
ば
、
如
何
か
と
思
う
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
前
田
は
、
教
皇
使
節
の
来
日
が
、
日
本
社
会
の
耳
目
を
集
め
た
こ
と

に
触
れ
、
そ
れ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
社
会
的
認
知
の
向
上
に
大
き
な
貢
献
の

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
功
績
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
、
下

記
の
よ
う
に
揶
揄
を
交
え
た
筆
致
で
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
年
来
の
活
動
を
否

定
的
に
引
き
合
い
に
出
し
て
さ
え
ま
で
い
る
。

　
『
数
の
多
き
割
合
に
世
の
耳
目
に
触
れ
ぬ
』
と
云
わ
れ
た
る
日
本
の
カ
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ソ
リ
ッ
ク
教
会
は
、
唯
一
人
の
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
司
教
の
閣
下
の
為
め
に
忽

ち
世
の
耳
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
兎
に
角

オ
ー
コ
ン
ネ
ル
司
教
閣
下
の
来
朝
は
記
者
の
予
想
に
反
し
（
恐
ら
く
は
幾

多
宣
教
師
の
予
想
に
も
反
し
て
？
）
我
が
日
本
公
教
会
の
為
に
、
新
紀
元
を

開
い
た
と
言
っ
て
も
、
過
当
溢
美
の
言
で
は
あ
る
ま
い
。
記
者
は
今
日
ま

で
同
教
宣
教
師
達
が
刻
苦
精
励
二
三
十
年
に
及
び
て
も
獲
得
す
る
こ
と
出

来
な
か
っ
た
所
、
使
節
閣
下
は
来
朝
早
々
一
挙
に
し
て
之
を
獲
得
し
た
と

断
ず
る
に
憚
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　

前
田
は
、
こ
の
論
説
で
、
自
分
が
教
皇
使
節
か
ら
親
し
い
知
遇
を
得
た
こ
と

に
関
し
て
、「
記
者
は
し
ば
し
ば
使
節
閣
下
に
面
謁
し
、
随
員
の
二
師
と
も
面

談
し
、
殆
ど
一
見
旧
識
の
如
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
に
姉
崎
博
士
な

ど
と
も
知
己
に
な
り
、
使
節
閣
下
の
御
出
発
に
な
る
ま
で
は
し
ば
し
ば
御
訪
問

申
上
げ
て
、
日
本
の
現
況
、
天
下
の
大
勢
な
ど
と
い
う
と
少
し
大
袈
裟
で
は
あ

る
が
、
兎
に
角
そ
の
幾
分
だ
け
は
確
か
に
之
を
申
上
げ
、
こ
れ
に
対
す
る
使
節

閣
下
の
御
胸
中
を
も
推
知
す
る
こ
と
を
得
た
訳
で
あ
る
。
か
く
て
御
出
発
の
日

ま
で
し
ば
し
ば
談
笑
の
栄
を
か
た
じ
け
な
う
し
、
時
に
は
「
お
前
が
羅
馬
教
皇

陛
下
に
直
接
日
本
の
教
勢
及
び
今
回
我
を
歓
迎
し
た
る
状
況
等
を
申
し
上
げ

ろ
」
な
ど
と
例
の
米
国
流
の
平
民
的
こ
と
ば
を
賜
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
書
い

て
い
る）

178
（

。
こ
の
論
説
の
読
者
は
、
前
田
が
教
皇
使
節
と
の
親
し
い
関
係
を
誇
示

し
て
い
る
印
象
を
受
け
、
彼
が
教
皇
に
意
見
を
申
上
げ
る
の
は
僭
越
で
あ
る
と

謙
遜
し
て
い
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
披
歴
さ
れ
て
い
る
過
去
の
在
日
宣
教
師
に
よ

る
教
会
事
業
に
対
す
る
彼
の
批
判
的
見
解
を
も
教
皇
使
節
に
伝
え
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
前
田
の
論
説
の
発
表
後
、
教
会
は
、「
物
議
騒
然
」
に
な
り
、
前
田
を

「
離
教
者
」
と
断
ず
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う）

179
（

。
こ
の
論
説
は
、
前
田
に
無
断
の

ま
ま
仏
訳
さ
れ
、
差
出
人
や
差
出
場
所
の
記
載
も
な
い
状
態
で
各
地
の
宣
教
師

の
も
と
に
送
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
前
田
は
何
者
か
が
画
策
し

て
前
田
本
人
が
翻
訳
文
書
を
送
付
し
た
か
の
よ
う
に
装
っ
た
そ
の
行
為
の
卑
劣

を
非
難
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
翻
訳
文
書
は
、
彼
の
論
説
を
正
確
に
仏

訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
の
論
旨
が
枉
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
覆
面
の
翻
訳
者
は
、
文
書
の
受
け
取
り
手
の
宣
教
師
が
、
読
後
に

前
田
の
議
論
に
対
し
て
反
感
を
持
つ
こ
と
を
想
定
し
て
行
っ
た
こ
と
に
は
疑
い

が
な
く
、
彼
の
信
用
失
墜
を
狙
っ
た
何
者
か
に
よ
る
意
図
的
行
為
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る）

180
（

。

　

前
田
は
、
自
分
の
論
説
が
教
会
内
で
非
難
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
弁

明
を
試
み
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
先
に
見
て
き
た
通
り
、
知
識
人
向
け
宣
教

事
業
の
重
要
性
を
強
調
す
る
そ
の
主
張
は
、
彼
の
年
来
の
も
の
で
あ
る
。
た

だ
、
今
ま
で
の
彼
の
論
説
で
は
、
そ
の
主
張
が
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
な
が
ら
控

え
め
に
行
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
こ
の
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
で
は
、

前
田
の
本
音
が
露
わ
れ
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
従
来
の
宣
教
事
業
の
あ
り
方

に
対
し
て
直
截
に
批
判
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
前
田
は
、
教
皇
使
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節
か
ら
親
し
い
応
対
を
受
け
、
ま
た
、
使
節
の
来
日
が
社
会
的
反
響
を
呼
ん
だ

こ
と
で
気
持
ち
が
高
揚
し
、
従
来
の
慎
重
な
配
慮
を
失
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

彼
は
、
発
表
ま
で
自
分
の
論
説
が
悪
評
を
受
け
る
と
は
夢
に
も
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
筆
致
に
い
さ
さ
か
軽
佻
浮
薄
な

と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
ず
、
そ
の
た
め
大
方
の
宣
教
師
の
反
感
を
買
う

結
果
に
な
っ
た
の
は
不
可
避
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
通
俗
宗
教
談
』
の
第
三
十
九
号
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、

前
田
の
論
説
の
不
用
意
な
点
を
た
し
な
め
る
一
文
（「
見
地
の
正
誤
」）
を
寄
せ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
愛
弟
子
に
対
す
る
教
会
内
の
批
判
の
高
ま
り
を
鎮
め

る
目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
前
田
の
論
が

『
日
本
』
の
社
説
に
対
す
る
反
論
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
た
め
に
論
旨
が
極
端
に

走
っ
た
一
面
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
彼
を
擁
護
し
な
が
ら
も
、
司
祭
に
と
っ

て
一
般
社
会
で
の
知
名
度
や
学
術
面
に
お
け
る
功
績
な
ど
は
第
一
義
的
な
重
要

性
を
も
た
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
前
田
の
主
張
を
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
前
田
は
、「
実
に
師
の
言
の
如

く
貧
民
に
福
音
を
告
ぐ
る
は
、
祖
師
以
来
の
布
教
法
な
り
、
普
通
人
民
に
教
を

説
く
こ
と
は
真
に
宣
教
師
の
献
身
的
任
務
な
り
」
と
書
い
て
、
自
身
の
不
徳
を

詫
び
て
い
る）

181
（

。
ま
た
、
彼
は
、
誌
面
の
刷
新
を
宣
言
し
て
、
事
態
の
収
拾
を
図

ろ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
時
す
で
に
遅
く
、
次
号
が
終
刊
号
と
な
っ
た
。
前
田

は
「
廃
刊
の
辞
」（『
通
俗
宗
教
談
』
第
四
十
号
、
一
九
〇
六
年
二
月
）
で
、「
廃
刊

の
理
由
は
諸
君
も
既
に
推
せ
ら
る
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
か
ら
は
、
之
を
説

明
せ
ぬ
方
が
却
っ
て
徳
義
に
背
か
ぬ
こ
と
と
存
じ
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
彼
の
個
人
雑
誌
が
廃
刊
に
追
い
こ
ま
れ
た
こ
と
は
、
前
田
の
論
説

へ
の
反
発
が
教
会
内
で
相
当
強
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が）

182
（

、
ま

た
、
一
部
の
宣
教
師
の
間
に
潜
在
し
て
い
た
彼
に
対
す
る
反
感
が
こ
の
機
に
顕

在
化
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ　
『
声
』
と
『
通
俗
宗
教
談
』

　

前
田
長
太
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
の
刊
行
と
そ
の
後
の
教
会
内

の
反
響
に
関
し
て
、『
声
』
や
『
新
理
想
』
は
全
く
言
及
を
行
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
両
雑
誌
の
関
係
者
の
間
で
論
評
を
避
け
る
べ
く
自
己
規
制

が
し
か
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
出
来
事
に
関
し
て
沈
黙
を
守
っ

て
い
た
と
は
い
え
、
当
時
『
声
』
主
幹
で
あ
っ
た
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
前
田
長
太

の
こ
の
論
説
に
関
し
て
極
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

183
（

。

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
『
声
』
の
記
事
に
着
目
し
、

同
誌
と
『
通
俗
宗
教
談
』
の
論
調
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。『
通

俗
宗
教
談
』
で
展
開
さ
れ
て
い
た
前
田
の
宣
教
に
関
す
る
提
言
は
、
下
層
階
級

を
主
対
象
に
し
た
慈
善
事
業
の
み
な
ら
ず
、
知
識
階
層
向
け
の
宣
教
事
業
を
重

視
す
る
点
に
お
い
て
、
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民
ら
の
主
張
と
共
通
す
る
も
の

だ
っ
た
。
東
京
と
長
崎
と
い
う
環
境
を
大
き
く
異
に
す
る
二
つ
の
教
区
か
ら
同

趣
旨
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
に
よ
る
従
来
の
宣
教
事
業
に
対
し
て
、
各
地
の
日
本
人
司
祭
の
間
に
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同
様
の
不
満
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

　

実
際
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
記
事
に
お
い
て
示
さ
れ
た
前
田
の
現
状
認
識
や

主
張
の
幾
つ
か
の
論
点
は
、『
声
』
誌
上
に
お
い
て
も
同
様
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、『
声
』
で
は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
婉
曲
的

な
が
ら
、
上
流
社
会
に
向
け
た
宣
教
の
重
要
性
を
認
め
る
論
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
日
露
戦
争
時
の
同
誌
に
は
、「
苟
も
我
国
の
布
教
に
従
事
せ
ん
者

は
少
な
く
と
も
儒
仏
二
教
の
梗
概
と
そ
の
宗
教
意
識
の
研
究
と
は
欠
く
べ
き
に

あ
ら
ず
、
殊
に
外
国
宣
教
師
諸
氏
に
は
之
に
加
え
て
日
本
文
明
史
の
研
究
を
望

ま
ざ
る
を
得
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
外
国
人
宣
教
師
に
対
し
て
日
本
文
化
の
基

本
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見）

184
（

や
、
宣
教
師
に
日
本
人
に
対
す

る
同
情
と
親
愛
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
文
章
も
確
認
で
き
る）

185
（

。
こ

の
二
つ
の
文
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
雑
報
欄
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
雑
誌

『
護
教
』
と
『
基
督
教
世
界
』
掲
載
の
記
事
に
関
す
る
紹
介
文
に
付
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
前
田
長
太
が
論
説
「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
で
レ
ト

リ
ッ
ク
に
隠
れ
な
が
ら
も
外
国
人
宣
教
師
に
学
識
と
謙
遜
を
求
め
た
主
張
と
ほ

ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、『
声
』
記
者
の
日
本
人
伝
道
士
ら
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
雑
誌
の
記
事
を
引
用
す
る
と
い
う
形
で
、
婉
曲
的
に
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
注
文
を
つ
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
事
業
に
対
す
る
直
接
的
な
批
判
が
日
本
人

信
者
の
間
か
ら
あ
が
る
よ
う
に
な
る
と
、『
声
』
主
幹
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
同

誌
の
編
集
に
お
い
て
、
知
識
人
や
中
・
上
流
階
級
向
け
の
宣
教
を
重
視
す
る
意

見
や
、
宣
教
師
に
学
識
を
求
め
る
主
張
に
対
し
て
、
意
識
的
に
抑
圧
す
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
、「
何
故
に

我
邦
の
縉
紳
学
者
は
公
教
に
帰
依
せ
ざ
る
乎
」
と
い
う
小
論
を
『
声
』
に
発
表

し
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
は
、
当
時
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
従
来
の
宣
教

活
動
を
批
判
し
て
、
教
会
改
革
を
訴
え
る
文
書
を
各
方
面
に
送
っ
て
い
た
長
崎

教
区
の
平
山
牧
民
一
派
に
対
す
る
隠
れ
た
反
駁
文
と
考
え
ら
れ
る
。

　

世
人
曰
く
、
新
教
界
に
は
か
な
り
人
物
あ
り
、
学
者
あ
り
、
知
名
の
士

あ
る
も
、
旧
教
の
信
徒
は
概
し
て
貧
乏
人
な
り
、
下
流
社
会
の
者
な
り
、

無
学
文
盲
の
徒
な
り
と
、
以
て
我
が
公
教
の
価
値
を
貶
さ
ん
と
す
る
も
の

の
如
し
。
公
教
の
信
徒
中
又
密
か
に
之
を
以
て
我
が
公
教
の
瑕
瑾
と
な
す

者
な
き
に
あ
ら
ず
。
斯
く
の
如
き
は
両
者
共
に
未
だ
基
督
教
を
知
ら
ざ
る

者
な
り
。

主
基
督
は
其
の
教
会
を
創
設
す
る
に
、
新
教
徒
の
如
く
貴
顕
、
紳
士
、
学

者
、
金
満
家
を
用
い
る
こ
と
を
望
み
た
ま
わ
ず
。
世
人
の
最
も
軽
蔑
す
る

貧
賤
な
る
、
無
学
な
る
無
能
無
力
な
る
者
を
用
い
た
ま
う
こ
と
を
見
る
べ

し
、
是
れ
基
督
の
教
会
は
学
術
の
力
、
黄
金
の
力
、
帝
王
の
力
に
よ
り
て

設
立
せ
ら
れ
ず
、
全
く
神
の
全
能
力
に
よ
っ
て
設
立
せ
ら
る
る
も
の
な
る

こ
と
を
知
ら
し
め
ん
が
た
め
な
り
。

我
が
邦
の
縉
紳
学
者
中
未
だ
公
教
に
帰
依
す
る
者
少
な
き
は
、
一
は
神
の
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深
き
摂
理
に
出
て
、
一
は
彼
の
縉
紳
学
者
た
る
者
の
、
浅
薄
な
る
と
、
不

道
徳
な
る
と
に
原
因
す
る
も
の
に
し
て
豪
も
我
が
公
教
の
価
値
を
貶
す
に

足
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
吾
人
は
却
っ
て
之
を
以
て
我
が
公
教
が
真
正
の

基
督
教
た
る
有
力
な
る
徴し
る
し證
の
一
と
な
す
も
の
な
り）

186
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
こ
の
論
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
比
較

し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
社
会
的
有
力
者
が
少
な
く
、
下
層
階
級
の
無
学
な

人
物
が
多
数
を
占
め
て
い
る
現
状
を
遺
憾
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
が
貧
民
の
中
か
ら
使
徒
に
選
ん
だ
こ
と
を
例
に
あ
げ
て
反
論
し
、
社

会
的
有
力
者
や
知
識
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
中
に
少
な
い
こ
と
は
、
彼
ら
が

概
し
て
不
道
徳
な
存
在
で
あ
る
だ
け
に
、
む
し
ろ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
正
統
性

を
証
し
立
て
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
の
文
中
に
、「
公

教
の
信
徒
中
又
密
か
に
之
を
以
て
我
が
公
教
の
瑕
瑾
と
な
す
者
な
き
に
あ
ら

ず
」
と
い
う
一
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
彼
は
平
山
牧
民
ら
の
活

動
を
念
頭
に
置
い
て
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
人
信
者
か
ら
の
批
判
が
存
在
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た

ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
に
お
け
る
前
田
の
議
論
に
も
、
平
山
と
同

様
の
主
張
を
見
て
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
声
』
は
、『
通
俗
宗

教
談
』
第
十
五
号
（
一
九
〇
四
年
七
月
）
に
お
け
る
前
田
の
社
説
「
戦
時
の
伝

道
私
議
」、「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
と
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
中
、

「
戦
時
の
伝
道
」（
第
三
一
九
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
二
十
五
日
）
や
、「
戦
後
の

布
教
」（
第
三
二
二
号
、
一
九
〇
四
年
十
一
月
十
日
）
と
）
187
（

い
う
小
論
を
掲
載
し
て

い
る
。
前
者
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
手
に
な
る
論
で
は
、
宣
教
当
事
者
に
「
熱
烈
な

る
信
仰
と
愛
が
あ
ら
ば
、
戦
時
と
雖
も
決
し
て
布
教
の
妨
げ
な
ど
あ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
ま
た
「
布
教
上
の

最
大
勢
力
（
布
教
魂
）」（
第
三
二
九
号
、
一
九
〇
五
年
二
月
二
十
五
日
）
と
い
う

一
文
で
も
、
知
識
や
名
声
よ
り
も
、
宣
教
者
の
信
仰
心
こ
そ
が
宣
教
に
お
い
て

は
肝
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る）

188
（

。

決
し
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
一
事
あ
り
。
智
や
学
や
識
や
材
や
は
た
高
位
名

望
や
之
を
以
て
、
布
教
上
唯
一
最
大
の
勢
力
と
思
惟
す
る
に
於
て
は
、
其

の
謬
想
や
蓋
し
救
う
べ
か
ら
ず
。
試
み
に
歴
史
を
繙
と
け
、
当
初
使
徒
の

時
代
よ
り
降
り
て
今
日
に
至
る
迄
、
何
れ
の
代
に
か
此
等
の
も
の
が
布
教

上
第
一
勢
力
た
り
し
時
や
あ
る
。
人
の
智
識
や
人
の
声
望
や
布
教
上
力
あ

る
幇
助
た
り
し
は
、
争
う
べ
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
そ
の
真
に
第
一
勢
力

た
り
し
も
の
は
常
に
布
教
者
其
人
の
精
神
に
存
し
た
り
き
。
之
を
古
今
に

徴
す
る
に
、
布
教
に
従
事
す
る
者
の
理
想
と
も
云
う
べ
き
は
、
其
人
に
は

凡
て
の
愛
に
超
ゆ
る
所
の
愛
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
即
ち
神
と
他
人
の

霊
魂
と
に
対
す
る
熱
愛
是
な
り）

189
（

。

　

こ
の
よ
う
な
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
見
解
は
、
知
識
人
活
動
に
重
き
を
置
い
た
宣
教

を
重
視
す
る
教
会
内
の
主
張
に
対
し
て
、
暗
に
批
判
を
行
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
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オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
時
、『
日
本
』
の
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」

が
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
宣
教
師
に
対
し
て
優
れ
た
知
性
の
持
ち
主
を
望
ん
だ
時

に
、
前
田
長
太
が
そ
の
論
旨
に
肯
定
的
に
反
応
し
た
の
に
対
し
て
、
ル
モ
ア
ー

ヌ
が
説
教
に
は
平
易
な
議
論
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
主
張
に
対
し

取
り
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。『
声
』
に
は
育
英
塾

や
公
教
青
年
会
の
活
動
の
紹
介
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
青
年

会
の
活
動
に
関
し
て
も
、
学
生
会
員
が
知
識
人
活
動
に
傾
斜
す
る
こ
と
を
望
ん

で
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
吾
が
公
教
界
に
於
け
る
青
年
会
は
其
の
目
的

と
す
る
所
、
無
論
信
仰
を
養
い
、
道
徳
上
の
行
為
を
励
み
、
又
我
が
基
督
教
の

精
髄
な
る
博
愛
の
精
神
を
実
行
上
に
発
揮
す
る
こ
と
で
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と

書
い
て
い
る）

190
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
、
十
九
世
紀
末
よ
り
、
中
・
上
流

階
級
を
対
象
に
し
た
宣
教
活
動
の
必
要
性
を
認
め
て
お
り
、
同
宣
教
会
が
日
本

に
招
致
し
た
フ
ラ
ン
ス
系
修
道
会
に
よ
る
教
育
事
業
も
、
こ
の
時
期
、
首
都
圏

で
は
こ
の
社
会
層
の
獲
得
に
向
け
た
経
営
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
年

次
報
告
』
を
見
て
も
、
各
地
の
宣
教
師
が
中
・
上
流
階
級
の
信
者
の
獲
得
に
無

関
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

た
だ
、
平
山
牧
民
や
前
田
長
太
の
よ
う
に
、
日
本
人
信
者
の
間
か
ら
、
パ
リ

外
国
宣
教
会
の
慈
善
活
動
を
中
心
と
す
る
宣
教
活
動
の
在
り
方
を
問
題
視
し

て
、
上
流
階
級
や
知
識
階
層
へ
向
け
た
宣
教
を
よ
り
重
視
す
べ
き
だ
と
す
る
考

え
が
唱
え
ら
れ
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
そ
の
種
の
考
え
を
宗

教
の
本
分
を
忘
れ
た
も
の
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
平
山
や
前
田
に
し
て
も
下
層
階
級
を
対
象
に
し
た
慈
善
事
業
の
意
義
を

認
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
加
え
て
上
流
階
級
や
知
識
階
層

向
け
の
宣
教
活
動
を
並
行
し
て
行
う
と
い
う
多
元
的
な
宣
教
を
理
想
に
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
大
方
の
宣
教
師
は
、
宣
教
の

成
果
を
重
視
す
る
あ
ま
り
に
階
級
差
や
教
育
の
多
寡
に
よ
っ
て
宣
教
対
象
を
差

別
す
る
よ
う
な
見
方
を
危
険
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　

少
な
く
と
も
、
教
会
に
お
け
る
平
山
牧
民
の
処
分
や
、
前
田
の
論
説
「
日
本

社
会
と
教
皇
使
節
」
の
否
定
的
反
響
と
い
っ
た
事
態
は
、『
声
』
に
お
け
る
ル

モ
ア
ー
ヌ
の
主
張
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
、
上

流
・
知
識
階
級
へ
の
宣
教
を
重
視
し
て
行
う
べ
き
だ
と
す
る
考
え
と
、
彼
ら
へ

向
け
た
宣
教
を
特
権
視
し
な
い
で
、
平
等
に
人
々
に
宣
教
を
行
う
べ
き
だ
と
す

る
考
え
と
の
相
異
な
る
二
つ
の
宣
教
観
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
主
張
は
、
そ
れ
が
教
会
で
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

下
層
階
級
へ
の
宣
教
活
動
を
軽
視
す
る
も
の
と
な
る
限
り
、
宣
教
会
の
司
牧
す

る
教
会
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ　
「
前
田
事
件
」
と
マ
リ
ア
会
の
反
応

　

前
田
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
が
、
発
表
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
人
聖

職
者
の
間
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
か
に
関
し
て
は
、
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マ
リ
ア
会
の
関
係
者
が
残
し
た
資
料
が
参
考
に
な
る
。
前
田
本
人
の
与
り
知
る

と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
彼
の
論
説
の
仏
訳
文
書
は
、
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
に
も

送
ら
れ
て
い
た
が
、
当
時
、
同
会
の
日
本
準
管
区
長
で
、
暁
星
学
校
の
初
代
校

長
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
（A

lphonse H
einrich

）
は
、
そ

の
文
書
の
余
白
箇
所
に
次
の
よ
う
な
感
想
を
書
き
と
め
て
い
る）

191
（

。

　

日
本
人
司
祭
の
前
田
が
宣
教
師
の
業
績
に
つ
い
て
下
し
た
評
価
が
こ
れ

で
あ
る
。
宣
教
師
に
対
し
て
容
赦
が
な
い
。
確
か
に
彼
の
下
し
た
評
価
に

は
正
し
い
点
も
み
ら
れ
る
が
、
宣
教
師
に
無
償
で
育
て
ら
れ
た
青
年
が
公

に
書
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
批
判
は
宣
教
師
の
み
に
向
け
ら
れ

て
い
る
が
、
東
京
、
大
阪
、
長
崎
、
横
浜
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校

を
無
視
し
て
い
る
の
は
妙
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
へ
ン
リ
ッ
ク
は
、
前
田
の
論
説
に
教
会
の
現
状
に
対
す
る
正

し
い
把
握
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対

す
る
批
判
的
言
辞
を
含
ん
だ
そ
の
主
張
の
公
表
に
関
し
て
は
、
前
田
が
今
ま
で

恩
恵
を
被
っ
て
き
た
同
会
の
宣
教
師
に
対
す
る
忘
恩
的
な
振
る
舞
い
で
あ
る
と

み
な
し
て
い
た
。
ま
た
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
、
教
会
の
知
的
活
動
の
不
足
を
慨
嘆

す
る
前
田
が
、
マ
リ
ア
会
の
学
校
教
育
活
動
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
点
に
疑

問
を
呈
し
て
い
る）

192
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
招
致
に
応
え
て
、
一
八
八
七
年
末
に
来
日
し
た
マ
リ
ア

会
は
、
東
京
の
暁
星
学
校
（
一
八
八
八
年
）
を
は
じ
め
、
長
崎
に
海
星
学
校
（
一

八
九
一
年
）、
大
阪
に
明
星
学
校
（
一
八
九
八
年
）、
横
浜
に
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
セ

フ
学
院
（
一
九
〇
一
年
）
を
設
立
し
て
い
た
が
、
な
か
で
も
、
暁
星
学
校
は
、

二
十
世
紀
初
頭
に
首
都
圏
の
中
・
上
流
階
級
の
子
弟
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し

つ
つ
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
事
業
の
発
展
は
、
そ
の
ま
ま
カ
ト
リ
ッ
ク

の
信
者
の
大
幅
な
増
加
に
繋
が
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
マ

リ
ア
会
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
人
信
者
の
間
に
み
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職

者
へ
の
低
評
価
が
、
マ
リ
ア
会
の
教
育
事
業
に
対
す
る
不
当
な
見
落
と
し
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
マ
リ
ア
会
が
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
問
時
に
お
け
る
一
部
の
日
本
人
信
者
の

活
動
に
不
快
を
感
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教

事
業
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
の
修
道
会
の
来
日
を
望

み
、
オ
コ
ン
ネ
ル
に
そ
の
要
望
を
伝
え
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

オ
コ
ン
ネ
ル
の
訪
日
後
、
情
報
が
マ
リ
ア
会
に
伝
わ
っ
て
き
た
イ
エ
ズ
ス
会
の

再
来
日
の
動
向
は
、
マ
リ
ア
会
に
と
っ
て
日
本
で
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
彼
ら

の
教
育
事
業
の
強
力
な
競
合
相
手
の
出
現
と
し
て
大
き
な
不
安
材
料
に
な
っ
た

だ
け
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
求
め
た
日
本
人
信
者
の
動
向
は
彼
ら
の
批
判

の
対
象
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

こ
の
間
の
事
情
に
関
し
て
は
、
一
九
〇
六
年
初
頭
、
日
本
の
マ
リ
ア
会
の
活

動
を
視
察
す
る
た
め
に
来
日
し
て
い
た
同
会
総
次
長
の
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
ブ

（Charles K
lobb

）
の
残
し
た
報
告
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
ブ
は
、
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来
日
中
、
前
田
の
筆
禍
事
件
の
顛
末
に
関
し
て
も
報
告
を
受
け
て
い
た
ら
し

く
、
マ
リ
ア
会
本
部
に
送
ら
れ
た
報
告
文
書
で
、
彼
は
日
本
の
教
会
事
情
に
関

し
て
誤
っ
た
情
報
を
オ
コ
ン
ネ
ル
に
吹
き
込
ん
だ
元
凶
と
し
て
、
こ
の
「
日
本

人
の
一
司
祭
」
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
影
響
を
受
け
た
オ
コ
ン
ネ

ル
の
報
告
に
よ
っ
て
、
不
正
確
な
情
報
が
教
皇
庁
に
伝
わ
る
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
が
、
こ
の
文
書
に
示
さ
れ
た
彼
の
所
見
は
、
当
時
の
在
日
マ
リ
ア
会
士
の

代
表
的
な
意
見
を
ま
と
め
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

オ
コ
ン
ネ
ル
司
教
の
印
象
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
に
今
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の

事
業
は
、
日
本
の
知
識
層
に
は
少
し
し
か
寄
与
し
て
い
な
い
の
で
、
ア
メ

リ
カ
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
高
等
教
育
を
委
ね
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。（
一
九
〇
六
年
五
月
十
四
日
）

イ
エ
ズ
ス
会
の
学
校
に
つ
い
て
考
え
る
オ
コ
ン
ネ
ル
司
教
の
意
図
の
底
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
不
満
感
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
同
司
教
は
日
本
に
十
五
日
し
か
滞
在
せ
ず
、
し
か
も
日
本
人
の
一

司
祭
を
相
手
に
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
た
の
で
、
日
本
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

と
は
な
ん
ら
の
接
触
も
な
く
、
日
本
人
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
与
え
る
暇
も

な
か
っ
た
。
ま
し
て
わ
れ
わ
れ
が
長
い
間
探
索
し
て
、
始
め
て
見
出
し
た

最
良
の
道
で
あ
る
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
全
然
ご
存
知
な
か
っ
た）

193
（

。（
同

年
六
月
九
日
）

　

こ
の
よ
う
な
ク
ロ
ブ
の
反
応
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
以
前
よ
り
、
教

皇
庁
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
派
遣
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
マ
リ
ア
会
で
は
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
認
識
を
欠
い
て
い
た
が

ゆ
え
に
、
マ
リ
ア
会
士
は
オ
コ
ン
ネ
ル
が
独
断
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
再
派
遣

の
必
要
を
教
皇
庁
に
具
申
し
た
と
考
え
、
そ
し
て
、
彼
の
日
本
訪
問
中
、
日
本

の
教
会
の
現
状
に
関
し
て
彼
に
批
判
的
意
見
を
伝
え
た
と
み
な
し
た
日
本
人
信

者
の
行
動
を
問
題
視
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
ク
ロ
ブ
は
、
そ
の
報
告
で
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
修
道
会
の
来
日
を
教

皇
使
節
に
請
願
し
た
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
行
動
に
触
れ
て
、
そ
れ
を
日
本

の
教
会
を
築
き
あ
げ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
ら
に
対
す
る
背
信
行
為
と
み

な
し
て
非
難
し
て
い
る）

194
（

。
日
露
戦
争
の
開
戦
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

一
部
で
は
、
日
本
人
信
者
に
よ
る
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
独
立
自
給
の
動
き

が
進
ん
で
い
た
が）

195
（

、
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
時
に
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
が
示
し
た

行
動
も
、
マ
リ
ア
会
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
動
向
と
通
底
す
る
、
日

本
人
信
者
の
外
国
人
宣
教
師
に
対
す
る
反
抗
的
自
立
の
動
き
と
み
な
さ
れ
て
い

た）
196
（

。

　

し
か
し
、
当
時
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
会
の
指
導

す
る
教
会
体
制
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
が
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
過
去
の
貢
献
を
全
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
も
、
反
フ
ラ
ン
ス
人
感
情

に
駆
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
会
に
よ
る
従
来
の
宣
教

活
動
で
は
、
近
代
化
を
果
た
し
た
日
本
に
お
い
て
、
今
後
十
二
分
の
成
果
を
上
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げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
ま
た
、
日
本
人
の
対
仏
感
情
や
フ
ラ
ン
ス

国
内
に
お
け
る
政
教
関
係
の
悪
化
の
現
状
か
ら
鑑
み
て
、
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
会

に
よ
る
独
占
的
宣
教
状
態
か
ら
、
多
国
籍
の
宣
教
師
の
協
働
か
ら
な
る
宣
教
体

制
に
移
行
す
る
こ
と
を
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

ク
ロ
ブ
は
、
前
記
の
マ
リ
ア
会
本
部
宛
て
の
報
告
で
、
日
本
人
信
徒
が
英
語

系
の
大
学
の
設
立
を
要
望
す
る
気
持
ち
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
は

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
い
ま
だ
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
以
外

の
国
籍
の
修
道
会
を
中
途
か
ら
招
致
す
る
こ
と
は
、
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

た
め
に
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る）

197
（

。
し
か
し
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
教
勢
が
長
ら
く
停
滞
状
況
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
宣
教
会

や
修
道
会
の
本
部
が
フ
ラ
ン
ス
共
和
政
政
府
の
反
教
権
政
策
に
よ
っ
て
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
意
見
で
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
を
納

得
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

日
本
訪
問
後
の
オ
コ
ン
ネ
ル
に
よ
る
報
告
を
受
け
て
、
教
皇
庁
は
イ
エ
ズ
ス

会
の
派
遣
の
必
要
性
を
確
認
し
、
一
九
〇
六
年
に
同
会
へ
日
本
に
お
け
る
活
動

開
始
を
正
式
に
依
頼
す
る
。
当
時
の
教
皇
庁
の
日
本
宣
教
政
策
に
関
す
る
認
識

は
、
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
国
務
長
官
か
ら
ゴ
ッ
テ
ィ
布
教
聖
省
長
官
に
送

ら
れ
た
書
簡
（
一
九
〇
六
年
三
月
三
十
日
）
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
の
書
簡
で
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
は
、
優
れ
た
文
明
国
で
あ
る
日
本
を
カ

ト
リ
ッ
ク
教
化
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
国
籍
ゆ
え
に
優
れ
た

業
績
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
で
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
替
え
て
、
英

語
や
ド
イ
ツ
語
圏
の
宣
教
師
を
派
遣
し
、
ま
た
、「
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教

師
は
特
に
民
衆
に
顔
を
向
け
て
お
り
、
社
会
の
高
貴
な
学
識
あ
る
部
分
に
は
影

響
力
を
も
っ
て
」
い
な
い
た
め
、
主
要
都
市
に
「
貴
族
の
子
弟
を
引
き
付
け
る

よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
を
創
立
す
る
必
要
性
」
を
認
め
て
い
た）

198
（

。

　

日
本
人
の
対
仏
感
情
は
、
一
九
〇
七
年
の
日
仏
協
商
の
締
結
後
、
好
転
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
は
い
え）

199
（

、
そ
の
後
の
歴
史
を
み
る
な
ら
ば
、
パ
リ
外
国
宣

教
会
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
反
教
権
政
策
の
影
響
を
受
け
て
新
入
会
者
は
減
少
し

て
い
っ
た
た
め
、
各
地
に
十
分
な
数
の
宣
教
師
を
派
遣
す
る
こ
と
は
益
々
不
可

能
と
な
っ
て
い
っ
た）

200
（

。
信
仰
弘
布
会
か
ら
の
献
金
や
フ
ラ
ン
ス
の
信
者
か
ら
の

寄
付
も
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
宣
教
会
の
財
政
状
況
が
大
き
く
好
転
す
る

こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
後
年
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
か
ら
、
新
し

く
来
日
し
た
修
道
会
へ
管
轄
地
が
移
譲
さ
れ
た
時
に
、
宣
教
地
で
大
き
な
混
乱

が
引
き
起
こ
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
当
時
の
教
皇
庁
が
日
本
の
教
会
事
情
を

精
細
に
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
派

遣
な
ど
宣
教
方
針
の
転
換
を
進
め
て
い
っ
た
教
皇
庁
の
判
断
は
時
宜
に
適
っ
て

い
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

五　
「
前
田
事
件
」
以
後
の
東
京
大
司
教
区
の
知
識
人
活
動

１　

東
京
大
司
教
区
に
お
け
る
「
前
田
事
件
」
の
影
響
と
そ
の
後

　

前
田
長
太
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
が
、
東
京
大
司
教
区
の
教
会

関
係
者
の
間
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
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ク
教
会
で
は
、
教
会
出
版
物
の
検
閲
委
員
会
の
設
置）

201
（

や
、
青
年
運
動
の
低
調
化

を
は
じ
め
、「
前
田
事
件
」
の
余
波
ら
し
き
も
の
が
様
々
な
面
で
あ
ら
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
前
田
の
筆
禍
事
件
は
、

単
な
る
一
過
的
な
事
件
に
止
ま
ら
ず
、
後
々
ま
で
東
京
大
司
教
区
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
活
動
に
禍
根
を
残
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

前
田
は
、
こ
の
出
来
事
以
降
、
築
地
教
会
で
新
人
宣
教
師
の
日
本
語
教
育
を

担
当
し
た
り）

202
（

、
婦
人
信
者
を
対
象
に
し
た
教
学
研
究
会
の
教
師
を
務
め
て
い
た

が
、
一
九
〇
七
年
に
還
俗
し
て
い
る）

203
（

。
彼
が
こ
の
時
に
結
婚
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
恋
愛
を
理
由
に
聖
職
か
ら
離
れ
た
と
い
う
見
方
（
西
脇
順
三
郎
『
旅
人
か

へ
ら
ず
』）
も

）
204
（

存
在
す
る
が
、
恐
ら
く
は
筆
禍
事
件
の
影
響
が
大
き
く
、
彼
は

教
会
内
の
立
場
が
悪
化
し
た
た
め
に
自
主
的
に
司
祭
職
か
ら
離
れ
る
道
を
選
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

205
（

。
前
田
は
、
そ
の
後
、
外
務
省
の
翻
訳
官
な
ど

を
経
て
、
慶
応
義
塾
に
職
を
得
、
同
校
で
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て

後
半
生
を
送
っ
た）

206
（

。
慶
応
義
塾
で
彼
に
接
し
た
人
に
は
異
色
の
教
師
に
映
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
り）

207
（

、
西
脇
順
三
郎
は
前
田
を
「
浦
和
在
に
住
め
る
ホ
ラ
ス
」
と

呼
ん
で
、
そ
の
脱
俗
人
ぶ
り
を
回
想
し
て
い
る）

208
（

。
も
っ
と
も
前
田
本
人
は
、
聖

職
者
時
代
に
知
識
人
を
対
象
に
し
た
宣
教
活
動
を
重
視
す
る
彼
の
考
え
が
教
会

内
で
十
分
な
理
解
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
、
後
々
ま
で
苦
い
思
い
出
と
し
て

心
に
残
っ
て
い
た
ら
し
く
、
昭
和
初
期
に
な
さ
れ
た
回
想
で
は
、「
今
は
俗
人

に
な
り
さ
が
り
、
宗
教
界
か
ら
見
た
な
ら
ば
、
堕
落
し
た
人
間
の
よ
う
に
見
ら

れ
て
い
る
だ
ろ
う
」と
卑
下
し
つ
つ
も
、自
分
と
リ
ギ
ョ
ー
ル
が
共
同
し
て
行
っ

た
出
版
物
宣
教
に
理
解
の
少
な
か
っ
た
当
時
の
教
会
関
係
者
の
「
近
眼
者
流
」

に
無
念
の
気
持
ち
を
漏
ら
し
て
い
る）

209
（

。

　

そ
の
後
、
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
問
に
関
す
る
教
会
関
連
の
記
事
に
前
田
の
名
前
が

現
れ
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
彼
の
名
は
そ
の
筆
禍
事
件
と
と

も
に
、
教
会
内
で
、
一
種
の
タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

210
（

。
た
だ
、
前

田
を
知
る
教
会
関
係
者
の
多
く
が
そ
の
名
前
に
触
れ
る
こ
と
を
意
図
的
に
避
け

て
い
た
と
思
わ
れ
る
な
か
、
山
口
鹿
三
が
、
聖
職
か
ら
離
れ
た
彼
に
対
し
て

も
、「
前
田
師
」
と
敬
称
を
も
っ
て
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る）

211
（

。
山

口
は
、
前
田
と
同
じ
く
築
地
神
学
校
で
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
教
え
子
で
あ
り
、
ま

た
、
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
日
本
訪
問
時
に
は
前
田
同
様
に
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

者
と
し
て
オ
コ
ン
ネ
ル
と
近
し
く
接
す
る
こ
と
を
得
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
だ
け
に
、
彼
は
前
田
の
そ
の
後
の
境
遇
に
は
相
当
の
同
情
を
持
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

212
（

。
山
口
が
『
日
本
』
の
論
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
を
仏
訳

し
て
、
オ
コ
ン
ネ
ル
に
提
供
し
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
後
年
の
手
記
で
そ
の

論
説
の
論
旨
を
間
違
え
て
記
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
通
り
で

あ
る
が
、
山
口
が
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
後
に
起
こ
っ
た
前
田
の
受
難
を
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
だ
け
に
、
彼
は
、「
前
田
事
件
」
へ
の
言
及
を

避
け
る
た
め
に
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
論
説
の
内
容
を
枉
げ
て
叙
述
し
て
い
た

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）

213
（

。

　

前
田
の
論
説
が
引
き
起
こ
し
た
騒
動
は
、
彼
の
師
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
そ
の
後

の
境
遇
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
愛
弟
子
の
還
俗
は
、
彼
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に
大
き
な
精
神
的
打
撃
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が）

214
（

、
そ
れ

の
み
な
ら
ず
、
彼
が
前
田
と
共
同
に
行
っ
て
き
た
知
識
人
向
け
の
啓
蒙
活
動

も
、
以
降
、
低
調
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
、
総
合
雑

誌
『
太
陽
』
の
記
者
が
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
も
と
を
訪
問
し
て
、
彼
の
日
本
観
に
つ

い
て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
今
日
の
世
間
の
出

来
事
に
関
し
て
は
不
案
内
で
あ
る
と
答
え
、
そ
の
理
由
と
し
て
前
田
の
不
在
を

あ
げ
て
い
る
。

　

前
田
君
は
自
分
の
通
弁
人
で
あ
り
ま
し
た
。
書
記
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
顧
問
役
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
前
田
君
が
自
分
と
同
居
し
て
い
ら

れ
る
間
は
、
自
由
に
世
間
の
新
し
い
出
来
事
を
も
聞
き
取
り
、
自
由
に
思

う
考
え
を
貴
国
人
に
取
次
い
で
貰
う
事
も
出
来
ま
し
た
。
前
田
君
が
こ
こ

を
出
て
以
来
、
其
代
り
と
な
る
よ
う
な
人
は
探
し
て
も
有
り
ま
せ
ん
。
只

今
も
何
か
著
述
を
す
る
つ
も
り
で
、
起
草
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
こ
ん
な

訳
で
実
に
困
っ
て
い
る
次
第
で
す）

215
（

。

　

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
こ
の
後
も
山
口
鹿
三
を
翻
訳
者
に
迎
え
て
著
作
活
動
を
継

続
し
て
い
る
が
、
教
会
内
部
で
次
第
に
活
動
場
所
を
失
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る）
216
（

。
恐
ら
く
、
そ
れ
は
弟
子
で
あ
り
協
力
者
で
あ
っ
た
前
田
の
不
始
末
に
よ
っ

て
、
連
帯
責
任
が
問
わ
れ
た
こ
と
と
も
無
縁
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
九
一
二

年
に
彼
は
香
港
に
移
り
、
そ
の
後
一
九
二
二
年
に
没
す
る
ま
で
日
本
に
戻
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
そ
の
日
本
滞
在
の
末
期
、
神
田
教
会
の
教
友
館
の
館
長
を

勤
め
、
青
年
信
徒
の
指
導
に
携
わ
っ
て
い
た
が）

217
（

、
当
時
は
信
徒
活
動
が
停
滞
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
閑
職
的
な
立
場
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
、
香
港
に
移

る
直
前
の
時
期
、
精
神
的
に
相
当
落
ち
込
ん
だ
状
態
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

ロ
ー
マ
留
学
か
ら
帰
国
し
て
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
再
会
を
果
し
た
早
坂
久
之
助
は
、

旧
師
の
置
か
れ
て
い
た
不
遇
な
状
況
に
悲
哀
を
感
じ
て
、
教
会
の
処
遇
を
暗
に

批
判
し
て
い
る）

218
（

。

　
『
声
』
の
「
教
界
彙
報
」
は
、
一
九
一
二
年
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
香
港
へ
の
引

退
を
「
老
衰
の
故
を
以
て
」
と
報
じ
て
い
る
が）

219
（

、
彼
が
香
港
で
そ
の
没
年
に
至

る
ま
で
の
約
十
年
の
間
、
日
本
人
向
け
の
著
作
活
動
を
続
け
、
ま
た
海
外
在
留

の
日
本
人
に
司
牧
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
単
純
に
受
け

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
近
か
っ
た
日
本
人
伝
道
士
の
回
想
に

よ
る
と
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
死
去
す
る
一
、
二
年
前
、
彼
が
香
港
か
ら
東
京
に

帰
っ
て
く
る
と
い
う
噂
が
東
京
の
教
会
関
係
者
の
間
で
流
れ
て
い
た
と
い
う

が）
220
（

、
こ
れ
は
日
本
人
信
者
の
間
で
も
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
香
港
行
き
が
更
迭
に
近
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
あ

る
日
本
人
信
者
も
、「
周
囲
の
事
情
」
が
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
「
引
退
の
已
む
な

き
に
至
ら
し
め
」
た
と
、
彼
が
何
ら
か
の
理
由
で
日
本
を
退
去
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
事
情
を
仄
め
か
し
て
い
る）

221
（

。

　

こ
の
「
前
田
事
件
」
は
、
前
田
の
深
く
関
わ
っ
て
い
た
公
教
青
年
会
の
活
動
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に
も
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
オ
コ
ン
ネ
ル
が
帰
国
し
て
間
も
な
い

時
期
、
青
年
会
は
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
に
演
劇
に
よ
る
慰
問
を
行
っ
て
お
り
、

『
声
』
は
、
そ
の
対
外
活
動
を
「
と
に
か
く
我
が
公
教
界
は
因
循
姑
息
何
等
の

活
動
無
し
な
ど
世
評
あ
る
時
に
あ
た
り
、
突
如
と
し
て
此
の
先
鞭
を
つ
け
た
る

は
た
と
え
事
少
な
り
と
も
快
心
の
事
と
な
す
に
足
る
」
と
称
賛
し
て
い
た）

222
（

。
し

か
し
、
そ
の
後
、
青
年
会
に
よ
る
演
説
会
が
、
当
時
、「
種
々
な
る
事
情
に
制

せ
ら
れ
て
、
暫
ら
く
中
止
」（「
育
英
塾
彙
報
」『
新
理
想
』
第
八
号
、
一
九
〇
六
年

三
月
）
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
前
田
事
件
」
後
の
青
年
会
の
活
動
に
危
惧

を
抱
い
た
教
会
上
層
部
に
よ
る
臨
時
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
前
田
の
協
力
者
で
、
同
じ
く
青
年
会
に
関
わ
っ
て
い
た
フ
ェ
ラ
ン
に

よ
る
学
生
向
け
事
業
も
、
そ
の
後
、
程
な
く
し
て
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な

る
。
彼
が
出
版
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
新
理
想
』
は
、
一
九
〇
七
年
四

月
に
突
然
、
終
刊
と
な
っ
た）

223
（

。
同
年
十
二
月
、
彼
は
名
古
屋
教
会
の
主
任
司
祭

と
し
て
転
任
す
る
が）

224
（

、
そ
れ
が
前
任
者
の
病
気
の
た
め
の
応
急
処
置
と
い
っ
た

単
純
な
理
由
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ム
ガ
ブ
ル
東
京
大
司
教
が
、
当

時
、マ
リ
ア
会
に
宛
て
た
あ
る
書
簡
で
、フ
ェ
ラ
ン
の
配
置
転
換
に
つ
い
て
「
挙

げ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
長
く
な
る
理
由
」
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
こ
と
に
よ

り
明
ら
か
で
あ
る）

225
（

。
フ
ェ
ラ
ン
は
、
マ
リ
ア
会
が
育
英
塾
の
事
業
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
も
の
と
考
え
て
、
上
長
の
命
を
受
け
入
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
彼
の
寄
宿
舎
事
業
は
マ
リ
ア
会
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
な
く
、
消
滅
す
る

こ
と
に
な
っ
た）

226
（

。
こ
の
よ
う
に
、
前
田
に
近
い
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
の
知

識
人
活
動
も
、「
前
田
事
件
」
を
機
に
大
き
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
。

　
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
が
、
一
九
一
〇
年
に
廃
刊
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
、
こ
の
時
期
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
知
的
事
業
の
衰
退
を
示
す
事
態
で

あ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
日
本
学
術
研
究
誌
の
刊
行
は
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
の

個
人
資
産
に
依
拠
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
廃
刊
は
彼
の
運
営
資
金
の
枯
渇
が
大

き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
た
だ
、
同
じ
く
、
ル
モ
ア
ー
ヌ

の
資
金
に
頼
っ
て
い
た
『
声
』
が
、
そ
の
後
も
、
担
当
者
を
変
え
て
出
版
が
継

続
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
の
廃
刊
は
、
資

金
難
の
中
、
宣
教
会
が
、
学
術
雑
誌
の
刊
行
を
必
要
不
可
欠
の
事
業
と
は
み
な

さ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
極
東
フ
ラ
ン
ス
学
院
で
、
ノ
エ
ル
・
ペ

リ
と
同
僚
で
あ
っ
た
ク
ロ
ー
ド
・
メ
ー
ト
ル
（Claude Eugène M

aitre

）
は
、

一
九
一
〇
年
の
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
の
終
刊
に
関
し
て
、「
こ
の
重

要
雑
誌
の
廃
刊
以
後
、反
動
は
凱
歌
を
あ
げ
た
。
そ
の
編
纂
者
達
は
四
散
し
た
。

あ
る
人
々
は
帰
仏
し
、
他
の
人
々
は
黙
従
し
て
し
ま
っ
た
」（
杉
山
直
治
郎
訳
）

と
書
い
て
い
る
。
ペ
リ
の
小
伝
を
書
い
た
杉
山
直
治
郎
は
、
こ
の
記
述
を
メ
ー

ト
ル
の
「
感
傷
追
恨
」
と
し
て
客
観
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
の
雑
誌

の
主
要
執
筆
陣
で
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
ノ
ワ
（François D

ésiré M
arie 

H
arnois

）
と
エ
ド
モ
ン
・
パ
ピ
ノ
（Edm

ond Papinot

）
の
二
人
の
神
父
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
一
〇
年
、
一
九
一
一
年
に
日
本
国
外
に
活
動
の
場
を
移
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
当
時
、
宣
教
会
が
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、彼
ら
の
日
本
か
ら
の
退
去
が
、『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
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の
廃
刊
と
無
関
係
に
は
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る）

227
（

。

　

東
京
大
司
教
区
で
は
、『
通
俗
宗
教
談
』、『
新
理
想
』
が
廃
刊
さ
れ
て
以
降
、

学
生
ま
た
は
知
識
人
向
け
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
刊
行
は
長
ら
く
行
わ
れ
ず
、

一
九
二
〇
年
の『
カ
ト
リ
ッ
ク
』の
発
刊
を
待
た
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
が
、

出
版
事
業
に
お
い
て
新
し
い
動
き
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
九
〇
九
年
に
小
冊
子
の
出
版
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
知
識
を
普
及
さ
せ
る

目
的
を
も
つ
教
学
研
鑚
和
佛
協
会
が
、
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
て
い
る）

228
（

。
一
九
二
一
年
ま
で
こ
の
団
体
か
ら
発
行
さ
れ
た
二
十
冊
の

小
冊
子
に
は
、
海
外
の
著
作
の
翻
訳
と
は
別
に
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
、

ル
モ
ア
ー
ヌ
な
ど
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師）

229
（

、
ケ
ー
ベ
ル
博
士）

230
（

、
日
本
人

伝
道
士
ら
の
著
作
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
執
筆
陣
の
顔
ぶ
れ
に
若
手
の
宣

教
師
や
青
年
層
の
日
本
人
信
者
は
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の

ト
ラ
ク
ト
運
動
は
、
東
京
大
司
教
区
の
旧
来
の
出
版
活
動
の
延
長
上
に
行
わ
れ

た
も
の
と
い
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
面
で
特
に
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た

と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
後
以
降
、
次
第
に
東
京
大
司
教
区
の
知
識
人
事
業
は

低
調
な
状
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
再
度
活
況
を
呈
し
て
い
く
の
は
、
一

九
一
六
年
に
東
京
大
司
教
区
で
新
し
く
結
成
さ
れ
た
公
教
青
年
会
の
活
動
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
青
年
信
者
ら
の
知
識
人
活
動
は
、
ま
た
、
パ

リ
外
国
宣
教
会
の
神
父
ら
と
軋
轢
を
引
き
起
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
次

節
で
、
こ
の
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
を
見
て
い
こ
う
。

２　
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
と
パ
リ
外
国
宣
教
会

　

一
九
〇
八
年
十
月
、
教
皇
庁
の
命
を
受
け
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
再
来
日
を
果
た

し
た
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
来
日
を
歓
迎
し
て
い

る
が）

231
（

、
日
本
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
宣
教
へ
の
献
身
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
気
持
ち
も
一
部
で
拭
い
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
不
満
は
、
宣
教
会
の
司
牧
に
批
判
的
な
日
本
人
信
者
に
対
す
る

不
信
感
と
な
っ
て
残
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
の
単
独
司
牧
は
二
十
世
紀
初
頭
に
終
焉
し
、

新
し
く
来
日
し
た
西
洋
各
国
の
修
道
会
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
管
轄
地
域
は

徐
々
に
移
譲
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
同
宣
教
会
は
、
東
京
、
大
阪
、
長
崎
と
い
う

主
要
教
区
の
司
牧
を
昭
和
前
期
に
至
る
ま
で
担
い
続
け
、
第
二
次
世
界
大
戦
前

ま
で
最
も
有
力
な
外
国
人
宣
教
師
団
で
あ
り
つ
づ
け
た）

232
（

。
そ
し
て
、
平
山
牧
民

や
前
田
長
太
の
よ
う
な
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
行
動
を
排
斥
し
た
よ
う
な
風

土
は
、
そ
の
後
も
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
の
担
当
教
区
の
中
に
残
り
続
け
て

い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
一
面
は
一
九
二
〇
年
代
、
日
本
人
青
年
信
徒
の
活
動

が
活
発
化
し
た
時
に
対
す
る
同
会
の
対
応
に
お
い
て
再
び
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

一
九
一
六
年
に
結
成
さ
れ
た
東
京
大
司
教
区
の「
第
二
次
」公
教
青
年
会）

233
（

は
、

当
初
、
学
生
信
者
の
修
養
、
親
睦
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
次
第
に
対

外
的
な
社
会
的
活
動
に
も
乗
り
出
し
、
一
九
二
〇
年
に
会
長
に
就
任
し
た
海
軍

軍
人
の
山
本
信
次
郎
（
一
九
二
二
年
に
海
軍
少
将
に
任
官
）
の
指
導
下
に
大
き
く
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発
展
し
て
い
っ
た）

234
（

。
山
本
は
、
暁
星
学
校
在
学
中
、
校
長
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
か
ら

洗
礼
を
受
け
た
信
徒
で
あ
り
、
皇
太
子
時
代
の
昭
和
天
皇
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
進

講
し
た
そ
の
社
会
的
地
位
や
、
海
外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
と
の
広
い
交
友
関

係
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
重
き
を
な
し
た
人
物
で
あ

る
。

　

公
教
青
年
会
は
、
一
九
二
〇
年
、
知
識
人
向
け
の
雑
誌
『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の

刊
行
を
開
始
し
た
。
そ
も
そ
も
青
年
会
は
当
初
独
自
の
雑
誌
を
刊
行
す
る
意
図

を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
会
員
の
有
志
に
よ
っ
て
、
教
会
の
公
認
機
関

誌
で
あ
っ
た
『
声
』
の
編
集
協
力
を
無
償
で
行
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。『
声
』

は
一
九
一
二
年
に
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
手
か
ら
離
れ
、
当
時
、
ミ
カ
エ
ル
・
ス
タ
イ

シ
ェ
ン
神
父
が
指
導
す
る
教
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
の

『
声
』
は
修
養
雑
誌
的
色
彩
が
濃
く
、
誌
面
の
内
容
が
乏
し
か
っ
た
の
で
、
若

手
の
知
識
人
層
に
は
不
満
を
持
た
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

235
（

。
し
か
し
、
青
年
層

の
編
集
協
力
の
申
し
出
は
『
声
』
編
集
部
か
ら
断
れ
た
た
め
、
青
年
会
は
、『
カ

ト
リ
ッ
ク
』の
刊
行
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
本
は
、後
年
の
回
想
で
、

当
時
、「
文
筆
に
依
っ
て
些
か
聖
会
に
貢
献
せ
ん
と
熱
望
し
た
新
進
気
鋭
の
青

年
諸
君
」
が
相
当
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、
一
九

一
〇
年
代
の
後
半
期
、
日
本
人
の
若
手
信
者
が
活
躍
の
場
を
持
ち
た
い
と
願
い

な
が
ら
も
所
を
え
ず
、
そ
の
結
果
、
教
会
が
彼
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て

教
勢
の
発
展
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
『
声
』誌
は
当
時
、か
な
り
に
記
事
に
困
っ
て
居
た
か
の
如
く
に
見
え
た
。

私
は
『
声
』
の
主
筆
に
対
し
て
高
調
し
、
お
願
い
し
た
点
は
、
第
一
、
青

年
中
に
は
高
等
の
教
育
を
受
け
た
る
者
少
な
か
ら
ず
、
教
会
に
於
い
て
大

い
に
利
用
せ
ら
れ
た
き
こ
と
、
第
二
、
多
年
自
身
教
外
者
と
し
て
の
経
験

を
有
す
る
こ
れ
ら
青
年
は
、
そ
の
利
用
価
値
殊
に
大
な
る
べ
き
こ
と
、
第

三
、
彼
ら
は
素
よ
り
教
理
研
究
の
専
門
家
に
あ
ら
ず
、
然
も
知
識
階
級
に

属
す
る
教
外
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
探
求
熱
は
仮
令
除
々
た
り
と
雖
も
当
時
已

に
頗
る
昇
騰
し
、
而
し
て
こ
れ
ら
を
目
標
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
定
期
刊
行

物
は
殆
ど
絶
無
な
る
今
日
、
右
青
年
は
之
を
主
と
し
て
此
の
方
面
に
利
用

す
べ
く
、
又
之
が
利
用
は
頗
る
有
効
な
る
べ
き
こ
と
、
第
四
、『
声
』
誌

援
助
は
か
く
し
て
主
と
し
て
文
筆
に
依
る
べ
く
、
原
稿
料
の
心
配
は
無
用

な
る
こ
と
、
第
五
、
唯
上
記
の
趣
旨
に
副
は
る
る
為
、『
声
』
の
形
式
と

内
容
と
を
些
か
変
更
し
、
之
を
書
籍
商
店
頭
に
飾
る
如
く
せ
ら
れ
た
し
、

第
六
、『
声
』
の
僅
か
の
変
更
だ
も
肯
ん
ぜ
ら
れ
ざ
る
に
於
て
は
、
教
外

者
向
新
雑
誌
を
『
声
』
と
並
ん
で
発
刊
せ
ら
れ
た
し
、
第
七
、
以
上
に
し

て
ご
承
諾
な
き
に
於
て
は
、
教
友
社
は
、
主
と
し
て
教
外
者
向
き
の
新
雑

誌
を
創
刊
し
、
一
方
カ
ト
リ
ッ
ク
探
究
者
の
要
望
を
満
た
す
と
同
時
に
、

他
方
有
意
の
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
を
、
天
主
の
光
栄
の
為
に
最
も
有
効
に
利

用
す
る
方
法
を
講
ぜ
ら
れ
た
し
、
等
々
で
あ
っ
た
が
、
私
の
提
案
は
全
部

見
事
に
蹴
飛
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
声
』は
一
切
変
更
す
る
の
要
な
し
、

『
声
』
は
店
頭
に
出
す
を
欲
せ
ず
、
対
教
外
者
の
こ
と
に
は
関
係
せ
ず
、
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之
に
要
す
る
雑
誌
新
刊
の
要
を
認
め
ず
、
青
年
諸
君
に
強
い
て
協
力
を
求

め
ず
等
々
が
先
方
の
ご
返
事
で
あ
っ
た）

236
（

。

　

ス
タ
イ
シ
ェ
ン
は
青
年
会
の
顧
問
を
引
き
受
け
て
、
都
内
の
大
学
の
カ
ト

リ
ッ
ク
研
究
会
に
協
力
し
て
い
た
よ
う
に
、
青
年
運
動
の
意
義
を
全
く
認
め
な

い
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
彼
は
、
今
ま
で
の
青
年
会
が
往
々
に
し
て
成

果
を
上
げ
る
ま
も
な
く
つ
ぶ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
青
年
信
徒
に
「
愛
徳
」

の
念
に
欠
け
て
い
る
の
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
彼
ら
が
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
人
の
特
徴
的
欠
点
た
る
「
嫉
妬
」、「
陰
謀
」
と
い

う
病
的
精
神
を
依
然
免
れ
て
い
な
い
と
み
な
し
て
い
た）

237
（

。
彼
が
、
青
年
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
に
よ
る
知
的
志
向
の
強
い
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
発
行
に
対
し
て
懐

疑
的
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
青
年
会
活
動
に
対
す
る
不
信
感
か
ら

来
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
彼
は
、「
我
青
年
諸
子
の
希
望
に
答
ふ
（
本

誌
内
容
の
改
良
に
就
て
）」（『
声
』
第
五
一
〇
号
、
一
九
一
八
年
五
月
）
と
い
う
記

事
で
、
知
識
階
級
の
青
年
信
徒
が
研
究
雑
誌
の
発
刊
を
願
う
気
持
ち
に
理
解
を

示
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
原
因
で
彼
ら
が
知
識
欲
に
と
ら
わ
れ
て
、
宗
教
上
の
信

仰
を
損
な
い
、
そ
の
実
行
を
顧
み
な
く
な
る
こ
と
へ
の
危
惧
の
念
を
表
し
て
い

る
。
彼
は
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
刊
行
後
も
、
こ
れ
を
教
会
の
正
統
的
雑
誌
と

は
認
め
ず
、
誌
面
で
そ
の
旨
を
公
言
し
て
、
青
年
信
者
の
記
事
を
批
判
し
た
こ

と
も
あ
っ
た）

238
（

。

　

当
時
の
宣
教
師
ら
の
青
年
運
動
に
対
す
る
警
戒
心
は
、
教
会
内
の
若
手
信
者

に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
危
惧
か
ら
来
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
当
時
の
宣
教
師
の
性
向
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
小
教
区
内
で
の
神
父
と
信
徒
と
の
父
子
的
な
情
緒
的

関
係
を
結
び
、
一
般
信
徒
の
補
助
的
業
務
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
願
う
一
方

で
、
教
区
を
超
え
る
信
徒
の
自
主
的
活
動
に
対
し
て
は
十
分
な
理
解
が
欠
け
て

い
た
と
い
わ
れ
る）

239
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
宣
教
師
側
の
態
度
は
、
し
ば
し
ば

信
徒
側
の
指
導
司
祭
へ
の
依
存
傾
向
を
強
め
て
、
彼
ら
の
自
立
心
を
損
な
う
こ

と
に
も
な
っ
た
。「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
に
深
く
関
わ
っ
た
信
者
の

鈴
木
習
之
は
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
で
、
こ
の
よ
う
な
教
会
風
土
で
信
徒

運
動
が
直
面
す
る
困
難
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
考
察
を
述
べ
て
い
る
。

　

わ
が
国
公
教
徒
の
団
体
的
運
動
は
、
開
教
数
十
年
の
間
に
何
回
か
な
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
皆
永
続
し
な
い
の
で
、
い
た
ず
ら
に
「
日
本
公
教

徒
に
は
、
組
織
の
能
力
な
し
」
と
の
嗤
笑
を
買
う
に
止
っ
た
。

　

さ
て
何
故
こ
の
団
体
的
運
動
が
成
功
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
長
い
間
の
封
建
の
風
が
失
せ
ず
、
所
謂
「
依
ら
し
む
べ
し
。
知
ら
し
む

べ
か
ら
ず
」
で
、
す
べ
て
が
律
せ
ら
れ
た
所
へ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
な
る

も
の
が
土
台
権
利
主
義
に
立
つ
も
の
で
あ
る
の
で
、
信
者
は
い
は
ば
被
治

者
の
位
置
に
あ
り
、
少
数
な
上
に
社
会
上
に
も
地
位
も
勢
力
も
な
い
も
の

が
多
か
っ
た
の
で
、
た
だ
依
り
か
か
る
こ
と
を
こ
れ
事
と
し
、
そ
の
風
今

に
至
っ
て
尚
止
ま
な
い
。
し
か
し
て
又
一
方
己
を
持
す
る
に
厳
に
し
て
、
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人
を
待
つ
に
寛
な
る
宣
教
師
共
通
の
心
理
よ
り
し
て
、
少
数
の
信
者
に
対

し
て
は
愛
撫
の
念
が
第
一
と
な
り
、「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
ろ
」
と

い
う
鞭
撻
鍛
錬
は
後
廻
し
と
な
り
、
か
り
に
信
者
が
応
分
の
協
力
を
し
て

教
会
を
助
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
、
こ
れ
を
助
長
せ
し
め
て
他
日
の
自

主
独
立
の
基
を
つ
く
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
間
の
指
導
調
節
を
煩
は
し

と
し
、
た
だ
独
善
的
個
人
的
救
霊
を
説
く
を
以
っ
て
統
率
に
易
な
り
と

し
、
社
会
的
集
団
的
訓
練
を
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
得

な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
会
が
組
織
さ
れ
て
も
一
つ
の
教
会
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
も
教
理
の
温
習
に
信
心
的
業
の
加
わ
る
も
の
の
み
で
、
信
者
が

社
会
上
実
生
活
上
に
連
絡
を
と
る
と
い
う
方
面
に
は
及
ば
す
、
教
会
相
互

間
の
信
者
の
会
合
連
盟
を
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
の
教
会
の
直
接
の
教
勢

に
は
何
等
貢
献
し
な
い
、
否
無
用
有
害
の
も
の
で
あ
る
と
観
る
向
き
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
信
者
亦
独
善
的
信
仰
に
浸
潤
さ
る
る
所
多
く
「
聖
会
の

ほ
か
救
霊
な
し
」
と
の
ほ
こ
り
は
至
当
な
る
観
念
で
は
あ
る
が
こ
れ
を
す

べ
て
に
及
ぼ
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
自
ら
の
み
を
尊
と
し
と
す
る
排
他
的

精
神
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
会
内
の
こ
と
で
も
、
他
人
の
す
る
こ

と
は
、
た
だ
白
眼
を
以
て
見
、
手
は
こ
ま
ね
く
の
み
で
、
こ
れ
に
力
を
貸

そ
う
と
し
な
い
卑
し
む
べ
き
気
質
が
形
成
さ
れ
た）

240
（

。

　

山
本
信
次
郎
は
、
後
年
の
回
想
で
、
青
年
会
が
当
時
の
教
会
内
で
「
教
会
革

命
児
の
卵
の
集
り
」
の
ご
と
く
み
ら
れ
、「
無
理
解
な
る
信
者
、
其
の
他
意
外

の
方
面
よ
り
の
直
接
間
接
妨
害
圧
迫
等
を
蒙
」
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が）

241
（

、

「
意
外
の
方
面
」
と
は
、
教
会
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
司
祭
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う）

242
（

。
山
本
は
、第
二
代
駐
日
教
皇
庁
使
節
マ
リ
オ
・

ジ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
（M

ario Giardini

）
に
送
っ
た
書
簡
で
、『
声
』
に
よ
る
『
カ

ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
へ
の
不
当
な
非
難
や
、
大
阪
司
教
の
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス

ト
・
カ
ス
タ
ニ
エ
（Jean-Bapiste Castanier

）
が
公
教
青
年
会
に
好
意
的
で

は
な
い
事
情
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
が）

243
（

、
こ
こ
で
も
日
本
人
信
徒
が
教
皇
庁
の

権
威
に
よ
り
つ
つ
、
教
会
内
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
対
抗
し
よ

う
と
し
た
行
動
様
式
が
う
か
が
え
る
。

　
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
は
、
一
九
三
一
年
に
解
散
と
な
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・

カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
の
中
の
下
部
組
織
の
青
年
会
と
し
て
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
こ
の
措
置
に
は
同
会
の
活
動
を
快
く
思
わ
な
い
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
意
向
が
働
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

244
（

。
も
っ
と
も
公
教
青
年
会
は
、
時
の
経
過

と
と
も
に
、
組
織
の
動
脈
硬
化
や
路
線
面
で
の
意
見
対
立
な
ど
の
問
題
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り）

245
（

、
こ
の
点
に
お
い
て
青
年
会
運
動
に
対
す
る
宣
教
師
の

危
惧
も
全
く
的
外
れ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
、「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
は
、
教
会
当
局
と
軋
轢
を
ひ
き
起
こ

し
な
が
ら
も
、
出
版
活
動
な
ど
知
識
人
活
動
の
点
に
お
い
て
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
会
内
の
状
況
の
変
化
は
、
様
々
な
修
道
会
の
来

日
や
一
九
一
九
年
に
始
ま
る
教
皇
使
節
の
日
本
常
駐
に
伴
う
パ
リ
外
国
宣
教
会
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の
教
会
内
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
低
下
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
内
部
で
の
世
代
交
代
の

進
行）

246
（

な
ど
を
別
に
し
て
、
教
会
内
で
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
力
が
次
第
に

強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
与
っ
て
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。
両
大
戦
間
期
に
お

い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
間
で
は
、
日
本
人
聖
職
者
に
対
す
る
低
評
価

が
完
全
に
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え）

247
（

、
昭
和
初
年
の
教
会
で
は
、

明
治
期
の
平
山
牧
民
や
前
田
長
太
の
行
っ
た
主
張
と
同
趣
旨
の
論
説
が
日
本
人

信
者
に
よ
っ
て
公
然
と
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る）

248
（

。

お
わ
り
に

　

本
論
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
様
相
を
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
信
者
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
日
本
近
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
基
礎

は
、
幕
末
に
来
日
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
が
、
十
九
世
紀

末
に
至
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
の
単
独
司
牧
に
無
理
が
あ
る
こ

と
は
、
同
会
の
一
部
で
も
認
め
ら
れ
、
教
勢
の
拡
大
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日

が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
内
部
か
ら
は
、
十
分
な
内
部
変
革
の
動
き
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
な
る
と
、
日
本
人
信
者
の
一
部
の
間
か

ら
教
会
改
革
の
必
要
性
が
陰
に
陽
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
人
信
者
に
よ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
体
制
に
向
け
た
批
判
活
動
は
、

結
果
的
に
日
本
人
司
祭
の
教
会
活
動
か
ら
の
放
逐
と
い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま

う
。
ま
た
、
東
京
大
司
教
区
で
活
発
化
し
つ
つ
あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
青

年
運
動
・
知
識
人
活
動
は
、
同
会
の
一
部
の
宣
教
師
の
協
力
を
得
て
展
開
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
も
教
会
内
で
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
次
第
に

低
調
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、
日
露
戦
争
後
に
行
わ
れ
た
オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
と
一

九
〇
八
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
の
実
現
は
、
教
皇
庁
の
政
策
決
定
に
よ
り

実
現
さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
一
方
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
変
革
を
願
う
日

本
人
信
者
の
声
に
呼
応
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
人
カ
ト
リ
ッ

ク
者
の
主
体
的
な
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
一
面
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
改
革
志
向
の
日
本
人
信
者
ら
は
、
司
祭
の

聖
職
排
斥
と
い
う
犠
牲
を
う
み
な
が
ら
も
、
教
皇
庁
の
権
威
に
拠
る
こ
と
で
、

教
会
の
変
革
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
過
去
の
批
判
者
が
し
ば
し
ば
行
っ
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
方
法
が
知
識
人
向
け
事
業
を
十
分
に
視
野

に
収
め
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
同
会
の
宣
教
活
動
を

否
定
的
に
判
断
す
る
の
も
行
き
過
ぎ
だ
ろ
う）

249
（

。
二
十
世
紀
以
降
、
知
識
人
重
視

の
宣
教
事
業
や
中
・
上
流
階
級
を
対
象
に
し
た
教
育
事
業
の
発
展
に
よ
り
、
日

本
社
会
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
社
会
的
評
価
は
大
き
く
高
ま
っ
た
と
は

い
え
、
そ
れ
以
降
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
勢
が
飛
躍
的
に
発
展
し
な
か
っ
た
こ
と

も
事
実
だ
か
ら
で
あ
る）

250
（

。
近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
が
本
格
的
に
開
始
さ

れ
た
明
治
時
代
に
お
い
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
活
動
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ



二十世紀初頭における転換期の日本カトリック教会

281

ン
ト
各
派
の
宣
教
の
成
果
と
比
較
し
て
様
々
な
点
で
見
劣
り
の
す
る
た
め
に
、

同
会
の
宣
教
事
業
は
必
ず
し
も
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
と
は
言
え
な
い
が
、

そ
の
活
動
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
多
元
的
な
観
点
か
ら
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る

は
ず
で
あ
る
。

謝
辞

　

本
論
の
一
部
は
、
ア
ル
ザ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
研
究
所
で
行
わ
れ
た
「
明
治
時
代
」

に
関
す
る
研
究
会
（
二
〇
〇
九
年
九
月
十
一
日
、
ア
ル
ザ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
研
究
所
・

国
際
交
流
基
金
共
催
）
と
、
パ
リ
の
社
会
科
学
高
等
研
究
院
（EH

ESS

）
で
行
わ
れ
た
共

同
研
究
発
表
会
（
二
〇
一
〇
年
一
月
二
十
五
日
）
で
、
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

あ
る
。
両
研
究
会
で
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
、
御
厨
貴
氏
（
東
京
大

学
）、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
イ
ヴ
ェ
ー
ル
（Patrick Beillevaire

）
氏
（
社
会
科
学
高
等
研
究

院
）を
始
め
、貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

ロ
ー
マ
で
の
資
料
調
査
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
ー
マ
学
院
（Ecole Française de 

Rom
e

）
の
奨
学
金
助
成
を
得
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
教
会
関
係
資
料
の

調
査
で
は
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
図
書
館
、
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
、
聖
ト

マ
ス
大
学
図
書
館
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

註（
１
） 

一
九
〇
四
年
、
四
国
全
土
は
、
大
阪
司
教
区
か
ら
知
牧
区
と
し
て
独
立
し
、
ス

ペ
イ
ン
の
ロ
ザ
リ
オ
管
区
の
ド
ミ
ニ
コ
会
に
委
ね
ら
れ
た
。

（
２
） 

五
野
井
隆
史『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
二
八
九
頁
。

高
橋
昌
郎
『
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
八―

一
八
九

頁
。

（
３
） 

聖
心
女
子
学
院
編
『
聖
心
女
子
学
院
創
立
五
十
年
史
』
聖
心
女
子
学
院
、

一
九
五
八
年
、
三―

六
頁
。
上
智
大
学
編
『
上
智
大
学
五
十
年
史
』
上
智
大
学
、

一
九
六
三
年
、
二
八―

三
四
頁
。
以
上
の
聖
心
女
子
学
院
と
上
智
大
学
の
両
校
の
校
史

で
、
オ
コ
ン
ネ
ル
日
本
訪
問
時
の
箇
所
を
執
筆
し
た
の
は
、
佐
藤
直
助
で
あ
る
。
佐
藤

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
世
紀
』
で
行
な
わ
れ
た
座
談
会
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
百
年
の

歩
み
」（
海
老
沢
有
道
、
ヨ
ゼ
フ
・
ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
、
佐
藤
直
助
、
鈴
木
成
高
）『
世
紀
』

（
第
一
四
一
号
、
一
九
六
二
年
二
月
、
二
六―

二
七
頁
）
で
も
、
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の

日
本
訪
問
に
触
れ
て
い
る
。

（
４
） 

高
木
一
雄
『
明
治
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
研
究
』
中
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、

一
九
七
九
年
、
三
五
八―

三
六
五
頁
（
同
『
日
本
・
ヴ
ァ
チ
カ
ン
外
交
史
』
聖
母
の
騎

士
社
、
一
九
八
四
年
、
二
七
三―

二
八
三
頁
）。

（
５
） 

上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
編
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
上
智

大
学
、
一
九
八
〇
年
。
同
上
、
補
遺
、
一
九
九
三
年
。

（
６
） Geppert, T

heodor., T
he early years of Sophia U

niversity, T
okyo: 

Jochi D
aigaku, 1993.

（
７
） Sibre, O

livier., Le Saint-Siège et l

’Extrêm
e-O
rient (Chine, Corée, 

Japon) de Léon X
III à Pie X

II (1880 ―1952), T
hèse (U

niversité Paris IV
), 

2008.

（
８
） 

各
教
区
の
信
者
数
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
が
、
パ
リ
の
同
会
本
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部
に
送
っ
た
『
年
次
報
告
』
に
よ
っ
て
い
る
。
松
村
菅
和
、
女
子
カ
ル
メ
ル
修
道
会
共

訳
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
聖
母
の
騎
士
社
、
一
九
九
八
年
、

五
、一
五
、
二
六
、
三
二
頁（
以
下
、『
年
次
報
告
』と
略
）。「
外
国
宣
教
会
教
況
」『
声
』

第
二
九
〇
号
、
一
九
〇
三
年
七
月
十
日
、
三
〇
頁
。

（
９
） 

海
老
沢
有
道
「
明
治
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
史
的
比
較
」『
維
新
変
革
期
と
キ
リ
ス

ト
教
』
新
生
社
、
一
九
六
八
年
、
四
七
一
頁
。

（
10
） 

『
年
次
報
告
』
第
二
巻
、
一
九
九
七
年
、
五
二
、
八
五―

八
九
、
九
一
頁
。

（
11
） 

教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
五
世
は
、
一
六
二
二
年
、
大
航
海
時
代
に
始
ま
っ
た
海

外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
が
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
利
害
を
背
負
っ
た
諸
修

道
会
の
対
立
競
合
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
現
地
教
会
を
混
乱
に
陥
ら
せ
た
事
態
の
反
省
に

た
っ
て
、
海
外
宣
教
事
業
を
教
皇
庁
の
統
括
下
に
置
く
こ
と
を
試
み
、
布
教
聖
省
（
現

在
の
福
音
宣
教
省
）
を
設
立
し
た
。
現
地
人
司
祭
の
養
成
を
重
視
す
る
パ
リ
外
国
宣
教

会
も
こ
の
教
皇
庁
の
宣
教
政
策
の
転
換
を
受
け
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
瀬
弘

一
郎
「
布
教
聖
省
の
設
置
と
日
本
」『
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀―

ザ
ビ
エ
ル
渡
日
か
ら
「
鎖

国
」
ま
で
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。

（
12
） Geppert, T

heodor., op. cit., pp. 1―4. 

川
村
信
三
「
二
〇
世
紀
日
本
イ
エ
ズ
ス

会
史―

再
来
日
前
史
か
ら
戦
後
」
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
編
『
一
〇
〇
年
の
記
憶
：
イ

エ
ズ
ス
会
再
来
日
か
ら
一
世
紀
』
南
窓
社
、
二
〇
〇
八
年
、
六
四―

七
二
頁
。
イ
エ
ズ

ス
会
は
、
一
八
二
九
年
に
布
教
聖
省
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
の
宣
教
師
派
遣
に
関
し
て
打
診

を
受
け
た
が
、
同
会
は
復
興
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
時
の
総
長
ル
イ

ジ
・
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
（Luigi Fortis

）
は
、
そ
の
任
を
負
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

と
派
遣
を
断
っ
た
。
川
村
信
三
氏
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
こ
の
時
に
布
教
聖
省
か
ら
の
依

頼
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
後
の
同
会
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
の
宣

教
活
動
の
再
開
に
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
響
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
13
） A

SM
EP, Fiche individuelle (notice biographique), T

héodore-A
ugustin 

Forcade. Sibre, O
livier., op. cit., p. 241.

（
14
） 

青
山
玄
「
明
治
前
期
」
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

集
『
つ
き
じ
：
献
堂
百
周
年
記
念
号
』
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
一
九
七
八
年
、
七
三

頁
。A

rchivio Storico della C
ongregazione per l

’Evangelizzazione dei 

Popoli (A
SCEP), SC Cina e Regni A

diacenti, vol. 31, Pierre-M
arie O

souf à 

Giovanni Sim
eoni, 20 m

ars, 18 octobre 1886.

（
15
） 

山
口
輝
臣
『
明
治
国
家
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
一
一
三

―

一
一
六
頁
。

（
16
） 

坪
井
善
明
『
近
代
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
治
社
会
史―

阮
朝
嗣
徳
帝
統
治
下
の
ヴ
ェ
ト

ナ
ム1847―1883

』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
三
五―

五
〇
頁
。

（
17
） 

『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
三
四
七
頁
。

（
18
） 

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
で
は
、
す
で
に
一
八
七
五
年
の
時
点
で
、

西
洋
近
代
思
想
の
影
響
を
受
け
た
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
出
版
物
の
氾
濫
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
各
派
の
活
発
な
活
動
に
対
し
て
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。『
年

次
報
告
』
第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
三
八―

三
九
頁
。

（
19
） A

SCEP, A
cta, V

ol. 260, Febbraro 1890. N
. 2. 

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
教
皇

庁
は
、
一
八
八
七
年
末
の
西
園
寺
公
望
の
教
皇
謁
見
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に

よ
る
独
占
的
司
牧
体
制
を
問
題
視
し
た
日
本
政
府
の
考
え
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

一
八
八
九
年
八
月
の
共
同
書
簡
で
、
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
に
関
し
て
意
見
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
は
、
事
前
に
教
皇
庁
か
ら
そ
の
是
非
に
関
し
て
日
本
の
司
教
団
に
打
診
が

さ
れ
て
い
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
20
） A

SM
EP, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf à un pére, T
okio, 17 août 1889. 

オ
ズ
ー
フ
は
、
会
議
で
こ
れ
ら
の
少
数
意
見
を
発
し
た
宣
教
師
の
実
名
を
挙
げ
て
い
な

い
。

（
21
） A

SM
E
P, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf aux directeurs des M
E
P, 

T
okio, 22 février 1889.

（
22
） A

SM
EP, V

ol. 573, François-Paulin V
igroux à Pierre-M

arie O
souf, 8 

décem
bre 1894. Sibre, O

livier., op. cit., pp. 241, 243―244. 

な
お
、オ
リ
ヴ
ィ
エ
・

シ
ブ
ル
は
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
再

来
日
に
関
し
て
、「
競
合
を
恐
れ
ず
」、
常
に
好
意
的
だ
っ
た
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
、
彼
は
ヴ
ィ
グ
ル
ー
の
意
見
書
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
に
反
対
す
る

宣
教
師
に
対
す
る
駁
論
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。

（
23
） 

ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
女
子
教
育
事
業
の
発
展
に
関
し
て
は
、
聖
心
会
や
煉
獄
援
助

修
道
女
会
の
来
日
を
望
ん
で
い
る
。

（
24
） 

オ
ズ
ー
フ
は
、
一
八
八
一
年
十
一
月
に
宣
教
会
本
部
に
宛
て
た
書
簡
で
、
前
年

に
来
日
し
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
、
彼
の
渡
航
の
途
次
、
同
船
し
た
イ

エ
ズ
ス
会
神
父
達
が
、
日
本
で
の
宣
教
再
開
を
強
く
望
ん
で
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。A

SM
EP, 573, Pierre-M

arie O
souf aux directeurs des 

M
EP, T

okio, 31 octobre 1881. Sibre, O
livier., op. cit., p. 242. 

ま
た
、
一
八
九
五

年
四
月
、
徐
家
匯
（
上
海
）
の
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
は
、
日
本
の
宣
教
師
に
、
英
米

系
、
ド
イ
ツ
系
、
フ
ラ
ン
ス
系
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
四
つ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
中
学
校

（Collége

）
を
日
本
に
設
立
す
る
夢
を
語
っ
て
い
る
。A

SM
EP, 573, M

gr. Garnier 

à un m
issionnaire du Japon, Zikaw

ei, 18 avril 1895. Sibre, O
livier., op. cit., 

p. 242.

（
25
） A

rchives du M
inistère des A

ffaires étrangères (A
M
A
E
), 

C
orrespondance politique et com

m
erciale N

S, Japon, vol. 61, Jules 

H
arm
an à T

héophile D
elcassé, T

ôkyô, 4 juin 1899.

（
26
） J. D

., 

“Cronaca contem
poranea: Giappone

”, La Civilità Cattolica, 1904, 

pp. 635 ―636. Geppert, T
heodor., op. cit., pp. 10―11. 

川
村
信
三
、
前
掲
書
、

七
四
頁
。
ダ
ー
ル
マ
ン
は
、
こ
の
書
簡
で
、
彼
が
来
日
中
に
出
会
っ
た
日
本
の
宣
教
師

ら
が
ド
イ
ツ
か
ら
の
宣
教
師
の
来
日
を
望
ん
で
い
た
と
報
告
し
て
い
る
。

（
27
） 

同
上
、
七
三―

七
八
頁
。

（
28
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
二
三―

三
一
頁
。

（
29
） Geppert, T

heodor., op. cit., pp. 4―8.

（
30
） A

rchivum
 Rom

anum
 Societatis Iesu, N

uova Com
pagnia. Jap. 1001―1. 

D
oc. N

um
. 8, 9. 

ラ
ゲ
ー
の
書
簡
は
一
八
九
九
年
十
月
二
十
五
日
付
で
、
ソ
ー
レ
の
書

簡
は
一
九
〇
一
年
七
月
十
七
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
ラ
ゲ
ー
の
書
簡
は
、
下
記
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
伝
に
収
録
（
一
部
文
章
の
変
更
が
あ
る
）
さ
れ
て
い
る
。

C
ros, Léonard-Joseph-M

arie, Saint François de X
avier: sa vie et ses 

lettres, t. 2, T
oulouse: Privat, Paris: V

. Retaux, 1900, pp. 534―536. 

エ
ミ
ー

ル
・
ラ
ゲ
ー
神
父
に
関
し
て
は
、
下
記
の
著
書
が
あ
る
。
河
野
純
徳
『
鹿
児
島
に
お
け

る
聖
書
翻
訳―

ラ
ゲ
神
父
と
第
七
高
等
学
校
造
士
館
教
授
た
ち
』（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化

研
究
会
、
一
九
八
一
年
）。

（
31
） Geppert, T

heodor., op. cit., pp. 6―8. 

パ
ウ
ロ
・
フ
ィ
ス
テ
ル
編
『
日
本
の
イ

エ
ズ
ス
会
史―

再
渡
来
後
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
』
イ
エ
ズ
ス
会
日
本

管
区
、
一
九
八
四
年
、
二
六―

二
七
頁
。

（
32
） 

『
年
次
報
告
』
第
二
巻
、
二
〇
七
頁
。
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（
33
） 

北
島
治
慶
「
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史―

八
〇
余
年
の
歴
史
を
顧
み
て
」『
佐
賀

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史―

一
八
九
四
年―

一
九
八
二
年
の
回
顧
』佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、

一
九
八
四
年
、
二
三―

二
五
頁
。

（
34
） 

ク
ー
ザ
ン
長
崎
司
教
の
書
簡
（
書
簡
の
宛
先
の
レ
オ
ン
・
ロ
ベ
ー
ル
は
、
当
時
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
香
港
支
部
の
責
任
者
で
、
後
に
、
同
会
総
長
に
な
っ
た
人
物
で
あ

る
）に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
に
働
き
か
け
た
日
本
人
神
父
と
し
て
、「
平
山
」と「
有

安
」
の
二
名
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin 

à Léon Robert, N
agasaki, 30 avril 1904. 

こ
の
後
者
の
有
安
秀
之
進
（
浪
造

一
八
五
五―

一
九
三
四
）
は
、
再
宣
教
以
降
、
司
祭
に
叙
階
（
一
八
八
二
年
）
さ
れ
た

最
初
の
三
人
の
日
本
人
神
父
の
一
人
で
あ
る
。Geppert, T

heodor., op. cit., p. 5. 

太
田
淑
子「
有
安
秀
之
進
」『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』教
文
館
、一
九
八
八
年
、

六
九
頁
。
彼
は
、
長
崎
司
教
区
の
司
祭
と
し
て
生
涯
を
終
え
て
い
る
の
で
、
後
に
教
会

当
局
と
和
解
し
た
日
本
人
司
祭
と
は
彼
の
こ
と
だ
ろ
う
。

（
35
） 

平
山
牧
民
「
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
（
教
育
と
宗
教
と
は
墜
に
調
和
す
べ
か
ら

ざ
る
乎
）」『
声
』
第
二
五
九
号
、
一
九
〇
二
年
三
月
二
十
五
日
、
五―
六
頁
。
以
下
、

本
論
で
は
、
資
料
の
引
用
に
当
た
っ
て
、
適
宜
、
表
記
を
変
更
し
た
こ
と
を
お
断
り
す

る
。

（
36
） 

一
九
〇
二
年
十
二
月
の
ク
ー
ザ
ン
の
書
簡
で
は
、
平
山
が
教
会
内
で
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
は
慎
重
な
対
応
を
要
す
る
と
い
う

考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon 

Robert, N
agasaki, 22 décem

bre 1902.

（
37
） A
SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904. 

ク
ー
ザ
ン
司
教
の
書
簡
（
一
九
〇
四
年
四
月
三
〇
日
）
に
よ
る
と
、
当
時
、
有

安
秀
之
進
も
謹
慎
処
分
を
受
け
、
実
家
に
帰
っ
て
い
た
。

（
38
） Geppert, T
heodor., op. cit., p. 10. 

ダ
ー
ル
マ
ン
が
来
日
中
に
育
英
塾
の
聖
堂

の
献
堂
式
（
一
九
〇
三
年
十
一
月
八
日
）
に
出
席
し
て
祭
儀
を
補
助
し
た
こ
と
の
記
述

が
、『
声
』（
第
二
九
九
号
、
一
九
〇
三
年
十
一
月
二
十
五
日
）
の
「
東
京
教
信
」
に
み

え
る
。

（
39
） A

SM
E
P, V

ol. 571, A
lphonse C

ousin à Léon R
obert, N

agasaki, 3 

janvier 1904. 

な
お
、
来
日
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
触
れ
た
こ
の
ク
ー
ザ
ン
の
書
簡

（
一
九
〇
四
年
一
月
三
日
付
）
は
、
ゲ
ッ
ぺ
ル
ト
の
著
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
同
書
の
引
用
で
は
、
ダ
ー
ル
マ
ン
（
ク
ー
ザ
ン
は
、
書
簡
で
彼
の
名
前
は
出
し
て

い
な
い
）
が
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ボ
ン
ヌ
神
父
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
か
ら
平
山
の
行
状

を
知
ら
さ
れ
た
時
に
「
困
惑
」
し
た
と
い
う
一
文
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。Geppert, 

T
heodor., op. cit., pp. 11―12.

（
40
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.

（
41
） A

SCEP, Rubrica 359, ff 84―107.

（
42
） 

ク
ー
ザ
ン
の
書
簡
（
一
九
〇
四
年
四
月
三
〇
日
）
に
よ
る
と
、
海
外
で
こ
れ
を

受
け
取
っ
た
あ
る
高
位
聖
職
者
（M

gr Paris

）
が
、
ク
ー
ザ
ン
に
宛
て
て
こ
の
よ
う

な
行
動
を
取
る
信
者
に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
述
べ
る
手
紙
を
送
っ
て
き
た
と
い
う
。

A
SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.
（
43
） 
平
山
牧
民
は
、
一
八
九
九
年
に
『
基
督
教
倫
理
』（
平
山
牧
民
、
一
八
九
九
年
）

と
い
う
小
著
を
出
版
し
て
い
る
。
親
子
、
君
臣
、
君
民
関
係
な
ど
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト

教
の
考
え
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
が
愛
国
忠
孝
の
精
神
に
立
つ
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
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あ
り
、
序
（
田
中
清
風
）
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
出
版
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教

が
日
本
の
伝
統
的
徳
目
に
背
馳
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

（
44
） 

「
布
教
会
の
献
金
に
就
て
敢
て
吾
教
諸
子
の
奮
励
を
促
す
」『
声
』
第
二
九
九
号
、

一
九
〇
三
年
十
一
月
二
十
五
日
、
一―

三
頁
。

（
45
） 

な
お
、
二
十
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
政
政
府
に
よ
る
反
教
権
主
義
政
策
は
、

『
声
』
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
批
判
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
を
攻
撃
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
共
和
主
義
者
は
真
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
は
な
い
と
繰
り

返
し
主
張
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
日
本
人
読
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
に
対
し
て

十
分
な
好
意
を
持
ち
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
飯
田
緑
汀

「
弁
妄―

仏
国
の
結
社
法
案
に
つ
い
て
」『
声
』
第
二
四
六
号
、一
九
〇
一
年
九
月
十
日
。

「
仏
国
現
下
の
大
問
題
」
同
上
、
第
二
七
四
、
二
七
五
号
、
一
九
〇
二
年
十
一
月
十
日
、

二
十
五
日
。
竜
門
案
「
仏
国
現
下
の
大
問
題
」
同
上
、
第
二
八
八
号
、
一
九
〇
三
年
六

月
十
日
。
こ
の
一
文
の
著
者
名
「
竜
門
案
」
は
、
ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
筆
名
で

あ
る
。
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
に
お
け
る
筆
名
の
使
用
者
の
特
定
に
関
し
て
は
、
下

記
の
論
考
が
参
考
に
な
る
。
増
田
良
二
「
明
治
・
大
正
カ
ト
リ
ッ
ク
著
述
家
筆
名
考
」

『
望
楼
』
第
四
巻
、
第
三
号
、
一
九
四
九
年
、
三
一
頁
。

（
46
） 

な
お
、『
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
』
の
記
述
で
は
、
平
山
牧
民
に
よ
る
イ
エ
ズ

ス
会
の
誘
致
活
動
に
関
し
て
、
彼
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
を
「
あ
ま
り
に
も
厳
格

す
ぎ
る
こ
と
」
に
対
し
て
不
満
を
覚
え
て
、
教
会
内
の
自
由
を
求
め
た
こ
と
が
動
機
に

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
北
島
治
慶
「
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史―

八
〇
余
年
の
歴
史

を
顧
み
て
」、
二
四
頁
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
は
、
同
教
会
の
信
者
の
間
で
も
平
山
の
活

動
目
的
が
時
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
47
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.

（
48
） 

ク
ー
ザ
ン
は
、
先
述
し
た
一
八
八
九
年
八
月
の
宣
教
師
会
議
（
大
阪
）
に
出
席

し
て
お
り
、
そ
こ
で
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
を
必
要
と
す
る
少
数
意
見
に
接
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。

（
49
） 

ク
ー
ザ
ン
の
書
簡
（
一
九
〇
四
年
一
月
十
九
日
）
に
よ
る
と
、
彼
は
、
平
山
ら

が
批
判
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
と
同
時
期
、
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
に
委
譲
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
た
四
国
地
方
の
信
徒
か
ら
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
の
継
続
を
望
む

請
願
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
司
教
区
内
の
信
者
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
い
た
ク
ー

ザ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
同
会
の
宣
教
師
を
慕
う
日
本
人
信
徒
の
存
在
は
、
自
分

達
の
宣
教
事
業
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
証
し
立
て
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
だ

ろ
う
。A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 19 

janvier 1904.

（
50
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.

（
51
） A

SCEP, Rubrica 359, ff51―52. 

な
お
、
こ
の
「
請
願
書
」
に
は
、
長
崎
県
五

島
奥
浦
村
の
十
六
名
の
日
本
人
信
徒
の
名
前
が
署
名
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
名
前

は
す
べ
て
一
九
〇
三
年
に
作
成
さ
れ
た
「
謹
奏
書
」
の
署
名
者
と
重
な
っ
て
い
な
い
。

（
52
） 

こ
の
オ
コ
ン
ネ
ル
の
「
報
告
書
」（Rapporto de M

onsig. O

’Connell 

V
erscovo di Portland sulla sua M

issione presso l

’Im
peratore del 

Giappone

）
は
、
彼
が
日
本
訪
問
後
、
教
皇
庁
へ
報
告
に
向
か
う
途
中
に
作
成
さ
れ

た
文
書
で
あ
り
、
教
皇
庁
に
提
出
後
、
印
刷
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
上
智
大
学

史
資
料
集
』
第
一
集
、
三
三
、
四
八
頁
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ア
レ
ク
サ
ン
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ド
ル
・
ブ
ラ
ウ
は
、
上
智
大
学
の
創
立
を
扱
っ
た
小
論
で
、
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
時
に
お

け
る
日
本
人
信
徒
の
請
願
書
に
関
し
て
触
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
を
オ
コ
ン
ネ
ル
の

「
報
告
書
」
を
通
し
て
知
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。Brou, A

lexandre., 

“L

’

U
niversité Catholique de T

okyo : Ses O
rigines

”, Revue d

’Histoire des 

M
issions , n

°3, 1935, p. 340.

（
53
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
補
遺
、
八
頁
。

（
54
） 

「
士
族
階
級
と
い
う
か
昔
の
軍
人
階
級
は
、
福
音
の
種
子
を
受
け
る
の
に
、
も
っ

と
耕
さ
れ
た
土
地
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」「（
上
流
社
会
で
は
）
我
々

の
教
え
を
良
い
も
の
、
真
実
な
も
の
と
感
じ
て
い
る
人
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
」『
年

次
報
告
』
第
二
巻
、
二
〇
七
、
二
五
九
頁
。

（
55
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
五
二―

五
三
頁
。

（
56
） 

中
島
政
利
『
福
音
伝
道
者
の
苗
床―

長
崎
公
教
神
学
校
史
』
中
島
政
利
、

一
九
七
七
年
、
一
九
三
頁
。
な
お
、
同
書
に
は
、
平
山
牧
民
の
指
弾
し
た
長
崎
の
神
学

校
の
混
乱
状
況
に
関
し
て
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

（
57
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lfred Roussel à Jules A

lphonse Cousin, 1
er juillet 

1900.

（
58
） A

SM
E
P, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf aux directeurs des M
E
P, 

T
ôkyô, 12 août 1899. Cabanel, Patrick., Les Cadets de D

ieu. Fam
illes, 

m
igrations et vocations religieuses en Gévaudan (fin X

V
IIe-fin X

X
e 

siécles) , T
hèse (A

ix-en-Provence 1), 1992, pp. 897―900.

（
59
） 

明
治
時
代
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
展
開
が
各
地
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ

と
に
関
し
て
は
、
佐
藤
直
助
の
指
摘
が
あ
る
。「
明
治
期
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社

会
的
文
化
的
影
響
」『
文
学
』
第
四
七
巻
第
四
号
、
一
九
七
九
年
、
九
五
頁
。

（
60
） 

『
年
次
報
告
』第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
三
一
二
頁
。
通
俗
子「
教
界
の
雑
誌
」『
通

俗
宗
教
談
』
第
三
十
四
号
、
一
九
〇
五
年
、
四
三
頁
。

（
61
） 

ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ
神
父
に
つ
い
て
は
、『
声
』
第
七
八
八
号
（
一
九
四
一

年
十
月
）
が
追
悼
特
集
「
ル
モ
ア
ヌ
師
を
憶
ふ
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
62
） 

『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
二
四
八
頁
。
工
藤
応
之
「
華
や
か
な
『
天
地
人
』
時
代

の
若
き
師
の
こ
と
な
ど
」『
声
』
第
七
八
八
号
、
一
九
四
一
年
十
月
、
二
六
頁
。『
声
』

は
、発
行
場
所
が
京
都
か
ら
東
京
に
移
っ
た
時
期
に
は
二
、
三
百
前
後
だ
っ
た
部
数
が
、

一
九
〇
八
年
頃
に
は
三
千
部
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
63
） 

前
章
で
み
た
よ
う
に
、平
山
牧
民
は
、彼
の
「
具
申
書
」
の
執
筆
あ
た
っ
て
『
声
』

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
宗
教
界
の
情
報
を
得
て
お
り
（
注
44
）、
ま
た
彼
の
行
っ
た

講
話
も
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
注
35
）。

（
64
） 

「
伝
道
地
と
し
て
の
日
本
」『
声
』
第
二
八
一
号
、
一
九
〇
三
年
二
月
二
十
五
日
、

二
四―

二
五
頁
。
こ
の
記
事
は
、『
基
督
教
週
報
』（
第
六
巻
、
第
二
十
三
号
、

一
九
〇
三
年
）
の
記
事
を
好
意
的
に
引
用
し
て
い
る
。

（
65
） 

渋
川
久
子
、
島
田
恒
子
『
信
仰
と
教
育
と
：
サ
ン
・
モ
ー
ル
修
道
会
東
京
百
年

の
歩
み
』
評
論
社
、
一
九
八
一
年
、
七
四―

七
六
頁
。

（
66
） 

『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
一
四
五
、一
九
四
、
二
三
六
、
二
七
三
頁
。
同
上
、
第

二
巻
、
一
九
七―

一
九
八
、
二
二
七―

二
二
八
、
二
五
四
頁
。
な
お
、『
年
次
報
告
』

で
は
、
時
折
、
上
流
階
級
の
家
庭
に
言
及
す
る
際
、「
あ
る
種
の
家
族
」
と
い
う
よ
う

な
婉
曲
的
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
上
流
階
級
の
信
者

獲
得
に
向
け
た
関
心
を
公
言
す
る
こ
と
に
対
し
、
宣
教
師
に
躊
躇
の
気
持
ち
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
67
） 

村
上
茅
海
「
我
国
に
於
け
る
伝
道
事
業
と
上
流
社
会
の
関
係
（
続
）」『
声
』
第
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二
七
九
号
、
一
九
〇
三
年
一
月
二
十
五
日
、
八
頁
。

（
68
） 
青
山
玄
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
宣
教
活
動
」『
南
山
神

学
』
第
十
号
、
一
九
八
七
年
、
一
九
〇―

一
九
一
頁
。『
年
次
報
告
』
の
邦
訳
で
は
、

公
教
教
友
会
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
友
の
会
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、

九
頁
。

（
69
） 

『
声
』
の
記
事
は
、
公
教
教
友
会
の
会
員
の
活
動
目
的
を
「
自
ら
主
と
な
り
て
直

接
布
教
に
手
を
下
す
に
非
ら
ず
、
専
ら
従
と
な
り
、
遊
軍
と
な
り
て
、
各
教
会
の
経
営

す
る
処
に
加
勢
援
助
を
与
え
う
べ
し
と
い
う
に
在
り
」
と
し
て
い
る
。「
語
を
公
教
教

友
会
書
士
に
寄
す
（
上
）」『
声
』
第
二
四
七
号
、
一
九
〇
一
年
九
月
二
十
五
日
、
三
頁
。

（
70
） 

公
教
教
友
会
で
は
、
日
本
人
信
者
の
間
で
議
論
も
行
わ
れ
て
お
り
、
説
教
伝
道

と
書
籍
伝
道
の
間
で
ど
ち
ら
が
効
果
か
大
き
い
か
と
い
う
主
題
で
、
会
員
間
で
討
論
が

行
わ
れ
た
時
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
、
説
教
伝
道
の
方
に
よ
り
大
き
な
効
果
を
認
め
る

も
の
が
若
干
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
公
教
教
友
会
」『
声
』
第
二
五
二
号
、

一
九
〇
一
年
十
二
月
十
日
、
二
七
頁
。

（
71
） 

山
口
鹿
三「
公
教
教
友
会
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』Ⅳ
、
冨
山
房
、
一
九
五
四
年
、

七
二
頁
。

（
72
） 

青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
」（
八
）『
布
教
』
第
二
十
六

巻
、
第
三
号
、
一
九
七
一
年
、
一
八
七
頁
。
青
山
氏
は
、
こ
の
対
立
図
式
を
名
古
屋
主

税
町
教
会
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ツ
ル
ペ
ン
神
父
の
小
教
区
に
お
け
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
活

動
に
関
し
て
見
出
し
て
い
る
が
、
ツ
ル
ペ
ン
は
『
新
理
想
』
へ
の
寄
稿
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
知
識
人
活
動
に
好
意
的
な
人
物
と
思
わ
れ
る
の
で
、
名
古
屋
地
方
で
の
リ
ギ
ョ
ー

ル
の
活
動
も
ツ
ル
ペ
ン
の
依
頼
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
青
山
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
小
教
区
司
祭
と
、
教
会
横
断

的
な
信
徒
活
動
の
間
に
存
在
し
た
緊
張
関
係
が
、
こ
の
時
期
以
降
の
教
会
の
内
部
に
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
と
著
者
も
考
え
て
い
る
。

（
73
） 

同
「（
一
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
宣
教
の
開
始
」
新
潟
県
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

史
研
究
会
編
『
新
潟
県
キ
リ
ス
ト
教
史
』
上
巻
、
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部
、

一
九
九
四
年
、
三
六
頁
。

（
74
） 

同
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
（
八
）」『
布
教
』
第
二
十
六
巻
、

第
三
号
、
一
九
七
二
年
、
一
八
四―

一
八
七
頁
。『
声
』（
第
二
四
五
号
、
一
九
〇
一
年

八
月
二
十
五
日
）
の
あ
る
記
事
で
、
前
田
長
太
の
講
演
は
「
深
遠
な
る
学
識
と
特
有
な

る
雄
弁
と
を
も
っ
て
、
縦
論
横
説
、
滔
々
懸
河
の
弁
、
抑
揚
擒
縦
の
妙
、
聴
者
を
し
て

そ
ぞ
ろ
我
を
忘
る
る
の
感
」
あ
ら
し
め
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

（
75
） 

前
田
長
太
は
、
慶
應
義
塾
で
大
学
予
科
教
授
、
文
学
部
講
師
を
つ
と
め
、
在
職

期
間
は
二
十
三
年
八
カ
月
に
及
ん
で
い
る
（
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ご
教
示

に
よ
る
）。

（
76
） 

前
田
の『
パ
ン
セ
』の
翻
訳
に
関
し
て
は
、
下
記
の
論
考
が
あ
る
。
広
田
昌
義「
前

田
長
太
訳
『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
解
題
」『
言
語
文
化
』
第
九
号
、
一
九
七
二
年
。「
前

田
長
太
訳
『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
解
題
補
遺
」
同
上
、
第
十
四
号
、
一
九
七
七
年
。
広

田
昌
義
氏
は
、
こ
の
翻
訳
書
の
前
田
の
下
記
の
「
例
言
」
を
引
き
、
前
田
が
司
祭
職
か

ら
離
れ
た
後
も
、
正
統
的
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
堅
持
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。「
吾
人
は
パ
ス
カ
ル
の
言
を
以
て
悉
く
真
理
な
り
と
す
る
者
に
は
あ
ら
ず
、
パ
ス

カ
ル
は
文
豪
と
し
て
、
哲
人
と
し
て
、
特
に
思
索
家
と
し
て
大
い
に
敬
重
す
べ
き
人
物

な
り
と
雖
、
不
幸
に
し
て
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
に
陥
り
、
幾
分
か
懐
疑
主
義
を
賛
し
、
尚

厭
世
主
義
に
傾
き
た
る
の
嫌
あ
れ
ば
、吾
人
の
学
び
来
れ
る
哲
学
及
び
神
学
よ
り
見
て
、

謬
論
謬
説
と
思
は
れ
、
少
な
く
と
も
矯
激
の
議
論
と
思
は
れ
る
も
の
少
な
し
と
せ
ず
」
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前
田
長
太
「
例
言
」『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
洛
陽
堂
、
一
九
一
四
年
、
十
一
頁
。

（
77
） 
前
田
長
太
は
、
一
九
〇
九
年
に
、
レ
オ
ン
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
『
騎
士
道
』
の
翻

訳
（『
西
洋
武
士
道
』
博
文
館
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
佐
藤
輝
夫
「
本
那
最
初
に
「
武

勲
詩
」
を
紹
介
し
た
越
嶺
前
田
長
太
の
こ
と
」『
三
田
評
論
』
第
七
六
五
号
、

一
九
七
六
年
十
二
月
、
七
四―

七
五
頁
。

（
78
） 

こ
の
論
文
は
、
関
皐
作
編
『
井
上
博
士
と
基
督
教
徒
：
一
名
「
教
育
と
宗
教
の

衡
突
」
顛
末
及
評
論
』（
哲
学
書
院
、一
八
九
三
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
同
書
は
、

み
す
ず
書
房
か
ら
一
九
八
八
年
に
復
刻
）。
前
田
は
、
こ
の
論
文
の
発
表
後
、
師
の
リ

ギ
ョ
ー
ル
と
共
著
の
形
で
、
井
上
に
反
論
を
試
み
た
著
書
『
宗
教
ト
国
家
』（
前
編
）

を
一
八
九
三
年
九
月
に
出
版
し
よ
う
と
し
た
が
、
発
禁
処
分
を
受
け
、
そ
の
続
編
も
出

版
さ
れ
ず
に
終
っ
て
い
る
。
海
老
沢
有
道
「
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
そ
の
著
『
宗
教
ト
国
家
』

―

教
育
と
宗
教
の
衝
突
論
反
駁
」『
維
新
変
革
期
と
キ
リ
ス
ト
教
』、
新
生
社
、

一
九
六
八
年
。

（
79
） 

工
藤
駑
馬
（
応
之
）「『
声
』
の
過
去
二
五
年
」『
声
』
第
五
〇
〇
号
、
一
九
一
七

年
七
月
、
六
五
頁
。
工
藤
応
之
に
関
し
て
は
、
山
口
鹿
三
の
回
想
文
「
故
工
藤
応
之
氏

を
憶
う
」（
同
上
、
第
八
一
五
号
、
一
九
九
四
年
二
月
）
が
あ
る
。

（
80
） 

『
通
俗
宗
教
談
』
の
第
一
号
（
一
九
〇
三
年
六
月
）
で
は
、『
教
界
時
報
』
欄
に

カ
ト
リ
ッ
ク
関
連
の
国
際
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
次
号
以
降
に
は
掲
載
さ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
誌
面
の
変
化
は
、
同
様
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
『
声
』
誌
の

編
集
部
か
ら
ク
レ
ー
ム
を
受
け
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

（
81
） 

「
教
界
の
雑
誌
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
四
号
、
一
九
〇
五
年
八
月
、
四
三
頁
。

（
82
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
七
四
、
一
〇
〇
頁
。

（
83
） 

「
通
俗
宗
教
談
」『
帝
国
文
学
』
第
九
巻
、
第
八
号
、
一
九
〇
三
年
、
一
三
八
頁
。

（
84
） 

工
藤
駑
馬
、前
掲
論
文
、六
五
頁
。
こ
こ
で
工
藤
の
い
う
「
一
部
の
読
者
」
と
は
、

恐
ら
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
他
教
派
や
他
宗
教
に
対
す
る
開
か
れ
た
姿
勢
を
歓
迎
す

る
、
若
手
の
日
本
人
神
学
生
や
信
者
が
主
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
論

で
も
確
認
す
る
よ
う
に
、『
声
』
編
集
部
の
日
本
人
伝
道
士
は
、
雑
報
欄
に
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
雑
誌
の
記
事
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
批

判
を
し
た
り
、
注
文
を
つ
け
て
い
る
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
立
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
司

祭
に
向
け
て
批
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
彼
ら
に
と
っ
て
精
一
杯
の
試
み
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

（
85
） 

越
嶺
「
編
集
室
よ
り
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
二
十
九
号
、
一
九
〇
五
年
四
月
、

四
三
頁
。

（
86
） 

大
泉
孝
「
土
橋
八
千
太
師
の
こ
と
」
上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
編
『
上

智
大
学
史
資
料
集
』
第
三
集
、
上
智
大
学
、
一
九
八
五
年
、
二
二
五―

二
三
三
頁
。

（
87
） 

早
坂
生
「
秋
四
千
里
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
。

涙
谷
の
人
「
羅
馬
だ
よ
り
」
同
上
、第
四
十
号
、一
九
〇
六
年
二
月
。
早
坂
久
之
助
は
、

十
五
才
の
時
、
築
地
小
神
学
校
に
入
学
し
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
ラ
テ
ン
語
や
哲
学
を
学

ん
で
い
た
。
早
坂
久
之
助
の
伝
記
的
事
実
に
関
し
て
は
、
下
記
の
文
献
が
詳
し
い
。
片

岡
千
鶴
子
編
「
最
初
の
邦
人
司
教
、
純
心
聖
母
会
・
純
心
女
子
学
園
の
創
立
者　

ヤ
ヌ

ア
リ
オ
早
坂
久
之
助
司
教
年
譜
稿
（
一
）」『
純
心
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
九
号
、

一
九
八
三
年
。

（
88
） Ferrand, Claudis., Idées d

’un m
issionnaire sur l

’Evangélization du 

Japon , T
ôkyô: Im

prim
erie de la T

sukiji T
ype Foundry, 1905. 

こ
の
フ
ェ
ラ

ン
の
小
冊
子
は
、
オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教
の
出
版
認
可
を
受
け
て
お
り
、
巻
末
に
フ
ェ

ラ
ン
に
宛
て
た
オ
ズ
ー
フ
の
書
簡
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寄
付
の
仲
介
先
に
、
ア
メ
リ
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カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
教
会
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
主
に
こ

れ
ら
の
国
に
配
布
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
89
） 

“Lettre du pére M
aeda Chôta, prêtre japonais au pére Ferrand

”, 

Ibid., pp. 26―28.

（
90
） 

「
日
本
に
於
け
る
新
た
な
る
教
化
事
業
」『
声
』
第
二
〇
三
号
、
一
八
九
九
年
十
一

月
二
十
五
日
、
一
二
頁
。「
育
英
塾―

公
教
学
生
の
寄
宿
所
」
同
上
、
第
三
〇
一
号
、

一
九
〇
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
二
二―

二
三
頁
。
育
英
塾
の
学
生
ら
の
集
ま
っ
た
集

合
写
真
が
、
下
記
の
フ
ェ
ラ
ン
の
仏
文
の
通
信
文
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

Ferrand, Claudius., 

“Une Bibliothéque catholique à T
okio (Japon)

”, Les 

M
issions catholiques , n

°1894, 23 août 1907, p. 397. 

フ
ェ
ラ
ン
は
、
育
英
塾
の

運
営
費
用
の
遽
金
を
求
め
て
、度
々
海
外
に
旅
行
を
試
み
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
の『
新

理
想
』
掲
載
記
事
で
は
、
創
設
以
来
、
九
十
名
の
入
塾
者
を
集
め
、
二
十
四
名
が
洗
礼

を
受
け
た
と
あ
る
。「
育
英
塾
の
目
的
及
其
由
来
」『
新
理
想
』
第
十
三
号
、
一
九
〇
六

年
八
月
、
四
八
頁
。

（
91
） Ferrand, Claudius., L

’Education au Japon: H
istoire d

’un Collégien, 

T
ôkyô: Im

prim
erie de la T

sukiji T
ype Foundry, 1902, pp. 20―21.

（
92
） 

青
山
玄「
神
田
教
会
百
年
史
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
神
田
教
会
百
年
の
歩
み
』神
田
教
会
、

一
九
七
四
年
、
四
四
頁
。
尾
原
悟
「
公
教
青
年
会
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
Ⅱ
、

研
究
社
、
一
九
九
八
年
、
八
三
七
頁
。
従
来
、
日
本
近
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
に
関

す
る
記
述
で
は
、
東
京
大
司
教
区
の
公
教
青
年
会
に
関
し
て
、
一
九
一
六
年
に
設
立
さ

れ
て
、
雑
誌
『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
や
、
新
聞
『
公
教
青
年
会
会
報
』（
後
に
『
カ
ト
リ
ッ

ク
タ
イ
ム
ス
』、『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』
と
名
称
を
変
更
）
を
発
行
し
た
青
年
会
（
本

論
、
第
五
章
）
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
前
田
長
太
を
会
長
と
し
た
明

治
期
の
青
年
会
の
こ
と
は
言
及
さ
れ
る
機
会
が
ま
れ
で
あ
っ
た
（『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞

典
』
Ⅳ
（
冨
山
房
、
一
九
五
四
年
）、『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』（
教
文
館
、

一
九
八
八
年
）
な
ど
）。
こ
の
点
に
お
い
て
、
尾
原
悟
氏
が
、『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事

典
』の
項
目
で
、
明
治
期
の
公
教
青
年
会
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
で
き
る
。

た
だ
、
尾
原
氏
は
こ
の
公
教
青
年
会
に
お
け
る
前
田
の
関
わ
り
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

 

な
お
、
一
九
〇
四
年
の
公
教
青
年
会
の
発
足
時
、『
声
』
編
集
部
に
は
招
待
や
連
絡
の

通
知
が
届
か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
前
田
長
太
と
当
時
の
『
声
』
編
集
部
と
の
間
の
距

離
も
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
公
教
青
年
会
の
成
立
」『
声
』第
三
〇
五
号
、

一
九
〇
四
年
二
月
二
十
五
日
、
四
一
頁
。
も
っ
と
も
、『
声
』
は
、
そ
の
後
、
青
年
会

の
活
動
を
好
意
的
に
報
じ
て
い
る
。

（
93
） Ferrand, Claudis., Idées d

’un m
issionnaire sur l

’Evangélization du 

Japon , pp. 19―20. Id., L

’Education au Japon: H
istoire d

’un Collégien, pp. 

22 ―23.

（
94
） 

エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
下
記
の
論
考
が
あ
る
。
西
堀
昭
「
元
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
教
師　

エ
ミ
ー
ル
・
ル
イ
・
エ
ッ
ク（
一
八
六
八―

一
九
四
三
）」

『
増
訂
版　

日
仏
文
化
交
流
史
の
研
究
』
駿
河
台
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

（
95
） 

中
村
健
之
介
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
明
治
日
本
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）、

一
九
九
六
年
、
一
五
四―

一
六
〇
頁
。

（
96
） 

『
新
理
想
』
第
十
一
号
（
一
九
〇
六
年
六
月
）
に
は
、
上
田
敏
の
「
公
教
史
談
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
、
そ
れ
は
エ
ッ
ク
か
ケ
ー
ベ
ル
の
依
頼
に
よ
り
寄
稿

を
実
現
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
上
田
の
小
論
は
、『
定
本　

上
田
敏

全
集
』
第
九
巻
（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
）
で
は
初
出
の
掲
載
先
が
不
明

扱
い
に
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
存
在
が
一
般
に
知
ら
れ
ず
、
研
究
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者
の
視
野
に
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
97
） 
リ
ギ
ョ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
下
記
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。
海
老
沢
有
道
、

前
掲
論
文
。
山
梨
淳
「
近
代
日
本
に
お
け
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
神
父
の
出
版
活
動
と
そ
の
反

響
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
98
） 

「
リ
ギ
ヨ
ル
師
の
『
新
興
国
に
於
け
る
現
在
将
来
の
宣
教
師
資
格
論
』」『
通
俗
宗

教
談
』
第
二
十
八
号
、
一
九
〇
五
年
四
月
、
三
九
頁
。

（
99
） 

「
教
界
の
雑
誌
」
同
上
、
第
三
十
四
号
、
一
九
〇
五
年
九
月
、
四
三
頁
。

（
100
） 

前
田
越
嶺
「
訳
後
書
懐
」
リ
ギ
ョ
ル
（
前
田
越
嶺
訳
）『
秘
密
結
社
』
高
原
書
店
、

一
九
三
四
年
、
三―

四
頁
。
こ
の
著
作
は
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
危
険
を
訴
え
る
も
の

で
、
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
『
秘
密
結
社
』（
石
川
音
次
郎
、
一
九
〇
〇
年
）
の
改
訳

新
版
で
あ
る
。

（
101
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
四
頁
。

（
102
） 

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
は
、
彼
の
学
術
・
芸
術
活
動
へ
の
傾
倒
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
上
長
や
同
僚
か
ら
「
脱
線
的
態
度
視
」
さ
れ
、
水
戸
に
左
遷
さ
れ
た
た
め
、
宣
教
会

を
脱
会
し
て
東
京
に
残
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
杉
山
直
治
郎
「
ノ
エ
ル
・
ペ

リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」
日
仏
会
館
編
『
日
仏
文
化
』
新
第
九
輯
、
一
九
四
四
年
、
六
一

―

六
二
頁
。
た
だ
、
当
時
の
宣
教
会
が
慢
性
的
に
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
こ
の
転
任
命
令
に
は
や
む
を
得
な
い
配
置
転
換
と
い
っ
た
事
情
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
103
） A

SM
E
P, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf aux directeurs des M
E
P, 

T
ôkyô, 21 octobre 1899. B

eillevaire, Patrick., 

“Jean-C
yprien B

allet

”, 

Pouillon, François (ed), D
ictionnaire des orientalistes de langue française, 

Paris : K
arthala, 2008, p. 41.

（
104
） 

前
田
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
を
宣
揚
し
た
背
景
に
は
、

「
知
識
人
」
と
し
て
の
師
の
名
声
を
も
っ
て
、
出
版
物
宣
教
の
重
要
性
を
周
囲
に
認
め

さ
え
よ
う
と
し
た
彼
の
思
惑
が
あ
る
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
最
盛
期
の
著
作
活
動
は
前
田
の

協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
前
田
の
強
調
す
る
「
知
識
人
」
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
像
は
、

前
田
の
「
演
出
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
一
面
さ
え
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
本

人
は
出
版
物
宣
教
を
重
視
し
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
宣
教
方
法
を
特
別
視
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
前
田
と
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
間
に
は
、
知
識
人
活
動
の
重
要
性
の
認
識
に

お
い
て
幾
分
温
度
差
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
梨
淳
、
前
掲
論
文
、
五
五―

五
八
頁
。

（
105
） 

日
露
戦
争
当
時
の
宗
教
界
の
戦
争
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
小
川
原
正
道
『
近

代
日
本
の
戦
争
と
宗
教
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）
の
第
五
章
「
日
露
戦
争―

列
強

と
の
対
決
と
「
団
結
」」
を
参
照
の
こ
と
。

（
106
） 

小
林
道
彦
氏
は
、
桂
太
郎
が
、
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
妻
の
影
響
も

あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
対
す
る
あ
る
種
の
畏
敬
の
念
」
を
持
っ
て
い
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
小
林
道
彦
『
桂
太
郎―

予
が
生
命
は
政
治
で
あ
る
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
六
年
、
六
八
、八
七―

八
八
頁
。

（
107
） 

『
宗
教
家
大
会
彙
報
』
に
は
、「
旧
教
の
司
祭
者
も
来
れ
り
」
と
い
う
記
載
が
み

ら
れ
る
。
大
日
本
宗
教
家
大
会
事
務
所
編
『
宗
教
家
大
会
彙
報
：
時
局
に
対
す
る
宗
教

家
の
態
度
』
金
港
堂
、
一
九
〇
四
年
、
一
二
六
頁
。

（
108
） 

「
宗
教
家
懇
親
会
」『
声
』
第
三
一
二
号
、
一
九
〇
四
年
六
月
十
日
、
三
二
頁
。

（
109
） 
「
各
教
会
の
奉
公
事
業
」
同
上
、
第
三
一
五
号
、
一
九
〇
四
年
七
月
二
十
五
日
、

四
〇
頁
。
ロ
シ
ア
軍
の
捕
虜
が
日
本
国
内
に
送
ら
れ
て
各
地
に
収
容
さ
れ
る
と
、
現
地

の
宣
教
師
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
対
し
て
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
る
。JA

CA
R

（
ア
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ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. C03027874100

、
明
治
三
八
年「
満
大
日
記
三
月
中
」

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
八
五
、
九
九
、
一
〇
五
、
一
〇
七

―

一
〇
八
頁
。
な
お
、
一
九
〇
四
年
八
月
頃
、
教
会
が
司
祭
を
従
軍
司
祭
と
し
て
派
遣

す
る
こ
と
を
陸
軍
大
臣
に
申
請
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。「
司
祭
の

従
軍
に
就
て
」『
声
』
第
三
一
六
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
一
〇
日
、
三
六―

三
七
頁
。

高
木
一
雄
編
『
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
区
年
表
』
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
、

一
九
九
二
年
、
一
一
二
頁
。

（
110
） 

『
声
』
は
、
一
九
〇
四
年
の
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
黄
禍
論
を
批
判
す
る
論

説
を
巻
頭
に
掲
載
し
て
い
る
。「
黄
禍
説
と
十
字
軍
」『
声
』
第
三
一
五
号
、
一
九
〇
四

年
七
月
二
五
日
、
第
三
一
六
号
、
八
月
十
日
。「
再
び
黄
禍
説
を
論
ず
」
同
上
、
第

三
百
十
七
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
二
五
日
。
ル
モ
ア
ヌ
「
黄
禍
説
の
意
義
」
同
上
、
第

三
一
八
号
、
九
月
十
日
。『
声
』
の
主
幹
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、「
黄
禍
説
の
意
義
」
に
お

い
て
、「
是
れ
経
済
上
自
国
の
利
益
を
庇
護
せ
ん
が
為
に
利
用
す
る
方
便
的
言
説
に
外

な
ら
ず
」
と
黄
禍
論
を
批
判
し
て
い
る
。

（
111
） 

越
嶺
「
露
国
教
会
の
真
相
」
一
九
〇
四
年
九
月
四
日
。

（
112
） 

『
フ
ラ
ン
ス
聖
職
者
雑
誌
』
に
関
し
て
は
、
下
記
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
。

Sorrel, Christian., 

“Un projet am
bitieux: la « Revue du clergé français »

”, 

Libéralism
e et m

odernism
e: M

gr Lacroix (1855―1922): enquête sur un 

suspect , Paris: Cerf, 2003. 

同
誌
に
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
語
論
文
が
三
本

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
彼
の
知
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
前

田
論
文
の
寄
稿
も
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
梨
淳
、
前
掲
論
文
、
四
九―

五
〇
頁
。

（
113
） Chôta, M

aeda., 

“Les causes de la guerre russo-japonaise

”, Revue du 

Clergé Français, n

°240, 15 novem
bre 1904, pp. 644―649. 

“La Guerre et le 

Peuple japonais

”, Ibid., n

°242, 15 décem
bre 1904, pp. 208―213. 

後
者
の
論
文

は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
本
部
で
発
行
さ
れ
て
い
た
宣
教
雑
誌A

nnales des M
issions 

Etrangéres de Paris

（n

°43, 1905

）
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
前
田
は
、「
日
露
戦

争
の
理
由
」
論
文
と
そ
の
日
本
語
訳
を
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
七
号
（
一
九
〇
四
年

八
月
）
に
、
後
者
の
「
戦
争
と
日
本
国
民
」
を
同
誌
第
十
八
号
（
一
九
〇
四
年
九
月
）

に
掲
載
し
て
い
る
。『
通
俗
宗
教
談
』
に
仏
文
の
論
文
を
掲
載
し
た
前
田
に
は
、
さ
さ

や
か
な
が
ら
こ
の
個
人
雑
誌
を
国
際
的
な
知
的
連
携
活
動
を
行
う
雑
誌
に
育
て
て
い
く

意
思
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
114
） 

な
お
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
七
号
に
は
、横
井
時
雄
の
「
日
露
戦
争
の
真
の
理
由
」

が
併
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
横
井
の
論
は
、
大
日
本
宗
教
家
大
会
の
開
催
を
受
け
て
、

日
露
戦
争
を
義
戦
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
横
井
の
論
を
あ
え
て

自
身
の
雑
誌
に
掲
載
し
た
前
田
の
意
図
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
大
日
本
宗
教
家
大
会

の
宣
言
に
賛
同
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
115
） 

前
田
越
嶺
『
戦
と
死
』
昌
平
館
、
一
九
〇
四
年
、
一
五―

一
六
頁
。

（
116
） 

同
上
、
二―

三
頁
。

（
117
） 

前
田
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
『
声
』
に
掲
載
さ
れ
た
旅
行
記
で
、
あ
る
フ
ラ
ン

ス
人
宣
教
師
と
地
方
の
旅
行
を
同
道
し
た
体
験
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
宣
教
師
が
日

本
の
風
俗
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
に
好
感
を
覚
え
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
恐
ら
く
、
前

田
は
、
日
本
の
風
俗
に
嫌
悪
を
抱
い
て
、
下
賤
視
す
る
一
部
の
宣
教
師
の
言
動
に
不
快

を
感
じ
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。「
日
本
通
の
霊
父
は
飽
く
迄
も

日
本
贔
屓
、
村
婦
の
肌
を
顕
わ
し
て
い
る
を
見
て
も
、
是
一
の
習
慣
、
日
本
人
見
て
以

て
異
と
せ
ず
、
之
を
開
け
た
る
民
と
自
称
す
る
欧
米
の
美
婦
人
否
貴
婦
人
が
半
身
を
顕
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し
て
、
男
子
の
手
を
執
り
つ
つ
舞
踏
す
る
に
比
す
れ
ば
数
等
優
れ
り
と
云
う
、
余
心
に

何
と
な
く
愉
快
を
感
ず
、
亦
是
れ
愛
国
心
の
一
端
か
」
前
田
越
嶺
「
宣
教
師
の
道
中
」

『
声
』
第
二
五
〇
号
、
一
九
〇
一
年
十
一
月
十
日
、
一
七
頁
。

（
118
） 

リ
ュ
シ
ヤ
ン
・
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
の
回
想
録
は
、
日
本
語
知
識
の
不

足
か
ら
来
る
不
用
意
の
発
言
が
、
日
本
人
信
徒
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
書
い
て
い
る
。
一
老
司
祭
「
回
想
録
（
終
末
）」
同
上
、
第
四
五
四
号
、
一
九
一
三

年
九
月
、
一
八
頁
。

（
119
） 

中
田
秀
和
『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
司
祭
に
：
ト
マ
ス
島
田
喜
蔵
神
父
の
生
涯
』

中
央
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
一
二
八―
一
二
九
、一
三
四―

一
三
八
頁
。
本
書
は
、

島
田
喜
蔵
神
父
の
最
晩
年
に
行
わ
れ
た
聞
書
き
か
ら
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
120
） 

前
田
越
嶺
「
訳
後
書
懐
」
リ
ギ
ョ
ル
（
前
田
越
嶺
訳
）『
秘
密
結
社
』
高
原
書
店
、

一
九
三
四
年
、
五
頁
。

（
121
） 

「
戦
時
の
伝
道
私
議
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
五
号
、
一
九
〇
四
年
七
月
、
二
頁
。

（
122
） 

前
田
長
太
「
世
の
羅
馬
法
王
観
」『
新
理
想
』
第
六
号
、
附
録
（「
羅
馬
教
皇
特

派
大
使
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
閣
下
歓
迎
演
説
会
」」
一
九
〇
六
年
一
月
、
八
頁
。

（
123
） 

う
ま
の
か
み
（
馬
頭
）「
巴
里
通
信
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五

年
十
二
月
、
三
四―

三
五
頁
。「
仏
人
の
日
本
観
」『
太
陽
』（
臨
時
増
刊
号
「
外
人
の

日
本
観
」）
第
十
三
巻
、
第
十
五
号
、
一
九
〇
七
年
十
一
月
、
一
五
五―

一
五
七
頁
。

（
124
） 

青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
（
九
）」『
布
教
』、
第

二
十
六
巻
、
第
四
号
、
一
九
七
二
年
、
二
四
二
頁
。
ツ
ル
パ
ン
神
父
は
、
岐
阜
県
で
「
日

露
戦
争
に
つ
い
て
」
講
演
を
し
た
時
、「
日
本
大
勝
利
！　

日
本
万
歳
！
」
と
連
呼
し
、

聴
衆
の
喝
采
を
呼
ん
だ
と
い
う
。

（
125
） 

「
ム
ガ
ブ
ル
司
教
の
日
本
国
評
」『
声
』
第
三
三
七
号
、
一
九
〇
五
年
六
月
二
十
五

日
、
三
八―

三
九
頁
。

（
126
） 

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
、
菅
沼
竜
太
郎
訳
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
下
巻
、
岩
波
書
店
（
岩

波
文
庫
）、
一
九
七
九
年
、
三
二
〇―

三
二
一
頁
。
同
書
で
は
、
神
父
の
名
は
「
リ

ニ
ュ
ー
ル
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
127
） 

天
涯
孤
客
生
「
私
の
観
た
日
本
の
考
道
（
両
つ
の
思
想
其
七
）」『
声
』
第
五
〇
一

号
、
一
九
一
七
年
八
月
、
一
八―

一
九
頁
。

（
128
） Lange, Claude., 

“La form
ation des m

issionnaires dans la Société des 

M
issions Etrangères: son évolution, des origines au X

X
e siécle

”, Spindler, 

M
arc. et G

adille, Jacques. (sous la dir. de), Sciences de la M
ission et 

form
ation m

issionnaire au X
X
e siécle , Lyon: Lugd, B

ologne: E
d. 

m
issionarie italiane, 1992, pp. 345 ―346.

（
129
） 

ル
モ
ア
ヌ
『
宣
教
師
の
遺
言
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
書
院
、
一
九
三
八
年
、
九
頁
。

日
清
戦
争
前
夜
の
時
期
、
大
阪
司
教
区
の
初
代
司
教
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ミ
ド
ン
は
、
フ
ラ

ン
ス
に
帰
国
し
て
、
宣
教
会
の
神
学
生
を
前
に
講
義
を
す
る
機
会
を
も
っ
た
が
、
そ
の

時
、「
諸
君
ら
は
鉄
道
が
敷
設
し
て
あ
る
が
ゆ
え
に
日
本
を
好
ま
な
い
で
あ
ろ
う
」
と

諧
謔
を
弄
し
て
い
た
ら
し
い
。Chatron, Jules., 

“Un m
ot sur la vie du 

m
issionnaires au Japon

”, Les M
issions catholiques, n

°1885, 3 m
ars 1905, 

pp. 107 ―108. 

一
八
九
二
年
の
大
阪
司
教
区
の
報
告
（『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、

三
〇
一
頁
）
で
も
、
ミ
ド
ン
は
、
パ
リ
の
神
学
生
が
宣
教
活
動
に
便
の
あ
る
こ
と
を
認

識
せ
ず
に
鉄
道
の
敷
設
を
い
た
ず
ら
に
嫌
う
こ
と
を
揶
揄
し
て
い
る
。

（
130
） 
一
老
司
祭
「
回
想
録
（
続
の
三
）」『
声
』
第
四
五
〇
号
、
一
九
一
三
年
五
月
、

一
三
頁
。

（
131
） 

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
一
八
八
一
年
に
来
日
し
た
宣
教
師
で
あ
る
が
、
後
年
の
回
想
で
、
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来
日
当
初
、「
旧
日
本
の
美
し
き
遺
風
に
接
す
る
を
得
た
」
こ
と
を
語
り
、
後
に
日
本

人
が
近
代
化
の
過
程
で
旧
来
の
美
徳
を
喪
失
し
た
こ
と
を
遺
憾
と
し
て
い
る
。
リ
ギ
ョ

ル
「
緒
言
」
山
口
鹿
三
訳
『
人
物
の
修
養　

第
一
編
』
三
才
社
、
一
九
一
五
年
。

（
132
） 

高
木
一
雄
、
前
掲
書
、
二
六
五―

二
七
二
頁
。

（
133
）　
「
欧
州
だ
よ
り
：
ム
ガ
ブ
ル
司
教
の
羅
馬
教
皇
謁
見
」、「
羅
馬
に
於
け
る
ム
ガ
ブ

ル
司
教
」『
声
』
第
三
一
八
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
十
日
、
三
一―

三
二
、
三
七―

三
八
頁
。

（
134
） JA

CA
R: Ref. B07091088500

、「
日
露
戦
役
ノ
際
天
主
教
会
員
保
護
方
羅
馬
法

王
ヨ
リ
依
頼
一
件
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
135
） JA

CA
R: Ref. B07091179000

、「
附　

羅
馬
法
王
ノ
日
露
戦
争
観
」（
外
務
省

外
交
史
料
館
）。
牧
野
伸
顕
『
回
顧
録
』
上
、
中
央
公
論
社
（
中
公
文
庫
）、
一
九
七
七

年
、
三
〇
四―

三
〇
五
頁
。

（
136
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
補
遺
、
四
頁
。

（
137
） A

M
A
E, Correspondance politique et com

m
erciale, N

S, Japon, V
ol. 61, 

D
irection des A

ffaires Politiques, n

°107, Le Chargé d

’Affaires de France 

aux Etats-U
nis à M

aurice Rouvier, N
ew
port, le 14 septem

bre 1905.

（
138
） 

ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ル
マ
ン
駐
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
の
本
省
宛
て
外
交
報
告
に
よ
る
と
、

オ
ズ
ー
フ
大
司
教
は
、
日
本
の
到
着
予
定
日
を
伝
え
る
オ
コ
ン
ネ
ル
の
電
報
を
受
け

取
っ
て
い
た
が
、
そ
の
来
日
情
報
の
真
偽
に
戸
惑
っ
て
い
た
オ
ズ
ー
フ
は
、
彼
を
迎
え

に
あ
が
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。A

M
A
E, Correspondance 

politique et com
m
erciale N

S, Chine, vol. 312, Jules H
arm
an à M

aurice 

Rouvier, T
ôkyô, 1

er novem
bre 1905. 

一
方
、
オ
ズ
ー
フ
の
没
後
、
東
京
大
司
教

に
着
任
し
た
ム
ガ
ブ
ル
の
手
に
な
る
『
年
次
報
告
』
で
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
か
ら
事
前
に

来
日
の
連
絡
が
な
か
っ
た
が
た
め
、
教
会
関
係
者
が
彼
の
日
本
到
着
時
に
出
迎
え
る
こ

と
が
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
一
九―

一
二
〇
頁
。

な
お
、『
年
次
報
告
』
の
邦
訳
は
、
個
所
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
良
訳
と
は
言
い
難
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
に
触
れ
た
部
分
の
翻
訳
で
は
、「
教
皇
」

（Saint-Pére

）
を
「
天
皇
」
と
誤
訳
す
る
よ
う
な
瑕
疵
も
み
ら
れ
る
。

（
139
） A

M
A
E, Correspondance politique et com

m
erciale N

S, Chine, vol. 

312, Jules H
arm
an à M

aurice Rouvier, T
ôkyô, 31 novem

bre 1905.

（
140
） O

’Connell, W
iliam

., Recollections of seventy years, Boston: H
oughton 

M
ifflin Com

pany, 1934, p. 249. 

オ
コ
ン
ネ
ル
の
自
伝
に
よ
る
と
、
ア
ル
マ
ン
は
、

彼
に
「
あ
な
た
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
司
祭
達
が
日
本
の
各
界
の
要
人
と
出
会
う

よ
う
に
な
れ
ば
、
彼
ら
は
よ
り
大
き
な
成
功
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、

残
念
な
こ
と
に
今
の
彼
ら
に
は
権
威
も
影
響
力
が
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
話
し

た
と
い
う
。

（
141
） 

「
第
二
の
使
命
は
、
今
後
英
語
を
以
て
天
主
教
を
伝
播
す
る
こ
と
に
尽
力
さ
る
べ

き
方
針
の
決
定
の
為
な
り
。
従
来
は
主
と
し
て
仏
語
に
よ
り
た
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
日

本
の
如
く
英
語
の
多
く
行
は
る
る
国
土
に
於
て
は
英
語
に
頼
る
方
至
当
な
り
と
の
創
見

漸
く
行
わ
れ
、
今
後
天
主
教
の
英
語
中
学
を
創
立
し
尚
ほ
英
語
を
以
っ
て
広
く
天
主
教

を
説
明
す
る
計
画
の
由
」
高
木
一
雄
『
日
本
・
ヴ
ァ
チ
カ
ン
外
交
史
』、
二
七
八―

二
七
九
頁
。

（
142
） 

「
教
皇
使
節
と
新
聞
紙
」『
声
』
第
三
四
八
号
、
一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十
五
日
、

三
四―
三
五
頁
。「
教
皇
使
節
に
対
す
る
評
言
」
同
上
、
第
三
四
九
号
、
一
九
〇
五
年

十
二
月
五
日
、
三
四
頁
。

（
143
） C. L (Clém

ent Lem
oine), 

“Extraits des revues et journaux japonais : 
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La m
ission du légat de R

om
e et le catholicism

e au Japon

”, M
élange 

Japonais , n

°9, janvier 1906, pp. 92―102.

（
144
） 
壽
鯛
川
「
二
十
年
前
の
追
憶―

枢
機
官
の
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
殿
下
の
」『
声
』
第

六
〇
六
号
、
一
九
二
六
年
七
月
、
三
五―

三
八
頁
。
た
だ
、
日
本
訪
問
に
関
す
る
オ
コ

ン
ネ
ル
の
回
想
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
上
智
大
学
創
立
に
果
た
し
た
自
身
の
役
割

を
過
大
に
語
る
よ
う
な
向
き
が
あ
り
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
彼
の
回
想
証
言
の
信
頼
性
に
婉

曲
的
な
が
ら
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。Geppert, T

heodor., op. cit., p. 21.

（
145
） O

'Connell, W
iliam

., op. cit., p. 235.

（
146
） 

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
三
九
三

―

三
九
六
頁
。

（
147
） 

「
教
皇
使
節
の
来
朝
」『
声
』
第
三
四
七
号
、
一
九
〇
五
年
、
三
二―

三
五
頁
。

（
148
） 

一
九
〇
四
年
以
降
、
四
国
は
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の

で
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
回
想
中
の
こ
の
箇
所
の
記
述
は
正
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
新
し
く

来
日
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
は
四
国
地
方
を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
時
一
般
に

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
149
） 

こ
の
桂
と
の
面
会
時
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
日
本
と
教
皇
庁
と
の
間
の
外
交
使
節
交

換
を
打
診
し
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
桂
か
ら
芳
し
い
答
え
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
四
三―

四
四
頁
。

（
150
） 

信
仰
弘
布
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
信
者
の
ポ
ー
リ
ン
・
ジ
ャ
リ
コ
に
よ
っ
て

リ
ヨ
ン
で
開
始
さ
れ
た
運
動
を
起
源
と
し
て
、
一
八
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ

り
、
信
者
に
宣
教
へ
の
関
心
を
喚
起
し
、
寄
付
を
募
っ
て
、
世
界
各
地
で
活
動
す
る
宣

教
師
に
そ
の
資
金
を
分
配
し
て
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
。
信
仰
弘
布
会
と

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
関
わ
り
は
深
か
っ
た
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
（
恐
ら
く
オ
コ
ン
ネ

ル
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
名
を
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
の
宣
教
師
が
、
信
仰

弘
布
会
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う
オ
コ
ン
ネ
ル
の
叙
述
は
正
確
で
は
な
い
。
な
お
、
彼

は
、
こ
の
自
伝
で
、
彼
が
当
時
、
司
教
を
つ
と
め
た
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ

人
信
者
の
信
仰
弘
布
会
へ
の
寄
付
が
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
の
活
動
の
援
助
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
に
反
感
を
抱
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。O

'Connell, W
iliam

., op. cit., pp. 

302 ―306. 

こ
の
よ
う
な
オ
コ
ン
ネ
ル
の
反
フ
ラ
ン
ス
感
情
は
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教

師
に
対
す
る
彼
の
評
価
に
も
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
151
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
四
二―

四
三
頁
。

（
152
） 

な
お
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
を
全
て
フ
ラ
ン
ス

人
と
み
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
確
な
認
識
で
は
な
い
。
同
会
の
入
会
資
格
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
母
国
語
と
す
る
者
で
あ
っ
た
の
で
、
少
数
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国

の
出
身
者
も
入
会
し
て
い
た
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
神
父
で
い
え
ば
、
エ
ミ
ー
ル
・
ラ

ゲ
ー
は
ベ
ル
ギ
ー
の
出
身
で
あ
り
、
ミ
カ
エ
ル
・
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

の
出
身
者
で
あ
る
。

（
153
） 

山
口
鹿
三
に
関
し
て
は
、『
声
』
が
、
彼
の
没
後
、
近
親
者
や
知
人
に
よ
る
回
想

文
を
集
め
た
小
特
集
を
組
ん
で
い
る
。「
山
口
鹿
三
先
生　

追
悼
文
集
」『
声
』
第

九
〇
七
号
、
一
九
五
三
年
七
月
。

（
154
） 

『
上
智
大
学
五
十
年
史
』、
二
八―

三
一
頁
。

（
155
） 

「
教
皇
使
節
の
来
朝
」『
声
』
第
三
四
七
号
、
一
九
〇
五
年
、
三
四―

三
五
頁
。

（
156
） 

「
羅
馬
法
王
使
僧
」
西
田
長
寿
・
植
田
通
有
編
『
陸
羯
南
全
集
』
第
九
巻
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
七
五
年
、
二
五
〇―

二
五
一
頁
（
初
出
『
日
本
』
第
五
八
五
七
号
、

一
九
〇
五
年
十
一
月
十
二
日
）。

（
157
） 

『
上
智
大
学
五
〇
年
史
』、
三
一―

三
三
頁
。
こ
の
山
口
鹿
三
に
よ
る
回
想
は
、
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彼
が
「
聖
心
女
子
学
院
の
事
務
嘱
託
と
し
て
長
年
学
院
を
世
話
し
、
す
で
に
老
齢
に
達

し
て
い
た
の
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
お
り
万
一
の
場
合
を
考
え
て
聖
心
女
子
学
院
の

起
原
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
手
記
」（
佐
藤
直
助
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
158
） Rapporto de M

onsig. O

’

Connell V
erscovo di Portland sulla sua 

M
issione presso l

’
Im
peratore del Giappone, A

llegato C, «T
raduzione dell

’ 

articolo di fonde del N
IH
O
N
, giornale giapponese pubblicato a T

okio, il 12 

N
ovem

bre 1905», pp. 47 ―50.

（
159
） 

こ
の
山
口
の
手
記
に
み
ら
れ
る
誤
謬
は
、
近
年
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
概
説

的
記
述
に
も
踏
襲
さ
れ
続
け
て
い
る
。
青
山
玄
「
明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
」
ロ
ジ
ェ
・
オ
ー
ベ
ー
ル
ほ
か
（
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
訳
・
監
修
）

『
キ
リ
ス
ト
教
史
９　

自
由
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
』、平
凡
社（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、

一
九
九
七
年
、
四
五
八
頁
。
高
橋
昌
郎
『
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
』、
一
八
九
頁
。

（
160
） 

「
羅
馬
法
王
使
僧
」、
二
五
一
頁
。

（
161
） 

龍
門
「『
日
本
』
新
聞
の
「
羅
馬
法
皇マ
マ

使
僧
」
を
読
む
」『
声
』
第
三
四
八
号
、

一
九
〇
五
年
十
二
月
十
日
、
一
〇―

十
一
頁
。
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ

ポ
ネ
』
に
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
の
仏
訳
を
全
文
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
置
き
で
、

こ
の
社
説
は
日
本
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
す
る
平
均
的
意
見
が
う
か
が
え
る
点
に

価
値
が
あ
る
と
書
い
て
い
る
。C. L (Clém

ent Lem
oine), 

“Extraits des revues 

et journaux japonais: La m
ission du légat de Rom

e et le catholicism
e au 

Japon

”, M
élange Japonais, n

°9, janvier 1906, pp. 99―102.

（
162
） 

「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、一
九
〇
五
年
十
二
月
、

四―

五
頁
。

（
163
） 

越
嶺
「
仏
国
現
下
の
大
問
題
と
我
邦
現
時
の
情
勢
」『
声
』
第
二
八
八
号
、

一
九
〇
三
年
六
月
十
日
。
ま
た
、
前
田
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
著
作
『
羅
瑪
教
皇
』（
石

川
音
次
郎
、
一
八
九
九
年
）、『
羅
瑪
教
皇
と
現
社
会
』（
石
川
音
次
郎
、
一
八
九
九
年
）

を
翻
訳
し
て
い
る
。

（
164
） 

前
田
は
、
一
九
〇
一
年
に
帝
国
教
育
会
で
行
わ
れ
た
リ
ギ
ョ
ー
ル
神
父
の
連
続

講
義
（
リ
ギ
ョ
ル
『
教
育
哲
学
講
義
大
綱
』
一
九
〇
二
年
、東
洋
社
）
で
も
通
訳
を
行
っ

て
お
り
、
同
会
会
長
の
辻
新
次
の
知
遇
を
得
て
い
た
。

（
165
） 

前
田
の
講
義
を
慶
応
義
塾
で
受
け
た
人
物
の
回
想
に
よ
る
と
、
彼
は
ラ
テ
ン
語

を
神
の
言
語
で
あ
る
と
述
べ
た
時
が
あ
っ
た
と
い
う
。
石
井
治
良
「
前
田
先
生
の
思
い

出
（
番
茶
の
と
き
）」『
三
田
評
論
』、
第
七
六
九
号
、
一
九
七
七
年
四
月
、
一
〇
二
頁
。

前
田
に
と
っ
て
、
日
本
で
の
ラ
テ
ン
語
講
演
の
実
現
は
、
格
別
の
意
義
を
も
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
166
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、三
八―

三
九
頁
。
オ
コ
ン
ネ
ル
の
講
演
は
、『
教

育
公
報
』（
第
三
〇
二
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
十
五
日
、
一
七―

一
九
頁
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。「
教
皇
使
節
の
教
育
意
見
」『
声
』
第
三
五
〇
号
、
一
九
〇
六
年
一
月
十

日
、
三
七
頁
。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
二
〇
頁
。

（
167
） 

教
皇
使
節
の
歓
迎
講
演
会
を
企
画
し
た
青
年
信
徒
ら
は
、
大
隈
重
信
に
も
講
演

会
に
参
加
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
。
彼
ら
は
大
隈
と
の
面
会
を
許
さ
れ
た
が
、
大

隈
は
オ
コ
ン
ネ
ル
が
こ
ち
ら
に
ま
で
挨
拶
に
伺
う
な
ら
講
演
会
へ
の
出
席
を
考
え
る
と

答
え
た
た
め
、
彼
の
参
加
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
。「
大
隈
伯
ま
で
引
張
り
出
そ

う
と
し
た
当
年
の
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
司
教
歓
迎
会
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
タ
イ
ム
ス
』
第

一
一
八
号
、
一
九
二
六
年
九
月
十
一
日
。

（
168
） 

「
公
教
青
年
会
の
例
会
」『
声
』
第
三
一
九
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
二
十
五
日
、

三
七
頁
。「
公
教
青
年
会
懇
親
会
」
同
上
、
第
三
二
一
号
、
一
九
〇
四
年
十
月
二
十
五
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日
、
三
六
頁
。
た
だ
、
公
教
青
年
会
の
学
生
の
な
か
に
は
、
日
露
戦
争
時
、
個
人
で
伝

道
旅
行
を
行
っ
て
、
路
傍
演
説
を
試
み
る
よ
う
な
行
動
力
を
示
す
も
の
も
い
た
。『
声
』

は
、
こ
の
学
生
の
行
動
を
「
吾
教
界
に
於
け
る
破
天
荒
の
企
て
」
と
評
し
な
が
ら
、「
か

か
る
企
て
あ
る
場
合
に
は
尤
も
大
胆
な
る
を
要
す
る
と
共
に
必
ず
細
心
な
ら
ん
事
を
要

し
、
而
し
て
お
も
わ
ぬ
辺
よ
り
故
障
の
持
上
ら
ざ
る
様
注
意
す
る
は
賢
き
道
な
り
と
わ

れ
ら
は
信
ず
」
と
も
書
い
て
い
る
。「
個
人
巡
回
伝
道
」
同
上
、
第
三
三
三
号
、

一
九
〇
五
年
四
月
二
十
五
日
、
三
六
頁
。

（
169
） 

日
露
戦
争
中
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
基
督
教
青
年
会
は
、
各
地
で
活
発
な
軍

隊
慰
労
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
小
川
原
正
道
、
前
掲
書
、
一
七
八
頁
。
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
団
体
の
活
動
は
、
公
教
青
年
会
の
会
員
に
は
彼
我
の
行
動
力
の
差
と
し

て
印
象
づ
け
ら
れ
、
羨
望
の
感
を
抱
か
し
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
170
） 

鈴
木
習
之
『
神
の
国
の
侍
た
ち
』
カ
タ
リ
ナ
出
版
社
、一
九
六
二
年
、一
四
九
頁
。

鈴
木
習
之
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
一
般
向
け
に
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
関
連
書

物
を
出
版
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
。
第
二
次
公
教
青
年
会
の
活
動
に
深
く
関
わ

り
、
著
作
で
も
よ
く
触
れ
て
い
る
。
た
だ
、
鈴
木
は
一
九
一
六
年
に
入
信
し
た
人
物
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
時
期
の
教
会
に
関
し
て
は
、
そ
の
様
子
を
直
接
に
知
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

（
171
） 

同
『
光
あ
り
き
』
中
央
出
版
社
、
一
九
五
三
年
、
一
二
〇
頁
。

（
172
） 

講
演
の
題
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
前
田
長
太
「
余
の
羅
馬
法
王
観
」、
姉
崎
正
治
「
自

由
主
義
と
公
教
主
義
」、島
田
三
郎「
法
王
使
節
歓
迎
に
就
き
所
感
を
述
ぶ
」、ア
ー
サ
ー
・

ロ
イ
ド
「
光
栄
な
る
発
見
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
講
演
は
、オ
コ
ン
ネ
ル
の
講
演
「
羅

馬
教
皇
使
節
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
閣
下
の
演
説
」と
併
せ
て
、『
新
理
想
』第
六
号（
一
九
〇
六

年
一
月
）
の
附
録
（「
羅
馬
教
皇
特
派
大
使
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
閣
下
歓
迎
演
説
会
」）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
姉
崎
の
講
演
は
、
彼
が
主
筆
を
務
め
て
い
た
『
時
代
思
潮
』

（
第
二
巻
、
第
二
三
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
）
に
「
自
由
と
教
権
服
従
（
羅
馬
法
王

使
の
歓
迎
に
際
し
て
）」
と
い
う
表
題
で
掲
載
さ
れ
、
後
、
彼
の
著
作
『
国
運
と
信
仰
』

（
弘
道
館
、
一
九
〇
六
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

（
173
） 

鈴
木
蔀
「
開
会
の
辞
」『
新
理
想
』
第
六
号
、
附
録
（「
羅
馬
教
皇
特
派
大
使
オ
ー

コ
ン
ネ
ル
閣
下
歓
迎
演
説
会
」）
一
九
〇
六
年
一
月
、
三
頁
。

（
174
） F

errand, C
laudius., 

“Le D
élégué du Saint-Pére et l

’em
pereur du 

Japon

”, A
nnales de la Propagation de la foi, n

°465, 1906, pp. 153―154.

『
新

理
想
』
第
六
号
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
は
、
前
田
長
太
、
フ
ェ
ラ
ン
、
学
生
ら
公
教

青
年
会
の
関
係
者
が
オ
コ
ン
ネ
ル
を
囲
ん
で
い
る
記
念
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
175
） Ligneul, A

lfred., 

“Un grand événem
ent au Japon

”, op. cit., n

°466, 

1906, p. 236. «R
icevim

ento di Sua E
ccellenza R

everndissim
a M

ons. 

O

’Connel al C
ircolo della G

ioventù di T
okio, il 18 N

ovem
bre 1905», 

Giappone: M
issione di M

onsignor O

’

Connel, pp. 35―46.

（
176
） 

「
青
年
会
の
歓
迎
会
」『
声
』
第
三
四
八
号
、一
九
〇
五
年
十
二
月
十
日
、三
六
頁
。

（
177
） 

教
民
記
者
「
教
皇
使
節
来
朝
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五
年

十
二
月
、
三
七
頁
。

（
178
） 

「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
同
上
、
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
、
一―

七
頁
。
前
田
に
よ
る
と
、
オ
コ
ン
ネ
ル
を
横
浜
港
ま
で
見
送
っ
た
の
は
、
彼
と
リ

ギ
ョ
ー
ル
、
姉
崎
正
治
、
内
務
省
宗
教
局
長
、
及
び
、
四
・
五
人
の
外
国
人
と
邦
人
に

過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
179
） 
「
教
界
に
筆
を
慎
む
」
同
上
、第
三
十
九
号
、一
九
〇
六
年
一
月
、一
頁
。
リ
ギ
ョ
ー

ル
は
、
前
田
の
論
説
の
読
者
の
多
く
が
、
そ
の
主
張
に
「
痛
憤
せ
り
を
聞
く
」
と
書
い
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て
い
る
。
リ
ギ
ョ
ル
「
見
地
の
正
誤
」
同
上
、
七
頁
。

（
180
） 
「
如
何
な
る
人
の
所
為
な
る
か
を
知
る
能
は
ざ
れ
ど
も
、
之
を
受
領
し
た
る
各
宣

教
師
は
何
れ
も
皆
記
者
自
ら
の
業
な
り
と
曰
う
に
於
て
不
思
議
に
も
相
一
致
せ
り
」「
警

告
」
同
上
、
四
〇
頁
。

（
181
） 

「
記
者
附
記
」
同
上
、
第
三
十
九
号
、
一
九
〇
六
年
一
月
、
一
一
頁
。

（
182
） 

一
九
〇
六
年
に
来
日
し
た
マ
リ
ア
会
総
次
長
の
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
ブ
の
報
告
で

は
、
オ
ズ
ー
フ
大
司
教
が
廃
刊
を
命
じ
た
と
あ
る
。A

rchives Générales 

M
arianistes (A

GM
A
R), 0155 ―1―68. D

urango, 9 juin 1906.

（
183
） 

日
露
戦
争
後
の
『
声
』
で
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、「
戦
勝
国
民
た
る
吾
人
今
や
得
意

の
絶
頂
に
在
り
、
苛
し
く
も
満
の
損
を
招
く
が
如
き
こ
と
な
く
、
謙
以
て
永
遠
に
益
あ

る
道
に
立
た
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
、
日
本
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
対
し
て
、

批
判
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
竜
門「
日
本
式
基
督
教
」『
声
』、

第
三
三
九
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
二
十
五
日
、
三
頁

（
184
） 

「
教
役
者
の
知
識
」
同
上
、
第
三
四
四
号
、
一
九
〇
五
年
十
月
十
日
、
三
五
頁
。

（
185
） 

「
時
局
の
伝
道
」
同
上
、
第
三
〇
八
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
十
日
、
三
五
頁
。「
由

来
外
人
に
し
て
日
本
に
布
教
せ
る
者
自
ら
の
浅
薄
狭
隘
な
る
経
験
に
基
き
日
本
人
を
誤

解
し
て
、
為
に
其
の
感
情
を
害
し
其
の
同
情
を
失
い
、
し
い
て
布
教
上
の
困
難
に
陥
り

た
る
事
例
往
々
に
し
て
之
有
し
や
に
聞
く
。
吾
人
は
我
邦
人
の
救
拯
を
唯
一
の
目
的
と

し
て
来
れ
る
彼
の
人
々
に
此
事
あ
り
と
は
信
ず
る
を
得
ず
、
然
れ
ど
も
煙
の
騰
る
所
火

全
く
こ
れ
無
き
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
き
か
、
兎
に
角
心
し
て
可
な
ら
む
也
。」

（
186
） 

龍
門
生
「
何
故
に
我
邦
の
縉
紳
学
者
は
公
教
に
帰
依
せ
ざ
る
乎
」
同
上
、
第

三
〇
一
号
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
七―

一
〇
頁
。

（
187
） 

日
本
人
伝
道
士
の
工
藤
応
之
の
手
に
な
る
論
説
「
戦
後
の
布
教
」
で
は
、
将
来

の
日
露
戦
争
後
の
日
本
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、
宗
教
と
し
て
の
優
越
性
ゆ
え
に

社
会
に
拡
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
信
者
と
し
て
の
確
信
が
語
ら
れ
て
い
る
。
工
藤
多

黙
（
応
之
）「
戦
後
の
布
教
」
同
上
、
第
三
二
二
号
、
一
九
〇
四
年
十
一
月
十
日
、
三

―

四
頁
、

（
188
） 

『
声
』
の
あ
る
文
章
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
雑
誌
『
新
人
』
の
記
事
を
引
用
し
、

宣
教
に
と
っ
て
肝
要
な
こ
と
は
、
知
識
の
普
及
で
は
な
く
、
宣
教
者
の
精
神
的
熱
意
で

あ
る
と
い
う
そ
の
主
張
に
対
し
、
共
感
を
示
し
て
い
る
。「
何
故
に
伝
道
は
振
は
ざ
る

乎
」
同
上
、
第
三
五
九
号
、
一
九
〇
六
年
五
月
二
十
五
日
、
三
三―

三
四
頁
。

（
189
） 

猛
庵
「
布
教
上
の
最
大
勢
力
（
布
教
魂
）」
同
上
、
第
三
二
九
号
、
一
九
〇
五
年

二
月
二
十
五
日
、
二
頁
。

（
190
） 

柳
茂
安
「
青
年
事
業
は
何
故
に
失
敗
す
る
乎
」
同
上
、
第
四
〇
八
号
、
一
九
〇
九

年
十
一
月
十
五
日
、
八―

一
三
頁
。
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
青
年
運
動
が
長
続
き
し
な
い
理

由
と
し
て
、
第
一
に
青
年
信
者
の
理
想
の
高
さ
、
第
二
に
彼
ら
の
批
評
精
神
が
実
行
精

神
を
上
回
る
こ
と
、
第
三
に
組
織
の
明
確
な
活
動
目
的
の
不
在
、
第
四
に
会
員
に
活
動

を
持
久
す
る
忍
耐
心
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

（
191
） A

GM
A
R, 096―3―112. 

前
田
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
の
仏
訳
（
訳

者
名
は
無
記
載
）
“La Société Japonaise et l

’envoyé papale

” (T
raduction d

’un 

article (N
ihon shakai to K

yôkô shisetsu) de la Revue T
sûzoku-shûkyô-dan 

(n

°38, décem
bre 1905)) 

の
余
白
部
に
記
載
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
書
込
み
。

（
192
） 

マ
リ
ア
会
の
創
設
し
た
日
本
の
学
校
で
は
、
正
規
の
授
業
で
宗
教
教
育
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
前
田
長
太
は
、
同
会
の
学
校
教
育
が
積
極
的
な
宣

教
活
動
で
あ
る
と
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
田
は
、
フ
ラ
ン
ス

第
三
共
和
政
政
府
に
よ
る
反
教
権
政
策
を
取
り
上
げ
た
一
文
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
共
和
主
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義
者
に
よ
る
政
教
分
離
政
策
を
批
判
し
、
日
本
政
府
の
教
育
政
策
が
そ
の
影
響
を
受
け

る
可
能
性
を
危
惧
し
て
い
る
。
越
嶺
「
仏
国
現
下
の
大
問
題
と
我
邦
現
時
の
情
勢
」、

八―
九
頁
。

（
193
） 

マ
リ
ア
会
日
本
管
区
本
部
編『
マ
リ
ア
会
日
本
渡
来
八
十
年
』マ
リ
ア
会
出
版
部
、

一
九
六
八
年
、
九
九―
一
〇
〇
頁
。

（
194
） 

ク
ロ
ブ
は
、
前
田
長
太
を
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
の
修
道
会
の
来
日
を
望
ん
で
、

教
皇
使
節
に
そ
の
意
思
を
伝
え
た
日
本
人
信
者
の
元
凶
と
み
な
し
て
い
る
。
た
だ
、
前

田
が
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

彼
に
と
っ
て
は
宣
教
師
個
々
人
の
資
質
と
学
識
が
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
も
し
在

日
宣
教
師
の
多
数
の
人
格
識
見
が
高
け
れ
ば
、
彼
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
単
独
司
牧
で

も
満
足
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
は
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
と
い
う
組
織
そ
れ
自
体
を
低
評
価
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
を
図
っ
た
平

山
牧
民
と
は
考
え
を
異
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
愛
好
者
で
あ
る
前
田

に
と
っ
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
国
籍
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
映
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
田
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
フ
ラ
ン
ス
人
論
も
あ
る
。
前
田
長
太
「
仏
国
人
の
社
交
性
」『
読
売
新
聞
』

一
九
〇
七
年
十
二
月
十
三
日
、
一
四
日
。

（
195
） 

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
お
け
る
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
自
立
的
動

向
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。「
外
国
宣
教
師
問
題
」『
声
』
第

三
三
八
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
十
日
、
三
〇―

三
二
頁
。
竜
門
「
日
本
式
基
督
教
」
同

上
、
第
三
三
九
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
二
十
五
日
、
一―

三
頁
。「
教
会
独
立
問
題
」

同
上
、
二
八―

二
九
頁
。C. L (Clém

ent Lem
oine), 

“Extraits des revues et 

journaux japonais, L

’évangélisation chrétienne aux m
ains des Japonais

”, 

M
élanges, n

°8, octobre 1905. 

高
橋
昌
郎
、
前
掲
書
、
一
八
四―

一
八
五
頁
。

（
196
） A

GM
A
R, 0155―1―68. D

urango, 9 juin 1906. 

マ
リ
ア
会
総
本
部
に
宛
て
た

ク
ロ
ブ
の
書
簡
。

（
197
） 

同
上
。

（
198
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
補
遺
、
七―

九
頁
。

（
199
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
五
八
頁
。

（
200
） Sorrel, Christian., 

“Le poids de l

’Ouest: Rem
arques sur le m

ouvem
ent 

des départs dans la Société des M
issions étrangéres de Paris

”, A
nnales 

de Bretagne et des pays de l

’Ouest, t. 112, n

°2, 2005, p. 105.

（
201
） A

GM
A
R, 0155―1―66, A

lphonse H
einrich au supérieur de la Société, 

T
ôkyô, 26 m

ai 1906. 

こ
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
書
簡
で
は
、「
前
田
事
件
」（A

ffaire 

M
aeda

）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
202
） A

GM
A
R, 0155―1―67, A

lphonse H
einrich au supérieur de la Société, 

N
agasaki, 8 juin 1906.

（
203
） 

青
山
玄
「
明
治
後
期
」
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

集
『
つ
き
じ
：
献
堂
百
周
年
記
念
号
』
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
一
九
七
八
年
、
八
四

頁
。

（
204
） 

西
脇
順
三
郎
は
、
長
編
詩
『
旅
人
か
へ
ら
ず
』（
一
九
四
七
年
）
の
中
で
、「
あ

の
頃
の
秋
の
日
恋
人
と
結
婚
す
る
た
め
に
還
俗
し
た
ジ
エ
ジ
ュ
エ
ト
の
坊
さ
ん
か
ら
ラ

テ
ン
語
を
習
っ
て
い
た
」
と
前
田
に
触
れ
て
い
る
。
前
田
は
、
慶
応
義
塾
の
関
係
者
に

対
し
て
、自
己
の
還
俗
を
恋
愛
を
理
由
に
挙
げ
て
語
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
定

本　

西
脇
順
三
郎
全
集
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
五
六
頁
。
な
お
、

西
脇
は
、『
近
代
の
寓
話
』（
一
九
五
三
年
）
で
も
前
田
に
触
れ
て
、
彼
か
ら
「
聖
オ
ー
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ガ
チ
ス
ン
・
キ
ケ
ロ
・
ホ
ラ
ス
」
を
学
ん
だ
と
詠
っ
て
い
る
が
、
新
倉
俊
一
氏
に
よ
る

と
、
西
脇
は
実
際
に
は
ラ
テ
ン
語
を
前
田
か
ら
学
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
新
倉
俊

一
『
西
脇
順
三
郎
全
詩
引
喩
集
成
』
筑
摩
書
房
、一
九
八
二
年
、一
七
八
、
二
〇
〇
頁
。

（
205
） 

な
お
、
著
者
と
は
異
な
っ
た
前
田
長
太
の
還
俗
に
関
す
る
解
釈
と
し
て
、「
近
代

思
想
に
抗
し
て
信
仰
の
遺
産
を
守
り
抜
こ
う
と
し
た
第
一
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
の
精

神
に
基
づ
き
、
十
九
世
紀
世
紀
末
葉
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
一
時
的
に
信
仰

生
活
の
西
欧
化
と
そ
の
監
視
が
強
化
さ
れ
る
と
、
日
本
で
は
教
会
離
れ
現
象
が
信
徒
の

間
に
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
流
れ
の
な
か
で
一
九
〇
七
年
に
結
婚
し
て
司
祭
職
を
離
れ
」

た
と
す
る
青
山
玄
氏
の
と
ら
え
方
が
存
在
す
る
。「
前
田
長
太
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事

典
』
Ⅳ
、
研
究
社
、
二
〇
〇
九
年
、
七
四
三
頁
。
第
一
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議

（
一
八
七
九―

一
八
八
〇
）
の
十
九
世
紀
末
以
降
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
与
え
た

影
響
を
重
く
見
る
青
山
氏
の
解
釈
は
、
下
記
の
論
考
な
ど
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
青
山

玄
「
明
治
二
十
三
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
日
韓
合
同
教
会
会
議
の
性
格
」『
宗
教
研
究
』
第

二
三
八
号
、
一
九
七
九
年
。
同
「
明
治
二
十
八
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
会
会
議
」
同

上
、
第
二
四
二
号
、
一
九
八
〇
年
。
同
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒

の
宣
教
活
動
」『
南
山
神
学
』
第
十
号
、
一
九
八
七
年
。
同
「
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
像
」
同
上
、
第
十
一
号
、
一
九
八
八
年
。

（
206
） 

一
九
三
九
年
十
一
月
に
、
前
田
の
葬
儀
が
北
浦
和
神
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
彼
が
信
者
と
し
て
世
を
全
う
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
還
俗
後
の
前
田
が

信
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。「
人
事
消
息
」

『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』
第
七
三
五
号
、
一
九
三
九
年
十
一
月
十
九
日
。
た
だ
、
昭

和
初
年
、
前
田
は
慶
応
義
塾
に
お
け
る
教
え
子
で
、
後
に
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
に

な
っ
た
吉
田
小
五
郎
に
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
と
直
接
会
う
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
、
旧
知

の
宣
教
師
と
関
係
は
切
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。吉
田
小
五
郎「
邦

訳
の
辞
」
シ
ュ
タ
イ
シ
ェ
ン
（
吉
田
小
五
郎
訳
）『
切
支
丹
大
名
記
』
大
岡
山
書
店
、

一
九
三
〇
年
、
二
頁
。

（
207
） 

慶
応
義
塾
関
係
者
の
前
田
長
太
に
関
す
る
回
想
に
は
、
佐
藤
輝
夫
「
本
那
最
初

に
「
武
勲
詩
」
を
紹
介
し
た
越
嶺
前
田
長
太
の
こ
と
」（『
三
田
評
論
』
第
七
六
五
号
、

一
九
七
六
年
十
二
月
）、石
井
治
良
「
前
田
先
生
の
思
い
出
（
番
茶
の
と
き
）」（
同
上
、

第
七
六
九
号
、
一
九
七
七
年
四
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
208
） 

「
前
田
越
嶺
と
い
う
有
名
な
ラ
テ
ン
語
の
先
生
が
い
ら
れ
た
が
こ
の
人
は
明
治
の

初
め
頃
田
舎
か
ら
東
京
へ
出
ら
れ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
僧
侶
に
な
り
ラ
テ
ン
語
を
能
く

さ
れ
た
（
尤
も
中
年
以
後
は
法
衣
を
脱
が
れ
た
）。
彼
自
身
も
ホ
ラ
ス
を
一
番
愛
読
さ

れ
た
が
、
ホ
ラ
ス
は
僧
侶
の
間
で
も
最
大
に
読
ま
れ
る
人
間
界
の
宝
だ
と
い
わ
れ
た
。

こ
の
先
生
は
晩
年
は
酒
を
ク
ス
リ
ビ
ン
の
中
に
入
れ
て
ラ
ン
チ
の
時
に
チ
ビ
チ
ビ
や
ら

れ
、
ホ
ラ
ス
を
暗
唱
さ
れ
、
日
曜
日
に
は
釣
り
に
出
ら
れ
た
。
浦
和
在
に
住
め
る
ホ
ラ

ス
で
あ
っ
た
」「
俗
人
の
宗
教
（
上
）」『
定
本　

西
脇
順
三
郎
全
集
』
第
十
一
巻
、
筑

摩
書
房
、
一
九
九
四
年
、
四
二
頁
。

（
209
） 

前
田
越
嶺
「
訳
後
書
懐
」
リ
ギ
ョ
ル
（
前
田
越
嶺
訳
）『
秘
密
結
社
』
高
原
書
店
、

一
九
三
四
年
、
五
頁
。

（
210
） 

例
え
ば
、
鈴
木
習
之
は
、
一
九
五
三
年
時
に
書
か
れ
た
回
想
で
も
、
リ
ギ
ョ
ー

ル
の
協
力
者
と
し
て
の
前
田
長
太
に
ふ
れ
た
と
き
、彼
の
名
前
を
出
さ
ず
、「
あ
る
神
父
」

と
い
う
表
現
に
と
ど
め
て
い
る
。
鈴
木
習
之「
山
口
鹿
三
氏
と「
声
」誌
そ
の
他
」『
声
』

第
九
〇
七
号
、
一
九
五
三
年
七
月
、
二
〇
頁
。

（
211
） 
山
口
鹿
三
「
明
治
大
正
年
間
の
カ
ト
リ
ッ
ク
出
版
史
梗
概
（
一
）」
同
上
、
第

七
五
七
号
、
一
九
三
九
年
二
月
、
四
七
頁
。
も
っ
と
も
、
前
田
長
太
の
還
俗
後
も
、
教
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会
内
で
彼
を
敬
称
で
も
っ
て
呼
ん
で
い
る
の
は
、山
口
の
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
神
父
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
書
か

れ
た
文
章
の
中
で
、
彼
を
「
前
田
神
父
」
と
呼
ん
で
い
る
。
フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
「
寺
小
屋

時
代
」Inter N

os, n

°11, 1954, p. 19. 

フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
の
来
日
は
、一
九
〇
九
年
で
、

前
田
の
還
俗
後
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
両
者
の
間
に
は
何
か
の
交
流
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
212
） 

な
お
、
山
口
鹿
三
も
、
自
身
の
文
筆
活
動
に
関
し
て
教
会
内
で
批
判
を
受
け
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
山
口
信
賴
「
父
を
想
う
」『
声
』
第
九
〇
七
号
、
一
九
五
三
年
七
月
、

一
七
頁
。
オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
後
に
お
き
た
前
田
の
受
難
は
、
山
口
に
と
っ
て
他

人
事
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
213
） 

ソ
ー
ブ
ー
ル
・
カ
ン
ド
ウ
神
父
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
は
、
山
口
鹿
三
が
晩
年

ま
で
優
れ
た
記
憶
力
を
保
っ
て
い
た
と
彼
に
関
す
る
思
い
出
の
中
で
語
っ
て
い
る
。「
二

人
の
学
者
」
池
田
敏
雄
編
『
カ
ン
ド
ウ
全
集
』
第
一
巻
、中
央
出
版
社
、一
九
七
〇
年
、

一
六
九
頁
。

（
214
） 

『
日
本
公
教
雑
誌
』（
第
八
十
九
号
、
一
八
九
三
年
二
月
二
十
五
日
）
は
、
築
地

教
会
で
の
前
田
の
副
助
祭
の
叙
階
式
の
時
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
が
涙
を
流
す
ほ
ど
喜
ん
だ
こ

と
を
報
じ
て
い
る
。

（
215
） 

「
リ
ギ
ヨ
ー
ル
博
士
訪
問
記
」『
太
陽
』（
臨
時
増
刊
号
「
外
人
の
日
本
観
」）
第

十
三
巻
、
第
十
五
号
、
一
九
〇
七
年
十
一
月
、
二
三
四―

二
三
五
頁
。

（
216
） 

『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
で
は
、「
一
九
〇
六
年
、
サ
ン
・
モ
ー
ル
会
修
女
が
そ

の
学
校
を
現
在
の
四
谷
に
遷
し
、若
い
宣
教
師
の
一
団
が
出
版
事
業
を
引
受
け
た
と
き
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
著
述
家
と
し
て
の
自
分
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
と
考
え
、
宣
教
師
や
修
道

女
に
対
す
る
黙
想
の
説
教
に
専
念
し
た
」と
の
記
述
が
あ
る
。
J
・
M
・
マ
ル
タ
ン「
リ

ギ
ョ
ー
ル
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
第
五
巻
、
冨
山
房
、
一
九
七
七
年
、
三
六
九
頁
。

こ
の
記
述
は
、
一
九
二
三
年
度
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
に
掲
載
さ
れ
た

リ
ギ
ョ
ー
ル
没
後
の
小
伝
（N

écrologie

）
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。Société des 

M
issions E

trangères, 

“Nécrologie: M
. Ligneul

”, Com
pte Rendu des 

travaux des travaux de 1922 , Paris: Sém
inaire des M

issions-étrangéres, 

1923, p. 252. 

こ
の
宣
教
会
に
よ
る
公
式
の
小
伝
（
無
署
名
）
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
が
、

一
九
〇
六
年
当
時
、若
手
の
宣
教
師
に
よ
る
出
版
活
動
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
が
終
わ
っ
た
と
い
う
解
釈
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
の
記

述
は
正
確
な
も
の
で
は
な
い
。
若
手
宣
教
師
に
よ
る
新
し
い
出
版
事
業
と
い
う
の
は
、

『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』の
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

同
誌
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
術
的
な
日
本
研
究
誌
で
あ
る
た
め
、
日
本
人
へ
の
啓
蒙
活
動

を
目
指
し
て
い
た
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
と
は
目
指
し
て
い
た
方
向
が
異
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
を
境
に
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
も
な

い
。

（
217
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
二
六
四
頁
。
青
山
玄
「
神
田
教
会
百
年
史
」、
五
一―

五
四
頁
。
教
友
館
は
、
も
と
も
と
フ
ェ
ラ
ン
が
公
教
青
年
会
館
と
し
て
設
立
を
図
っ
た

も
の
で
、
彼
が
名
古
屋
に
転
任
し
た
後
の
一
九
〇
八
年
に
完
成
し
た
が
、
そ
の
時
、
教

友
館
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。
同
「
フ
ェ
ラ
ン
」『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』

教
文
館
、
一
九
八
八
年
、
一
一
九
一
頁
。

（
218
） 

「
神
田
の
教
友
館
の
一
隅
に
蟄
居
し
て
居
ら
れ
た
旧
師
リ
ギ
ヨ
ル
霊
父
様
を
訪
う

て
、
其
元
気
の
消
沈
さ
れ
た
る
を
慨
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
只
に
寄
る
年
波
の
勢
の
み

と
は
受
取
れ
な
か
っ
た
。
断
魔
の
剣
は
、
逸
早
く
彼
の
清
き
心
を
貫
い
て
居
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
終
に
日
本
よ
り
勇
退
す
る
に
至
っ
た
、
抑
も
誰
の
罪
で
あ
ろ
う
」
早
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坂
善
奈
朗
（
久
之
助
）「
羅
馬
よ
り
日
本
ま
で
（
十
三
）」『
声
』
第
四
四
九
号
、

一
九
一
三
年
四
月
、
四
〇
頁
。
ま
た
、
早
坂
は
、
こ
の
旅
行
記
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
、

英
語
教
育
を
主
と
す
る
聖
心
学
院
の
来
日
に
歓
迎
の
意
を
表
し
て
い
る
。

（
219
） 

「
霊
父
リ
ギ
ヨ
ル
師
の
退
隠
」
同
上
、
第
四
三
八
号
、
一
九
一
二
年
五
月
、
四
六

―

四
七
頁
。

（
220
） 

石
川
草
庵
（
音
次
郎
）「
恩
師
リ
ギ
ョ
ル
神
父
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
二
巻
、
第

二
号
、
一
九
二
二
年
、
六
九
頁
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
一
九
二
〇
年
三
月
十
日
付
の
マ
リ

ア
会
士
宛
て
の
書
簡
で
、
自
分
の
東
京
帰
還
に
関
し
て
問
題
は
微
妙
で
あ
り
、
先
行
き

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
書
い
て
い
る
。A

GM
A
R, 098―1―31, H

ongkong, 10 m
ars 

1920.

（
221
） 

渋
谷
治
「
我
国
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
政
策
の
過
去
、現
在
及
び
将
来
の
考
察
（
二
）」

『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
七
巻
、第
四
号
、一
九
二
七
年
四
月
、三
三
頁
。
な
お
、渋
谷
治
は
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
と
面
識
を
持
つ
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
著
作
に
親
し
み
、

彼
を
尊
敬
す
る
念
の
強
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
渋
谷
治
「
ロ
ー
マ
に
入
る
の
記
（
二
）」

同
上
、
第
三
巻
、
第
一
号
、
一
九
二
三
年
、
二
三
頁
。

（
222
） 

「
教
界
彙
報
：
東
京
教
信
：
傷
病
兵
慰
問
演
芸
」『
声
』
第
三
五
一
号
、
一
九
〇
六

年
一
月
二
十
五
日
、三
九―

四
一
頁
。「
或
る
不
幸
の
人
に
同
上
を
寄
す
る
此
種
の
企
は
、

吾
教
本
来
の
趣
旨
に
も
合
い
、
且
は
そ
の
弘
通
の
上
に
取
て
も
、
直
接
の
布
教
演
説
等

よ
り
も
却
て
倍
蓰
す
る
効
果
あ
る
べ
き
も
の
な
ら
ん
」
と
の
評
は
、『
声
』
編
集
部
が

青
年
会
に
期
待
し
て
い
た
方
向
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

（
223
） 

『
新
理
想
』の
最
終
号（
第
二
十
一
号
）に
は
終
刊
の
辞
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

恐
ら
く
そ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
同
誌
が
唐
突
に
終
刊
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ

た
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
新
理
想
』
の
編
集
兼
発
行
人
は
、

最
後
ま
で
前
田
長
太
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
田
の
同
誌
へ
の
寄
稿
は
、
第
十
五
号

（
一
九
〇
六
年
十
月
）
を
最
後
に
終
わ
っ
て
い
る
。

（
224
） 

青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
（
九
）」『
布
教
』
第
二
十
六

巻
、
第
四
号
、
一
九
七
二
年
、
二
四
四
頁
。

（
225
） A

GM
A
R, 0155―1―91, 20 décem

bre 1907. 

東
京
大
司
教
ム
ガ
ブ
ル
の
マ
リ

ア
会
総
長
宛
て
書
簡
。

（
226
） 

マ
リ
ア
会
日
本
管
区
本
部
編
『
マ
リ
ア
会
日
本
渡
来
八
十
年
』、
一
〇
一―

一
〇
四
頁
。
育
英
塾
の
旧
施
設
は
、
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
に
譲
ら
れ
た
。

（
227
） M

aitre, Claude Eugène., 

“Nécrologie (N
oël Péri)

”, Bulletin de l

’École 

Française de l

’Extrêm
e-O
rient, vol. 22, 1922, p. 413. 

杉
山
直
治
郎
「
ノ
エ
ル
・

ペ
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」、
八
〇―

八
一
頁
。
メ
ー
ト
ル
に
よ
る
と
、
パ
ピ
ノ
の
『
日

本
歴
史
地
理
辞
典
』D

ictionnaire d

’histoire et de géographie du Japon

の
増

補
版
や
、
J
・
C
・
バ
レ
に
よ
る
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
エ
・
ル
マ
レ
シ
ャ
ル『
和
仏
大
辞
典
』

の
改
訂
版
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
稿
が
完
成
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
版
さ
れ
な

か
っ
た
。「
日
本
に
戻
る
度
毎
に
幾
つ
か
の
新
廃
墟
を
発
見
し
た
」
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
は
、

メ
ー
ト
ル
に
「
之
を
悲
し
ん
だ
書
簡
」
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
メ
ー
ト

ル
の
一
文
を
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
駐
日
大
使
時
代
の

外
交
報
告
書
（
一
九
二
六
年
五
月
十
四
日
）
で
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
触
れ
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。「
最
近
来
日
し
た
ば
か
り
の
一
人
を
除
け
ば
、
宣
教
師
は
い
ず
れ

も
イ
ン
テ
リ
で
は
な
く
、
教
養
あ
る
人
々
、
あ
る
い
は
科
学
や
近
代
哲
学
の
授
業
を
受

け
て
い
る
学
生
た
ち
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
あ
り
さ
ま
で
す
。（
中
略
）
優
秀
な
少

数
の
宣
教
師
グ
ル
ー
プ
は
四
散
し
、
落
胆
の
あ
ま
り
任
務
を
放
棄
す
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
一
時
期
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
い
う
名
の
す
ば
ら
し
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い
雑
誌
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
が
い
ま

す
」ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル（
奈
良
道
子
訳
）『
孤
独
な
帝
国―

日
本
の
一
九
二
〇
年
代
：

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
外
交
書
簡　

一
九
二
一―

一
九
二
七
』草
思
社
、
一
九
九
八
年
、

三
六
六
頁
。

（
228
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
二
一
一
頁
。
教
学
研
鑚
和
佛
協
会
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
小
論
が
あ
る
。
牧
野
多
完
子
「
明
治
期
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
出
版
事
業―

教
学
研

鑚
和
佛
協
会
の
活
動
を
通
し
て
」『
南
山
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
七
号
、二
〇
〇
一
年
。

こ
の
団
体
の
創
立
メ
ン
バ
ー
に
は
、
後
に
公
教
青
年
会
の
会
長
を
つ
と
め
る
海
軍
軍
人

の
山
本
信
次
郎
の
名
前
も
み
え
る
が
、
彼
が
こ
の
協
会
の
活
動
に
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

を
持
っ
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
229
） 

フ
エ
ラ
ン
『
聖
書
？　

教
会
？
』
林
壽
太
郎
、
一
九
〇
九
年
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
（
教

学
研
鑽
和
佛
協
会
訳
）『
ジ
ヤ
ン
ダ
ー
ク
』
教
學
研
鑽
和
佛
協
会
、
一
九
一
〇
年
。

（
230
） 

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル（
教
学
研
鑽
和
仏
協
会
訳
）『
神
学
及
中
古
哲
学
研
究
の
必
要
』

教
学
研
鑽
和
仏
協
会
、
一
九
一
〇
年
。
鈴
木
習
之
『
葦
の
一
生
』
中
央
出
版
社
、

一
九
六
五
年
、
四
二―

四
三
頁
。

（
231
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
七
二
、
七
四
、
七
六
頁
。
一
方
、
一
九
〇
八

年
に
来
日
し
た
最
初
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
中
に
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
対

し
て
好
意
あ
る
態
度
を
取
ら
な
い
者
も
い
た
よ
う
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ン
リ
・

ブ
シ
ェ
ー
（H

enri Boucher

）
は
、あ
る
書
簡
（
一
九
〇
九
年
五
月
三
十
一
日
）
で
、

他
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
振
る
舞
い
を
礼
儀
に
欠
け
る
と
批
判
し
て
い
る
。A

rchivum
 

Rom
anum

 Societatis Iesu, JA
P. 1001 ―V

III, 13.

（
232
） 

新
潟
知
牧
区
（
一
九
一
二
年
）、
名
古
屋
知
牧
区
（
一
九
二
二
年
）
は
神
言
修
道

会
に
、
札
幌
知
牧
区
（
一
九
一
五
年
）
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
、
広
島
代
牧
区

（
一
九
二
三
年
）は
イ
エ
ズ
ス
会
に
、宮
崎
知
牧
区（
一
九
三
五
年
）は
サ
レ
ジ
オ
会
に
、

京
都
知
牧
区
（
一
九
三
七
年
）
は
メ
リ
ノ
ー
ル
会
に
そ
れ
ぞ
れ
委
ね
ら
れ
た
。

一
九
二
七
年
、
長
崎
司
教
区
が
初
の
日
本
人
司
教
区
（
早
坂
久
之
助
司
教
）
と
な
っ
た

後
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
福
岡
司
教
区
を
担
当
し
、
一
九
三
七

年
、
東
京
大
司
教
区
が
日
本
司
教
区
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
新
設
さ
れ
た
横
浜
司
教
区

が
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
委
託
さ
れ
た
。

（
233
） 

本
論
で
、
こ
の
公
教
青
年
会
に
「
第
二
次
」
と
い
う
名
称
を
用
い
た
の
は
、
前

田
長
太
の
会
長
を
つ
と
め
た
前
代
の
公
教
青
年
会
と
区
別
す
る
た
め
の
便
宜
上
の
も
の

で
あ
り
、
同
時
代
者
が
、
前
田
長
太
時
代
の
青
年
会
を
「
第
一
次
」
と
み
な
し
、
自
ら

の
団
体
を
「
第
二
次
」
と
呼
称
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
論
は
、
東
京
の

公
教
青
年
会
の
み
を
扱
っ
て
い
る
が
、
東
京
に
の
み
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
青
年
会
が
設

立
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
234
） 

山
本
正
『
父
・
山
本
信
次
郎
伝
』
中
央
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
一
五
四―

一
五
五
頁
。

（
235
） 

内
山
善
一
・
海
老
沢
有
道
「
出
版
事
業
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
第
五
巻
、
冨

山
房
、
一
九
七
七
年
、
八
三
頁
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の
松
崎
実
は
、
ス
タ
イ
シ
ェ

ン
時
代
の
『
声
』
に
関
し
て
、「
日
本
人
の
記
者
は
三
人
あ
る
が
、
其
の
主
要
記
事
の

大
部
分
は
師
の
口
述
に
よ
る
も
の
で
、
師
が
い
ろ
い
ろ
な
変
名
の
下
に
各
種
の
項
目
に

就
て
叙
述
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
各
種
の
記
事
の
大
部
分
が
シ
ュ
タ
イ
ヘ
ン
師
と

云
う
一
つ
の
頭
か
ら
出
る
の
で
、
其
の
頭
が
百
科
事
典
を
兼
ね
ざ
る
限
り
、
雑
誌
が
千

篇
一
律
の
無
味
乾
燥
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、ま
た
止
む
を
得
な
い
。

私
な
ど
、「
あ
れ
は
『
声
』
で
は
な
い
、『
溜
息
』
だ
」
な
ん
て
、
よ
く
陰
で
減
ら
ず
口

を
叩
い
た
も
の
だ
」
と
回
想
し
て
い
る
。
松
崎
実
「
切
支
丹
大
名
記
の
著
者　

シ
ュ
タ
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イ
ヘ
ン
師
の
憶
出
（
下
）」『
明
治
文
化
』
第
五
巻
、
第
十
号
、
一
九
二
九
年
、
三
一―

三
二
頁
。

（
236
） 

山
本
信
次
郎
「
カ
ト
リ
ッ
ク
誌
の
過
去
を
顧
み
て
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
十
四
巻
、

第
一
号
、
一
九
三
三
年
一
月
、
一―

二
頁
。

（
237
） 

須
田
井
飛
燕
「
青
年
会
の
発
展
策
」『
声
』
第
五
一
七
号
、
一
九
一
八
年
十
二
月
、

二
九―

三
二
頁
。

（
238
） 

小
野
実
「
私
の
弁
明
」『
声
』
第
五
六
八
号
、一
九
二
三
年
三
月
、四
〇―

四
六
頁
。

こ
の
批
判
を
受
け
た
松
崎
（
小
野
）
実
は
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
に
協
力
す
る
前
、
ス
タ

イ
シ
ェ
ン
の
指
導
下
で
、
学
生
時
代
の
一
時
期
、『
声
』
の
原
稿
を
書
い
て
い
た
信
者

で
あ
っ
た
。
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
の
没
後
、
松
崎
は
神
父
に
関
す
る
回
想
文
を
書
い
て
い
る

が
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
で
、
旧
知
の
神
父
か
ら
非
難
を
受
け
た
出
来
事
に
は
触

れ
て
い
な
い
。
松
崎
実
「
切
支
丹
大
名
記
の
著
者　

シ
ュ
タ
イ
ヘ
ン
師
の
憶
出
」『
明

治
文
化
』
第
五
巻
、
第
九
、
十
号
、
一
九
二
九
年
。

（
239
） 

青
山
玄
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
は
、「
一

般
社
会
の
動
き
と
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
、視
野
の
広
い
多
元
主
義
的
布
教
法
の
欠
如
」

が
み
ら
れ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜

県
布
教
（
10
）」『
布
教
』
第
二
十
六
巻
、
第
五
号
、
一
九
七
二
年
、
三
一
九
頁
。

（
240
） 

鈴
木
習
之
「
公
教
青
年
会
十
二
年
の
回
顧
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
八
巻
、
第
四
号
、

一
九
二
八
年
四
月
、
三
九―

四
〇
頁
。

（
241
） 

山
本
信
次
郎
「
カ
ト
リ
ッ
ク
誌
の
過
去
を
顧
み
て
」、
二―

三
頁
。

（
242
） 

青
山
玄
氏
に
よ
る
と
、
神
田
教
会
の
主
任
司
祭
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
シ
ェ

レ
ル
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
は
、「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
初
期
に
は
協
力
し

て
い
た
が
、
後
に
同
会
に
「
少
し
批
判
的
な
態
度
」
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
八

年
に
は
総
会
に
顔
を
出
さ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
青
山
玄
「
神
田
教
会
百
年
史
」、

五
九
頁
。

（
243
） A
SCEP, Rubrica 819a, ff1132, 1221―1224. 

前
者
の
山
本
信
次
郎
の
書
簡
は
、

注（
238
）に
あ
げ
た
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
に
よ
る
小
野（
松
崎
）実
の
記
事
の
批
判（
一
九
二
三

年
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
書
簡
は
一
九
二
五
年
十
月
二
十
二
日
付
の
も
の

で
あ
る
。

（
244
） 

「
第
一
次
」、「
第
二
次
」
双
方
の
東
京
の
公
教
青
年
会
に
関
わ
り
を
持
っ
た
長
江

邦
四
郎
（
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
時
に
歓
迎
講
演
会
を
企
画
し
た
学
生
の
一
人
で
、
そ
の

後
、
暁
星
学
校
の
教
師
を
務
め
た
）
は
、
後
年
、
こ
の
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
に
関

し
て
、「
教
会
当
局
か
ら
に
ら
ま
れ
、
そ
の
望
み
通
り
解
散
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い

る
。
松
風
誠
人
「
追
想
（
二
）
司
教
さ
ま
の
父―

長
江
邦
四
郎
先
生
の
こ
と
」『
声
』

第
一
〇
一
一
号
、
一
九
六
二
年
三
月
、
二
九
頁
。
ま
た
、「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の

名
誉
会
員
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
も
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
祭
ら

が
青
年
会
の
活
動
に
好
意
的
で
な
い
こ
と
に
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。A

GM
A
R, 098―2

―73, A
lphonse H

einrich à H
. Rousseau, T

ôkyô, 1
er m
ars 1923; 099―3―19, 

A
lphonse H

einrich à H
enri Lebon, T

ôkyô, 6 m
ars 1930; 099―3―89, 

A
lphonse H

einrich à H
enri Lebon, T

ôkyô, 27 m
ai 1931.

（
245
） 

鈴
木
習
之
『
葦
の
一
生
』
中
央
出
版
社
、
一
九
六
五
年
、
六
七
頁
。
ヘ
ン
リ
ッ

ク
は
、
山
本
信
次
郎
の
非
妥
協
的
な
性
格
が
、
青
年
会
の
一
部
会
員
や
パ
リ
外
国
宣
教

会
宣
教
師
ら
と
の
関
係
を
こ
じ
ら
せ
た
と
み
て
い
た
。
ま
た
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
に
よ
る

と
、
山
本
は
岩
下
壮
一
神
父
（
山
本
と
は
暁
星
学
校
の
同
窓
で
、
姻
戚
関
係
に
あ
っ

た
）
と
も
当
時
関
係
が
良
好
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。A

GM
A
R, 099―2―54, 

A
lphonse H

einrich à H
enri Lebon, T

ôkyô, 10 octobre 1928.
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（
246
） 

例
え
ば
、
一
九
二
五
年
に
来
日
し
た
ソ
ー
ブ
ー
ル
・
カ
ン
ド
ウ
は
、
出
版
物
宣

教
の
重
要
性
を
認
め
て
活
発
な
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
日
本
の

知
識
階
級
の
間
で
高
い
評
価
を
受
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。

（
247
） 

在
日
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
一
部
は
、
両
世
界
大
戦
間
期
に
至
る
ま
で
、
人
種

的
偏
見
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
文
献
も
存
在
す
る
。
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー

デ
ル
は
、
駐
日
大
使
時
代
の
本
省
宛
て
外
交
報
告（
一
九
二
四
年
十
一
月
三
十
日
）で
、

長
崎
教
区
の
あ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
宣
教
師
が
日
本
人
司
祭
の
資
質
を
問
題
視
す
る
書

簡
を
彼
に
送
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
、
前
掲
書
、
三
一
〇

―

三
一
一
頁
。
ま
た
、
マ
リ
ア
会
で
、
昭
和
初
期
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
独
占
さ
れ
て
き
た

管
理
職
を
日
本
人
会
員
に
譲
る
こ
と
が
日
程
に
上
っ
た
時
、あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
幹
部
は
、

日
本
人
の
能
力
に
対
す
る
低
評
価
か
ら
、
そ
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
強
硬
に
反
対
し
て

い
た
と
い
う
。
マ
リ
ア
会
日
本
管
区
本
部
編
『
マ
リ
ア
会
日
本
渡
来
八
十
年
』
マ
リ
ア

会
出
版
部
、
一
九
六
八
年
、
二
八
〇―

二
八
一
頁
。

（
248
） 

渋
谷
治
「
我
国
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
政
策
の
過
去
、
現
在
及
び
将
来
の
考
察
（
二
）」

『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
七
巻
、
第
四
号
、
一
九
二
七
年
四
月
、
三
三
頁
。
渋
谷
治

（
一
九
二
八
年
に
司
祭
叙
階
）
は
、
こ
の
論
考
で
、
従
来
の
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
活
動
が
慈
善
事
業
に
偏
っ
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
知
識
人
を
対
象
に
し
た

出
版
物
宣
教
を
活
発
に
行
う
必
要
を
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
、
近
代
日
本
の
最
も
優
れ

た
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
岩
下
壮
一
が
一
九
三
〇
年
に
神
山
復
生
病
院
の

院
長
に
就
任
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
知
的
活
動
が
慈
善
活
動

と
全
く
相
容
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
勿
論
な
い
。

（
249
） 

な
お
、
本
論
は
当
該
期
に
お
け
る
日
本
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
大
勢
が
知
識
人

活
動
や
学
問
的
営
為
に
対
し
て
十
分
な
理
解
に
欠
け
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
は
同
会
に
の
み
あ
て
は
ま
る
特
殊
性
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
阿
部
仲

麻
呂
氏
は
、
あ
る
書
評
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歴
史
で
は
、「
社
会
活
動
主
義
か
、

信
心
生
活
主
義
か
、
教
会
の
諸
要
素
の
あ
る
一
面
だ
け
が
突
出
し
た
形
で
強
調
さ
れ
す

ぎ
る
あ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
要
素
（
特
に
、
学
問
的
な
営
為
）
が
排
除
さ
れ
た
り
、
ま

る
で
無
価
値
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
た
び
た
び
起
こ
り
得

た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
阿
部
仲
麻
呂
「
書
評
：
今
道
友
信
『
超
越
へ
の
指
標
』」

『
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
』
第
七
十
八
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
六
頁
。

（
250
） 

あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
、
昭
和
初
期
の
『
声
』
に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
で
、
教

会
の
古
老
の
信
者
に
は
神
父
の
人
柄
に
惹
か
れ
て
入
信
し
た
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
内
山
善
一「
布
教
雑
考
」『
声
』第
七
二
九
号
、
一
九
三
六
年
、
四
八
頁
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
信
者
の
心
性
の
一
端
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
仙
台
の
養
護
施

設
で
働
く
献
身
的
な
外
国
人
修
道
士
の
姿
に
感
銘
を
受
け
て
、
洗
礼
を
受
け
た
井
上
ひ

さ
し
の
回
想
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
井
上
ひ
さ
し
「
道
元
の
洗

面
」『
さ
ま
ざ
ま
な
自
画
像
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
三
三―

三
四
頁
。


